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序 文

熊本県教育委員会では、 建設省の委託を受け、 一般国道3号熊本北ノ〈イパス改築事

業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施いたしました。

今回報告する庵ノ前遺跡の発掘調査は、 平成4年度から7年度にかけて実施され、

縄文時代、 弥生時代を中心とする多数の遺物が出土いたしました。 中でも弥生中期の

費棺墓から出土した3体の人骨は、 保存状態も良好で、 この時代の人類を知るための

貴重な資料となると思われます。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研究の

進展にいささかでも寄与するところがあれば、 まことに喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協力を惜しまれ

なかった九州地方建設局熊本工事事務所ならびに、 御指導御助言をいただきました諸

先生方に深く感謝申し上げたいと思います。

平成9年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 松 尾 隆 樹



例

1 . 本書は、 一般国道3 号熊本北 ノ〈イパス改築事業に 関連して 、 平成 4年度から7年度に か け て実 施した熊

本市 龍田町上立 田お よ び、 清水町 検木に 所在する 「庵ノ前遺跡 J の 埋蔵 文化 財発掘調査報告書で あ る 。

2 . 調査は、 建設省九州地方 建設局熊本工 事事務所の 委託を受 け て 、 熊本県教育 委員会 が行 っ た。

3 . 現地での調査は、 長 谷部 善一、 演田彰久、 池本 利直、 長 尾至明 、 山 田大輔が行 っ た。

4 . 遺 物の整理、 実測 は、 平成7年度に熊本県 文化 財収蔵 庫で 実 施し、 漬回、 日 置正香、 赤坂希が こ れに あ

た っ た。 ま た 、 遺 物実測の一部 を村崎 孝宏、 前 川真由 美が行 っ た。

5 . 本書の 執筆お よ び 編集は、 熊本県 文化 財収蔵 庫において、 演回が行 っ た。 ま た 、 第E章第 2節につ い て

は岩 谷史記が 執筆 した 。 な お 、 聾棺 墓出土人骨の分 析につ い て 、 松下 孝幸氏 (土井 ヶ 浜遺跡人類学 ミ ュー

ジアム館長) に 玉稿を頂き、 第四章に 掲載した。

6 . 遺 物の 写真撮影は、 熊本県 文化 財収蔵 庫において、 今 村龍太郎が行っ た。

7. 整理後 の遺 物は、 熊本県 文化 財収蔵 庫 (熊本市 渡鹿3 丁目 15- 12) に保 管さ れて い る 。
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第I章 序 説

第1節 調査に到る経緯と経過

1 . 調査に到る経緯

昭和47年度、 建設省九州地方 建設局熊 本工 事事務所か ら 、 松 橋バイ パス や 玉名バイ パス と 共に 、 熊 本北 ノ〈

イ パス の 路線につい て 、 分 布調査の 依頼が あ っ た。 依頼を受けた熊 本県教育庁 文化課で は 、 3 路線の 踏査 を

行い、 松 橋バイ パス 9 ケ所、 玉名バイ パス 12 ケ所、 熊 本北バイ パス につ い て は 、 下 記の 「熊 本北バイ パス 関

係埋蔵 文化財一 覧表 J (第 1 表) の 12 ケ所を 確認 して 、 熊 本工 事事務所に報告 し た 。

こ の う ち 、 新南部遺跡は昭和59年度、 龍田陳内遺跡 (調査時に 龍田陳内南遺跡 を 改 称) は昭和6 1年度に そ

れ ぞれ発掘調査を 実 施した。 ま た 、 龍凹陳内北遺跡、 緑ケ丘遺跡、 緑ケ丘山ノ 神遺跡につい て は 、 確認調査

を行 っ た が、 遺 構、 遺 物等は検 出さ れな かっ た。

平 成2 年、 熊 本工 事事務所 と の 協議に よ り 、 庵ノ 前遺跡、 迫 ノ 上遺跡に加 え て 、 試掘調査の結果、 新た に

確認 さ れた 古閑 山 遺跡 (調査後 に 山 ノ 神遺跡 を 改 称) の 3 ケ所を対象に発掘調査 を 実 施す る こ と と な り 、 平

成3 年度か ら 7 年度に か け て 、 発掘調査が 実 施さ れた。

庵ノ 前遺跡の発掘調査は、 道路用地の 買収状 況や工 事の進捗状 況等に応 じ て 、 平 成4年 10 月、 平 成5 年 5

月か ら 平 成6 年 3 月、 平 成7 年 6 月の 3 次にわた っ て行っ た。 こ の う ち 、 平 成4年度調査は学 芸員長 谷部 善

一、 平 成5 、 7 年度調査は 文化財保 護主 事横田彰久がそれ ぞれ主査 と し て 担当し た 。

ま た 、 平 成7 年 6 月に清水町 兎谷の熊 本北バイ パス 工 事現場に お い て費棺 墓1 基が発見 さ れた。 現地 は周

知 の遺跡で あ る 岩 倉山 中 腹遺跡に 隣接 し て い た が 、 分 布調査に お い て は、 遺 物等は 確認 さ れて い な か っ た 。

熊 本工 事事務所 と の 協議の結果、 庵ノ 前遺跡の調査の一 環と して 、 緊急に調査が 実 施さ れた。

な お 、 平 成6 年 10 月に 麻生 田包含地の 確認調査 を 実 施したが、 遺 構 ・ 遺 物等は 確認 さ れな か っ た た め 、 熊

本工 事事務所に発掘調査は不 要で あ る と の 通知 をお こ な っ た。

第 1 表 熊本北バイパス関係埋蔵文化財一 覧

遺 跡 名 面積帥 所 在 地 時 代 内 �ヨ』・ 等
四方寄御馬下遺跡 17，500 北部 町四方寄御馬下 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の住居跡

鶴 羽 田横 穴 群 3，600 H 鶴羽田 古墳 古墳時代後期の横穴群

天正年問、 菊池氏一族の須屋市蔵の居館跡
須 屋 城 跡 1 1，500 西合志町須屋 中世 と伝え られる。

濠、 土塁に固ま れた要害である。

新 地包含地 19，400 熊本市清水町新地 弥生、 古代、 中世 弥生、 古代、 中世の集落跡

麻 生 田包含地 6，100 /1 /1 麻生田 弥生、 古墳 弥生、 古墳時代の集落跡、 褒棺遺跡

検木庵ノ前遺 跡 10，900 /1 /1 機木 縄文、 弥生
縄文時代の集落跡
弥生時代の墾棺遺跡

迫 の 上 遺 跡 18，500 /1 竜田町迫 縄文、 弥生
縄文時代の集落跡、 弥生時代の集落
愛棺遺跡

緑ケ丘山の神遺跡 5，400 H /1 緑ケ丘 縄文 縄文時代の集落跡

緑 ケ 丘遺 跡 14，000 H /1 緑ケ丘 縄文、 古墳、 古代
縄文時代、 古墳時代の集落跡、
古代の窯跡群

竜田陳 内北遺 跡 6，600 /1 /1 陳内 縄文、 古墳 縄文時代、 古墳時代の集落跡

竜田陳 内南遺 跡 10，500 M /1 陳内 縄文、 古墳 向上

新 南 部 遺 跡 9，200 /1 新南部 町 縄文~奈良
縄文、 弥生、 古墳時代の集落跡、 弥生時代
の斐棺遺跡の他、 奈良時代の寺院跡
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2 . 調査組織

調査主体 熊 本県教育 委員会

調査 責任者 大塚 正信 (平成 4、 5 年度主 席教育 審議員 ・ 文化課 長)

桑山 裕好 (平成 7 年度 文化課 長)

隈 昭志 (平成 4年度教育 審議員)

平野 芳久 (平成 5 年度教育 審議員)

丸 山 秀人 (平成 7 年度課 長補佐)

調査総 括 松 本 健郎 (主 幹 ・ 文化 財調査第二 係長)

調査 担当 長谷部 善一 (学 芸員、 平成 4年度)

積田 彰久 ( 文化 財保 護主 事、 平成 5 、 7 年度)

池本 利直 ( 文化 財保 護主 事、 平成 5 年度)

長尾 至明 ( 嘱託、 平成 4、 5 年度)

山 田 大 輔 ( 嘱託、 平成 7 年度)

報告書 担当 演田 彰久 ( 文化 財保 護主 事)

日置 正香 ( 嘱託)

赤 坂 希 ( 嘱託)

前川真由 美 ( 嘱託)

専門調査 員 松下 孝幸 ( 土井ヶ 浜遺跡人類学 ミ ュージ アム 館長)

調査指 導及び 協力者

清 田 純一 (城南町 歴史民俗資料 館)

杉村 彰一 (熊 本北高 校教諭)

岩 谷 史記 (熊 本大学大学 院生)

調査 事務 松崎 厚生 (平成 4、 5 年度課 長補佐)

白井 哲哉 (平成 7 年度教育 審議員)

木下 英治 (平成 4、 5 年度主 幹 ・ 経理 係長)

藤本 和夫 (平成 7 年度主 幹・総 務係長)

高浜 保子 (参 事)

相馬 晴久 (平成 4、 5 年度参 事)

高 宮 優美 (平成 7 年度参 事)

発掘作 業 荒木えみ子 池袋 隆行 石 田ミ ネ子 犬塚 富美代 岩崎 将 岩 田 政秀

有 働 春美 江藤 一 也 小 田 信子 甲斐美紀代 甲斐由 貴子 貝瀬 千秋

河上 タツコ 木村 智加 熊 谷 美里 合 志カ ツ子 合 志ミ ツ子 後 藤 恵

後 藤 幸子 斉藤美由 紀 境 喜美栄 島村 政和 清水た つ よ 白井 勝子

菅原 貴明 杉浦り え子 高野 美香 立 花 幸一 立 原 恵子 問中 強

谷富 久恵 谷口ヨシエ 土 岡ち えみ 土 田 俊雄 内藤なおみ 長 尾 彰心

中 林る り 子 中 村 孝子 中 山 森重 西 坂ス マ子 西 村 栄子 野 口 康雄

野 口ヨシノ 野崎 千枝子 野 田 隆 橋本ス ミ 子 畠田 壮仁 馬場 美智子

早田 輝美 原因 菊代 番山 明子 淵上 久美子 本田 貴博 松 田 計子

松 村喜代子 三 浦キ エ子 水野 美知子 富田 日文 宮本 典美 三 好 伴 典

村上 春枝 森 せい子 山 内真千代 山城 玲子 山 田 友子 横 田 浩士

整理作 業 今 村龍太郎 江島 園子 大塚 ト シ子 興相富貴子 重永 照代 白井美恵子

徳永み ど り 橋本由 美子 松岡 美穂 水 本 佳子 宮本 幸子 山 切 律子

山 下 千栄子 吉本 清子

ヮ“
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第2節 遺跡の概要と環境

1 . 遺跡 の概要 (第 1 図)

庵ノ 前遺跡は、 熊 本市の北 東部、 清水町大 字 兎谷、 清水町大 字 検木、 龍田町大 字上立 田に 広が る 遺跡で、

遺跡 名は 兎谷の小 字 名よ り 採られて い る 。

遺跡の存 在は 早く か ら知 ら れて お り 、 戦後間 も な く 、 縄文時代 早期 、 後期、 晩期 、 及び弥 生時代の聾棺な

ど の遺 物が 採集 さ れて熊 本市立熊 本博 物館に保 管さ れて い る 。

昭和57年度 に遺跡の南側 に 県立熊 本北高 等学 校が 新設さ れ、 そ の工 事用 取付道路建設に伴い、 約500 m"の発

掘調査が 実 施さ れ、 県 下で 初め て の縄 文時代 早期 の 竪穴住居跡が 4基確認 さ れた 。 う ち 3 基 は切 り 合 っ た状

態で あ っ た が 、 いずれ も 平面は小 判形で、 規模は 2 m x3 m程度で、 あ っ た。 ま た 、 断面は皿状で、 深 さ は 13 �

30 c m 、 一部 ロー ム に よ る 貼 り 床が な さ れていた。 他に 3 基の 土坑、 2 か所の磯 群が 確認 さ れて い る 。 遺 物

と し て は 、 押型文、 斜行縄 文を主体 と し て 、 無文、 塞ノ 神式、 轟 A式 等の土器や、 磨石、 石 織、 模型石器 等

の石器が 出土し て い る 。

ま た 、 昭和63年度に は、 熊 本北高 校の 登校道路建設に伴 っ て 約1，300 m"の発掘調査 が 実 施さ れ、 弥 生時代の

竪穴住居跡 1 基、 柱穴な ど が 確認 さ れた。 住居跡は3 . 5m X3 m の不整方形で、 深 さ は18 �28 c m 、 2 本柱 と

思われ る 。 遺 物は、 押型文や塞ノ 神式 等の 縄文土器、 弥 生土器、 土師器 等が 出土 し て い る 。

こ の 2 回 に わ た る 調査 は 、 いずれ も 小 規模で、 調査面 積も 狭 く 、 遺跡の全容を 確認す る ま で に は至ら な か

っ た が 、 今 回の北 ノ〈イ パス 建設に伴 う 調査は、 遺跡の 中 心部に 当た り 、 ま た 、 調査面 積も 合計6 ，500 m"に 及ぶ

大 規模な も ので、 遺跡の性 格を考 え る う え で重要な遺 構、 遺 物が 多数 出土 し た。

な お 、 今回の調査地点 及び調査面 積は、 平成 4年度調査 区が清水町大 字 検木字 前田1 ，219 -1番地の 約350 m"、

平成 5 年度第I調査 区が 龍田町大 字上立 回字 古閑 山2 ，378番地、 2 ，382番地 を 中 心 と す る 約5 ，200 m"、 第 E調査

区が 検木字 前田1，2 18番地の 約970 m"、 平成 7 年度調査 区が上立 国字 古閑 山2 ，380番地の 約350 m"で あ る 。

2 . 周辺の地理的環境

庵ノ 前遺跡は、 白川北 岸に 展開する 合 志台地の西端に あ る 立 田山 山 系 の一部に あ た る 岩 倉山 の南 東麓の台

地 (低地段 丘) 上に位 置する 。 一帯の地 質は 阿蘇溶結 凝灰岩 ( 阿蘇4火砕流) を 基底 と し 、 上 層に 阿蘇4風

化 層、 洪積世堆積層、 沖積世堆積層を のせて い る 。 遺跡付近はほぼ平坦で、 平 均標高 は 約70m で、 あ る 。

遺跡の南か ら 南 東側 に か け て は、 谷を は さ んで、 同 じ立 閉山 山 系 の天拝山 が位 置す る 。 天拝山 の 尾根上か

ら 北側斜面 に は 古閑 山 遺跡が 広が り 、 庵ノ 前遺跡 と 向 かい合 う 形に な っ て い る 。

ま た 、 遺跡の南側 に は県立熊 本北高 校が あ る 。 こ の高 校は岩 倉山 と 天拝山 の 聞 の 谷を 埋め立て て 造成 さ れ

て お り 、 こ の 谷は 兎谷川に 沿っ て 西方向、 清水町万石方面 に 開 け て い る 。

一方、 遺跡の北側 は 、 急傾 斜の 崖に な っ てお り 、 北西方向、 清水町 麻生 田方面 に 開 け る 谷に よ っ て 検木台

地 と 分断 さ れて い る 。 こ の 谷に 沿っ て県 道託麻北部線が 走っ て い る 。 ま た 、 こ の 谷を 流れ る 小 ) 11 ( 新地 排水

路)はせ き と め られて、 2 つ の 溜池がつ く られて お り 、 周辺の 農地の 瀧瓶に利用 さ れて い る 。

遺跡の 東側は、 北側 に比べ る と 比較 的緩やかな傾斜で 下り 、 谷を 隔て て 楠方面 と 向 かい合 う 形 と な っ て い

る 。

こ の一帯は、 表土が保水性の 悪い 火山灰堆積層で、 あ る た め 、 ゴボウや ニン ジ ン、 サツマイ モな ど を 主と す

る 畑作 地帯 で あ っ た が 、 戦後間 も な く 開 田が行われ、 多 く が水 田に転換し た 。 昭和40年頃か ら 、 近 く の 楠、

3 
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武蔵 ヶ 丘な ど に大 型の 住宅団地が 造成 さ れ、 ま た岩 倉山一帯な ど 、 周辺の 宅地開発が相次 ぎ、 急速な 市 街地

化が進んでい る 。 平成 1 1年度に 予定 さ れる 熊 本北バイ パス の 開 通に よ っ て 、 市 街地化は一層進み、 周辺の 環

境も 大 き く 変わ っ て い く も の と 思われ る 。

3 . 周辺の歴史的環境

庵ノ 前遺跡の 周辺に は、 各時代の遺跡が集中 的に分 布 して お り 、 熊 本市 内で も 有数の遺跡 群を 形成 Lて い

る 。 詳 し く は 「庵ノ 前遺跡 周辺遺跡分 布 図 J (第 3 図) 及び 「庵ノ 前遺跡 周辺遺跡一 覧 J (第 2 、 3 表) に ま

と め た が 、 ここでは 周辺の 主な遺跡について、 簡単に ま と めてみたい。

(1) 旧石器時代

熊 本地方 にお け る 歴史上の最 初の痕跡で あ る 旧石器時 代の遺跡で あ る が、 最近では発見 さ れる 遺跡数 も 増

加 し、 次第 に こ の時代 の 文化 の様相が 明 ら かに さ れつつ あ る 。 天拝山 A遺跡か ら は安 山岩 製の 尖頭器、 機木

遺跡か ら は黒曜石 製の細石 核、 龍田陳内遺跡か ら は 三稜 尖頭器、 さ ら に 、 平成 7 年度に発掘 調査が行われた

清水町万石の 谷口遺跡か ら は ナイ フ形石器が 出土 し て い る (第 2 図) 。 ま た 、 国体主会場 予定地 で あ る 熊 本市

平 山 町の石の 本遺跡か ら は 約22 ，000年前の 火山灰堆積層で あ る 「姶 良 ・ 丹沢 ( AT) 層J の 下 に あ た る 赤 褐

色土層か ら 局部磨 製石斧や剥片石器な ど の石器が 出土 し 、 熊 本のみな ら ず九州 で も 最 も 古い段階の石器 群と

し て 注 目さ れて い る 。

A 
/、 。

第 2 図 谷口遺跡 出 土石器
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第3図 庵 ノ 前遺跡周辺遺跡分布図
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所 在 地

第 2 表 庵ノ前遺跡周辺遺跡一覧表 ( 1 )

考番号 遺 跡 名

11庵ノ前遺跡
21古閑山遺跡
31迫ノ上遺跡
41一丁穫遺跡
51堂ノ前遺跡
61檎木遺跡
71楠遺跡
81岩倉山中腹遺跡
91岩倉山山頂遺跡

101岩倉山遺跡
111天拝山A遺跡
121天拝山B遺跡
131緑ケ丘山ノ神遺跡
141緑ケ丘遺跡
151堂ノ前屋敷窯跡
161三の宮遺跡
171吉ノ平遺跡
181竹/後遺跡
191竹ノ後蜜棺鮮
201芭蕉遺跡
211弓削平/下A遺跡
221弓削平/下B遺跡

231片彦瀬遺跡
241上南部遺跡
251王国遺跡
261平/山遺跡

271牧鶴古墳群
281中牧鶴遺跡
291牧鶴石棺
301下南部遺跡
31 1長蓮寺窯跡
321上ノ園A遺跡
331上ノ園B遺跡
341能回陳内館跡
3511凍内宮の前遺跡
361能回陳内遺跡
371北古迫遺跡
381八反田居屋敷遺跡
391松の窪遺跡
401乾原遺跡
411迎八反田遺跡
421南原遺跡
431保田窪東一本松遺跡
441三郎家遺跡
451新外A遺跡
461新外B遺跡
471新南部A遺跡
481新南部B遺跡
491新南部C遺跡
501新南部D遺跡
511西谷遺跡
521新南部(上西原) 遺跡
531新南部三ツ石遺跡
臼|飽田口遺跡
551 :長蕪寺機穴群
561 :長蕪寺古墳
571九女グランド遺跡
581宇留毛浦山市営墓地遺跡
591宇留毛浦山第一横穴群
601宇留毛浦山第二横穴群
611立岡山南麓古墳(上)
621立岡山南箆古墳(下)
631宇宙毛神社境内古墳群
641立問山城跡
651つつじケ丘横穴群
661字留毛小碩橋際横穴群
671字留毛A遺跡
681字留毛B遺跡
691カプト山遺跡
701白石古墳
711城床古墳群
721白石{龍回南中腹}遺跡

熊本市飽田町上立回古関山|旧~古 |旧石器. 縄文早前後晩期土器. 弥生中期聾棺. 古境時代住居跡

熊本市飽岡町上立問古関山|縄・古 |縄文土緑. 土師器. 円綾. 箱式石棺

熊本市能関町上立回迫ノ上|綿・古・古代|縄文土縫. 須恵器・土師器. カマド付き住居跡

熊本市飽悶町上立問 |縄 |縄文後娩期土器‘ 石器

熊本市消水町槍木堂ノ前 須恵器黛跡
熊本市消水町檎木堂ノ前 |縄・弥 |縄文早前晩期. 弥生聾棺. 土師器・須恵器

熊本市楠3丁目 | 
熊本市消水町兎谷岩倉山 |弥
熊本市消水町兎谷岩倉山
熊本市清水町兎谷岩倉山
熊本市能田町上立回天拝山 l '日・縄・弥 | 安山岩製尖頭器. 縄文早前後晩期土器・石器. 弥生土器片

熊本市飽田町上立回天拝山
熊本市飽田町上立国緑ケ丘|縄
熊本市飽田町上立回緑ケ丘|縄・古
熊本市飽田町上立回堂前屋敷|古代
熊本市飽田町上立田宮脇 |縄
熊本市梅田町上立回吉ノ平
熊本市飽田町上立国竹ノ後|縄
熊本市飽田町上立悶竹ノ後|弥
熊本市飽悶町上立回芭蕉鶴
熊本市飽田町弓削平ノ下
熊本市飽田町弓由IJ平ノ下
熊本市徳田町弓削片彦瀬 |縄・古 l縄文後晩期・土師器
熊本市上南部町 |縄 |縄文後晩期土器・石斧・土偶・住居跡・埋護

熊本市上南部町王悶 |縄・弥・古 |須恵器・.土師器. 縄文土器・石器. 弥生土器・聾棺

熊本市上南部町平ノ山 | 
熊本市飽田町上立図中牧種|古

熊本市飽田町上立回中牧璽|弥
熊本市飽回町上立回牧鶴 |弥・古
熊本市下南部2丁目 |縄~古
熊本市龍田町陳内長蓮寺
熊本市飽田町陳内上ノ国 |縄・弥
熊本市飽悶町陳内上ノ園 |縄~古
熊本市飽田町陳内上ノ国 |縄・中世
熊本市龍田町陳内東西小路
熊本市飽岡田T隊内戸ノ上 | 旧・綿・古
熊本市御償町北小迫
熊本市長嶺町八反閑居屋敷
熊本市西原3丁目

熊本市八反図2丁目 |縄
熊本市長嶺町迎八反田居屋敷|縄・古

熊本市西原1丁目
熊本市帯山7丁目
熊本市三郎1丁目
熊本市新外2丁目
熊本市月出5丁目
熊本市新南部2丁目
熊本市新南部5丁目
熊本市新南部5丁目
熊本市新南部5丁目
熊本市新南部5丁目
熊本市新南部5丁目
熊本市新南部1丁目
熊本市黒髪7丁目
熊本市黒援7丁目
熊本市黒妥7丁目
熊本市飽田町陳内女瀬平
熊本市黒髪7丁目
熊本市黒重量7丁目
熊本市黒妥7丁目

熊本市黒髪8丁目
熊本市黒援6丁目
熊本市黒援6丁目
熊本市黒援7丁目
熊本市黒髪7丁目
熊本市黒髭7丁目
熊本市黒髪6丁目
熊本市黒聖書6丁目
熊本市黒聖書8丁目
熊本市黒髪8丁目
熊本市黒髪8丁目
熊本市室園町

時 代

古
縦

代

代

代

古

古

弥
古

古

~
~

・
・

~

純
綿
古
綱

弥
古
弥
縄
古

綱・古
古
古

古
古
古
中世
古
古
縄
古
縄
古
古
古

備

弥生愛棺

縄文土器・石棒
縄文早晩期土器・石器. 土師器・須恵器
須恵器黛跡
縄文晩期土器

縄文後期土器 土偶 配石
聾棺基. 現椅. 人骨片

数基の小円境
弥生費措
箱式石棺l基‘ 弥生式土器. 須恵器
縄文後晩期土務. 弥生~古境時代集落跡、 号車棺基
須恵器窯跡
縄文後期土器. 弥生土器. 方形周溝墓
縄文早晩期土縛. 弥生土器、 土師器・須恵器
空姻. 土塁. 掘立柱建物跡. 青磁. 縄文土器
縄文晩期土器. 須恵器・土師器
三稜尖頭器、 縄文早前後晩期土器. 古墳時代住居跡

縄文中後晩期土器・住居跡・埋費
縄文早~晩期土器・石器、 土師器・須恵器、 瓦

古墳
縄文(御領式)土器

縄文土器・石様. 弥生土穏. 土師器・須恵器. 竪穴住居跡. 瓦
縄文土器・石器. 土師器・須恵器. 布目瓦
土師器・須恵器
縄文. 弥生. 須恵器・土師器・石器量
竪穴住居跡‘ 柱穴群. 土師器・須恵器‘ 石器、 鉄製品
察穴住居跡‘ 掴立柱建物跡. 土師器・須恵器. 鉄製品など
弥生住居跡群
縄文土器. 弥生土器. 須恵器・土師器
横穴. 須恵器、 人骨
円墳1基(横穴石室)、 鉄鋼高. 須恵器

縄文、 土師器・須恵器. 石器
横穴. 土師器・須恵器
横穴、 土師器・須恵、器. 金環、 玉類

円墳、 横穴式石室

小型機穴式石室、 鉄線、 須恵緑片
円横2�事
立回伊賀守重雄. 小太郎重治居城という
土師器・須恵様、金属製品.鉄棒、玉類、貝、貝輪、炭化材.石製品.人骨.献骨
横穴、 鉄器. 金環. 玉類. 土師器‘ 須恵器、 人骨、 猷骨
石器片
土師器
縄文早前後期土器
須恵器. 鉄器

土師器・須恵器
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第2節 遺跡の概要と環境

所 在 地

第 3 表 庵 ノ 前遺跡周辺遺跡一覧 表 ( 2 )

考番号 遺 跡 名

731新南部酉原遺跡
741小関小松山遺跡
751小関原遺跡
761北久根山遺跡
771辻遺跡
781帯山遺跡
791保悶寝遺跡
801 i有平上遺跡
811大江新町遺跡
821熊高敷地遺跡
831大江東原遺跡
841大江遺跡
851大江青葉遺跡
861渡鹿北原遺跡
871渡鹿民塚
881大江白川遺跡
891新屋敷遺跡
901子飼遺跡
911桜山中学校校庭遺跡
921小峰遺跡
931黒髭町(済済餐敷地)遺跡
941九州女学院遺跡
951舟場遺跡
961舟場山古境
971打越貝塚
981打越費棺遺跡
991打越城跡

1001室園遺跡
101 1白川学園石棺遺跡
1021稲荷山古墳
1031永浦城跡
1041山伏塚遺跡
1051名義尾塚古墳(高平箱式石棺)
1061松崎八幡箱式石棺遺跡
107 1松崎聾檎遺跡
1081万石塚坊主古墳
1091立岡山山頂遺跡
1101万石茶山古墳群
llll立岡山束中腹遺跡
1121株野遺跡
1131万石茶山遺跡
1141万石乗越遺跡
1151 '谷口遺跡
1161古関前遺跡
1171万石昭和団地前遺跡
1181亀井遺跡
1191徳玉遺跡
1201八景水谷遺跡
1211八景水谷聾楠�草
1221山室遺跡
123 1飛回葉山塚古墳
1241飛田塔の木遺跡
1251辻横穴群
1261四方寄御馬下遺跡
1271 ;成ケ辻城跡
1281梶尾横穴群
1291梶尾遺跡
1301梶尾古関原遺跡
1311梶尾立野遺跡
1321竹の下横穴群
1331鶴羽田かぶと塚古墳
1341鶴羽田遺跡
1351山際畑遺跡
1361羽田遺跡
137 1妙泉寺跡
1381宿の山(須屋) 遺跡
1391梨の木遺跡
1401向島遺跡
1411須屋城跡

熊本市保田窪木町・新南部町|縄・弥・古代|縄文早期土器、 道路、 溝、 土師器・須恵器、 瓦など
熊本市渡鹿6丁目 |弥 |弥生饗棺
熊本市波鹿7丁目 |縄~古 |縄文早前晩土器、 弥生裂棺、 土師器・須恵器、 瓦
熊本市波鹿7丁目 |旧~古代 |縄文後期土器、 住居祉、 竪穴住居、 土壊、 土師器・須恵器、 鉄斧など
熊本市渡鹿7丁目 |古代 |竪穴住居、 掘立柱建物、 土師器・須恵器、 瓦、 鉄銭、 へラ描・墨書
熊本市帯山1丁目 |縄・古代 |縄文土器・石器、 土師器・須恵器、 瓦
熊本市帯山1丁目 |古代 |須恵器・土師様、 布目瓦少量出土
熊本市新大江3丁目 |古代 |火葬墓、 土師器・須恵語、 瓦、 骨臓器、 鉄製品
熊本市新大江3丁目 |古代 |土師器・須恵線、 瓦
熊本市新大江1丁目 |縄・古代 |竪穴住居、 土師器・須恵器、 瓦. 鉄製品、 陶硯、 縄文土器少量
熊本市大江6丁目 |古代 |濠・溝、掘立柱建物、竪穴住居、土師器・須恵器、瓦、鉄製品、瓦質土器、陶硯
熊本市大江3丁目 |縄・古代 |土偶、 土師器・須恵罪、 瓦など
熊本市大江2丁目 |古代 |竪穴住居、溝、道路、揃立柱建物、井戸、近世土壌墓、土師器・須恵器、瓦
熊本市波鹿6丁目 |弥~古代 |弥生聾棺、 須恵罷
熊本市波鹿5丁目 |縄文・古代 |縄文中後晩期土器住居祉.屋外炉、竪穴住居、土師器・須恵器、鉄製品、紡錘車
熊本市大江1丁目 |縄・弥 |縄文早前期土器・弥生裂棺片一括
熊本市新屋敷2丁目 |弥・古 |竪穴住居、 環濠. 溝、 道路、 水田、 潜状遺構、 土師器・須恵器、 陶磁器
熊本市子飼本町 |縄 |縄文後期土穏
熊本市黒妥5丁目 須恵器包含
熊本市黒髭4丁目 |縄・古代 |土師器、 須恵器、 瓦
熊本市黒髪2丁目 |弥・古代~中世|墾棺‘竪穴住居.土師器・須恵器、黒色土器、瓦、石鍋、瓦器、瓦質土器など
熊本市黒髪3丁目 |縄~古代 |弥生土器、寝棺基、古代住居社、縄文土器、 須恵器・土師器、瓦質土器、右鍋
熊本市津浦町
熊本市棒浦町
熊本市打越町
熊本市打越町
熊本市打越町
熊本市室岡町
熊本市打越町永浦
熊本市打越町永浦
熊本市打越町永浦
熊本市高平2丁目
熊本市高平2丁目
熊本市清水本町
熊本市消水木町
熊本市消水万石4丁目
熊本市室岡町
熊本市室園町
熊本市黒髪B丁目
熊本市飽田町陳内稼野 | 縄・古
熊本市飽田町隊内
熊本市乗越ヶ丘
熊本市清水万石4丁目 | 旧・縄・古代 | 三稜尖頭器. 縄文後晩期土器、 カマド付き住居跡
熊本市消水本町
熊本市清水町兎谷岩倉
熊本市消水亀井町
熊本市徳王町
熊本市八銑水谷1丁目
熊本市八景:水谷1丁目
熊本市消水l町山富
熊本市飛岡町
熊本市飛田町塔の木
熊本市四方寄l吋辻
熊本市四方守町
熊本市四方寄町城ケ辻
熊本市梶尾町宮の本
熊本市梶尾町中尾原
熊本市梶尾町古関原
熊本市梶尾町
熊本市鶴羽田町竹の下 |古
熊本市鶴羽田町兜塚 |古
熊本市鶴羽田町 |縄・古
熊本市鶴羽田町山際畑
熊本市鶴羽田町
菊池郡西合志町須屋
菊池郡西合志町須屋宿の山 | 弥・古
菊池郡西合志町須屋梨の木
菊池郡西合志町須屋向島
菊池郡西合志町須昼下屋敷|中世

時 代

古
綱

中世

古
中世
弥・古
古
古
弥
古
古
古

|日?

縄・古代
弥・古代
綱~古
弥
古
弥・古
綱・古
古
縄
中世
古
弥

古代

備

石棺、 円墳
縄文土器、 磨製石斧
蜜棺墓

箱式石棺
円墳1基(横穴式石室)、 鏡、 玉類、 武具、 馬具、 土師器・須恵器. 人骨
代官職永浦氏の本拠、 建長5年以降不詳
弥生土様、 土師器・ 須恵器
円境、 箱式石棺、『名薙王塚Jの碑立つ
人骨・鉄剣、 華山天神内
裂棺墓、 捜棺
円墳、 2i!lk内1基消滅
土師器、 須恵器
横穴式石室

縄文土器・石器、 土師器・須恵器
夜白、 弥生

縄文、 土師器、 瓦器など
縄文土器、 弥生土器、 機. 道路、 土師器、 須恵器、 鏡
縄文前後晩期土器、 弥生土器、 土師器
裂檎盤、 現棺、 人骨
土師器、 石斧
円墳、方形周溝慈、箱式石棺、弥生土器、土師器・須恵器、鉄器、磁器、瓦質土器
縄文晩期、 石斧、 土肺機出土

住居雄、 土{肉、 紡錘形土製品、 石斧、 後晩期土器
問螺の貝塚が検出されている.
風化、 防空壕利用、 数原型不祥
弥生後期、 台付高杯・杯

円墳
縄文後晩期、 須恵器・土師犠

土師器

弥生合口饗棺・土師器片一括

聾棺
天正年問、 菊池氏一族・須屋市蔵の居館
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第 I 章 序 説

(2) 縄文時代

白川両 岸の 河岸段 丘を 中 心 に遺跡が点 在し て い る 。 一般に は 丘陵地で傾斜の あ る 地形が多い北 岸よ り 、 平

坦な南 岸の方に大 規模な遺跡が立地 してお り 、 縄 文早~晩期 に わ た る 多 量の土器が 採集 さ れた 新南部遺跡 群、

縄 文後期 の土器 や土 偶が多数出土 した上南部遺跡、 鐘崎式土器な ど が 出土 し た 渡鹿 貝塚、 後期 中葉の北 久根

山 式土器を 出土 し 、 そ の 標識遺跡 と な っ た北 久根山遺跡な ど が 代表的な遺跡 と し て あ げら れ る 。

一方、 北 岸で は 、 縄 文早~晩期 にわた る 各種の土器を 出 土 し た カブ ト 山 遺跡 や、 縄 文前期 の 曽畑式土器が

多数出土 し た 龍田陳内遺跡、 縄 文晩期 の土器、 土 偶、 配石遺 構等が 確認 さ れた 竹ノ 後遺跡が著 名で あ る 。

(3) 弥生時代

弥生 時代の遺跡は、 立田山 周辺 を 中 心 に多数分 布 し て い る 。 特に費棺遺跡は黒髪式土器の 標識と な っ た 黒

髪町遺跡 を は じ め、 八景水 谷遺跡 や、 竹ノ 後遺跡、 中 牧鶴遺跡な ど 、 熊本市 内 で も 有数の分 布 を示 し て い る 。

ま た 、 庵 ノ 前遺跡の周 辺で も 、 人骨の残 る 須玖式の合 口費棺が 出土 し た 迫ノ 上遺跡 や、 機木遺跡が あ り 、 岩

倉山 で も 、 住宅団地 造成 の 際 に 多 く の費棺が 出土 し て い る 。

住居跡 を伴 う 遺跡 で は 、 白川南 岸の西 谷遺跡で、 中 ・後期の 住居跡 や磨製石 鎖、 鉄器な ど 、 下南部遺跡で

後期 の 住居跡 や磨製石 嫉、 石 包丁な ど がそれ ぞれ出土 し て い る 。 ま た 、 県運動公園建設の際に調査が行われ

た石 原亀の 甲 遺跡か ら は後期 を 中 心と す る 集落の跡が 確認 さ れ、 銅鏡や土器、 石器な ど 多 く の遺 物が 出 土 し

て い る 。

(4) 古墳時代

古墳時代に な る と 、 立 田山 一帯で も 、 万石 茶山 古墳や立 岡山 南 麓古墳な ど の 古墳が築かれて い る が 、 そ の

一方で、 膨大な数の横 穴群が立 岡山 麓か ら 白)11 北 岸にかけて築かれて い る 。 こ れは、 比較的加工 し やすい 凝

灰岩の 崖面が立 田山 周 辺 に 多 く 存 在す る た めで、 宇留毛小 碩橋際横 穴群や宇留毛浦山 横 穴群な ど 、 一大横 穴

群地帯を形成 し て い る 。 特につつ じ ヶ 丘横 穴群は 墓前 祭組の 様子がわか る 好資料 と し て 注目さ れ、 県指定 文

化財 にな っ て い る 。

ま た 、 集 落関係で は 下 南部遺跡 や龍田陳内遺跡、 平成 6 年度に調査 さ れた 迫ノ 上遺跡な ど で か ま ど の付い

た 住居跡が 確認 さ れて い る 。

(5) 歴史時代

奈良 ・平安 時代に な る と 、 律令体 制の 導入に伴い、 肥後 において も 行 政 組織の整 備、 条皇制の 施行が 進め

られ、 そ の 影響が周 囲に 及ん で く る 。 現在の熊本市北部は、 白川を 境に北は 飽田郡、 南は 託麻郡に属 し 、 飽

田郡家は 京町付近、 詰麻群家は 渡鹿付近に あ っ た と さ れ る 。 ま た 、 坪井 川両 岸の水 田地帯では、 条里制が 実

施さ れた。 ま た 、 立田山 西 麓を 官道 (西 海道) が 通り 、 現在の子飼に 蚕養駅が 設置さ れた と 推定 さ れて い る 。

立 岡山 の 東部で は 、 須恵器の生 産が行われる よ う に な り 、 窯が作 られた。 当時の生 産遺跡 と し て長 蓮寺窯

跡や堂の前 屋敷窯跡など が あ る 。

ま た 、 白川南 岸の大 江一帯の調査では、 須恵器、 土 師器を伴 う 住居跡が 多 く 確認 さ れ、 西 谷遺跡か ら は平

安期 の 住居跡 が 出 土 し て い る 。

中 世、 立岡山 周 辺 で は 、 南 麓の 宇留毛に城が築かれた が、 生 活の 中 心は主 に白)11と 坪井 川の 沿岸の低地 に

あ り 、 台地上は未開発で あ っ た。

近世になると、 肥後藩によって、 台地上の開拓が行われるようになった。 現在の清水町、 竜田町一帯は五

- 9 -



第2宣ri 遺跡、の概要と環境

町手永に属 し 、 細川忠利は麻生田 、 檎木 、 r兎谷な ど に地筒をおい て 、 開拓 と 防御の任に あ た ら せて い る 。

現在の遺跡周辺は、 熊本市域の拡大に伴 う 農地 の宅地化が進み、 ま た、 造成 に よ っ て旧地 形 が削 ら れ る な

ど 、 急速に昔の面影 を失いつつあ る 。 ま た 、 交通混雑の緩和な ど、 市街地化に伴 う 道路 、 施設な ど の環境整

備 が 、 早急な課題 と な っ て い る 。

庵ノ前遺跡の層序は、 熊本平野に基本的に見 ら れ る も の で 、 阿蘇山 の火

山灰堆積土層 で あ る 。

I 層は、 耕作土層 で あ る 。

E層は、 黒色 土層 で 、 開田 に よ りほ と ん ど削平 さ れ、 部分的に し か残存

し て い な い。

E層は、 し ま り の な い 、 サラサラ し た褐色土層 で 、 色調はアカホヤ を 含

む た め か、 やや明 る い。

W層は、 暗褐色土層 で あ る 。 状態はE層 と ほ と ん ど変わ ら ず 、 明確な線

引 き はで き な い が 、 色調はかなり暗 く な る 。

V 層は 、 ニカマシロ と 通称 さ れ る 黒色 土層 で 、 層全体が塊状に硬化 し て い

る 。 中 には長石 、 石英、 火 山ガラス な ど を 多量に含んでい る 。

VI 層 は 、 明褐色ローム質土層 で 、 い わゆ る 「ハードローム」 と 称 さ れ る 第 4 図 基本土層図

4. 遺跡の基本層位(第4図)

I 層

も のに類似 し 、 かなり硬 く し ま っ て い る 。 あ ず き 粒大 の軽石 を少量含む。 VJI層 はVI 層 と 同じ 明褐色ローム質

土層 で あ る が 、 粒子がやや粗 く 、 色調 がやや淡 く な る 。

な お 、 ローム層 の 下 には磯層 が あり、 更に凝灰岩層 が続 く も の と 思われ る 。

以前の調査 よ り 、 E層 が 弥生時代 、 困層 上面が縄文前期・晩期 、 E層 下面�JV層上面が縄文早期 に そ れぞ

れ対応す る も の と 考え ら れ る が 、 今回の調査にお い て も 、 出 土状況は概ね同様 で あ っ た 。

nu
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第 E 章 平成4 (1992)年度調査

第E章 平成4 (1992)年度調査

第1節 調査の概要

平成 4 年度調査 区は、 遺跡の 範囲の一 番北 側にあた り 、 台地 上の平坦部 よ り 崖面 に向か っ て 一段下が っ た

部分で、 南 側の平成 7 年度調査 区よ り 2 mほど低 く な っ て い る 。

調査は、 平成 4 年 7 月1日 よ り 開 始した。 まず、 重機によ る 表土剥 ぎを行 っ た が 、 竹林で あ っ た た め 、 竹

根 によ っ て作 業が 難航し た。 こ の た め 、 表土剥 ぎを 途中 で やめ て 、 手作 業によ る 掘 り 下 げに切 り 替 え た 。 竹

根 によ る 撹乱が 激し く 、 包含層の残 り は 良 く なかっ た が 、 あ る 程度掘 り すす め て 撹乱が少 な く な っ た段階で、

10 m四方の グ リ ッドを 設定 し 、 土層観察用 の ブ リ ッジ ( 畔) を残 し て掘 り 下 げる こ と にし た。 グ リ ッドの 軸

は道 路予定地の セ ン ター 杭を基 準にして 設定 し 、 道 路中 心線に沿う 軸を アルファベッ ト 、 直交す る 側を 数 字

で表 し た (第 5 図) 。

包含層か ら は、 縄 文早期 、 前期 、 晩期 の遺 物、 古墳時代の 土 師器な ど が 出 土 し た 。 ま た 、 地表か ら 約1m

掘 り 下 げた位 置で、 溝状遺 構が 確認 さ れた。 こ の 溝の 埋土か ら は土 師器が 出 土 し た が 、 埋土の状 況な ど か ら

見て 比較的 新し い 時代の も ので あ る と 思われ る 。

包含層の調査が 終了す る と 同 時に土層の 実 測と 全体 写真の 撮影を行っ て 、 7 月31 日 にすべて の調査 を 終了

し た。

第2節 調査の成果

1. 土器 (第 6 図)

平成 4 年度調査 区か ら は、 約250点の土器が 出土 した。 縄 文早、 前、 晩期 の 土器 及び古 墳時代の 土 師器がそ

の ほと ん ど を 占め る 。 そ の 中 か ら 、 口縁部 を 中 心に器形の推定が 可能な も の を 8 点掲載 し た 。 いずれ も c-

2 区か ら の 出土で あ る 。 以下、 こ れ ら の土器 について、 個別に見て い き た い 。

縄文土器 ( 1 "-'6)

1 は 、 縄 文早期 の 押型 文土器の 口縁部で、 現存高8 . 4 cm、 最大器 厚1. 3 cmで、あ る 。 やや外傾す る 直口口縁 を

も ち 、 外面 には 山 形 押型 文が 施文さ れて い る 。 色調は明 褐色で、 胎土は砂粒と 長石 を 含む。 焼成は 良 好で あ

る 。 2は、 縄 文早期 の 条痕土器の 口縁部で、 現存高3 . 3 cm、 最大器 厚1 . 0 cmで あ る 。 1 と 同 じ く や や外傾す る

直口口縁を も ち 、 外面 には条痕調整が行われて い る 。 にぶい 褐色を 呈し、 胎土 には砂粒、 長石、 石 英、 雲母

を 含む。 焼成は 良 好で あ る 。 3と 4は 、 同一 個体で あ る と 思われる が 、 接合す る こ と は で き な か っ た。 3は

口縁部で、 現存高5 . 3 cm、 最大器 厚0 . 6 cm、 4は胴部で、 最大器 厚は0 . 9 cmで あ る 。 胴部で 屈 曲 し 、 内 事事し な が

ら 外反す る 口縁 を も っ器形 にな る と 推定 さ れ る 。 外面 には 絡条体 によ る 回転 施文が行われ、 口縁部 と 胴 部に

め ぐら さ れた突帯 には 同 じ 絡条体 原体 によ る 刻目が あ る 。 色調 は にぶい 黄櫨色で、 内 面 には ス ス が付着 して

い る 。 胎土 には砂粒、 長石、 石 英を 含み、 焼成は やや不良 で、あ る 。 器形の特徴な ど か ら 、 縄 文早期 の 手向山

式 に類す る 土器 と 考 え ら れ る 。 5は、 縄 文前期 の 轟式土器の 口縁部で、 現存 高は3 . 4 cm、 最大器 厚は0 . 8 cmで

あ る 。 直口口縁で、 内 外面 と も 貝殻によ る 条痕調整が行わて お り 、 口唇部 に刻み 目、 口縁下 に3 条の小突帯

が あ る 。 胎土 には砂粒、 長石、 石 英を 含み、 焼成は やや不良 で あ る 。 色調 は にぶい 檀色で、 内 面 に薄く ス ス

が付着 し て い る 。 6は、 縄 文晩期 の 深鉢の口縁部で あ る 。 強く 外反する 口縁 を も ち 、 口唇部は 丸く な っ て い

る 。 推定 口径は13 . 8 cm、 現存高5 . 7 cm、 最大器 厚は0 . 7 cmで あ る 。 内 面 は 摩耗 し て 判別し にく い が 、 内 外面 と
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第 5 図 平成 4 年度調査区遺構分布図
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第日章 平成4 (1992)年度調査

も 丁寧な ナデ調整が行われて いる 。 に ぶい黄樫色を呈し 、 胎土に は砂粒、 長石、 石 英、 角 閃石 を含む。 焼成

は良 好で、 内 外面 と も に ス ス が付着 し て いる 。

土師器 ( 7、 8)

7は、 土 師器の 碗の 口縁部 で あ る 。 現存高5.3 cm、 最 大器厚0 .7 cmで 、 口縁部 はほぼ 直立し て いる が 、 口唇

が少 し 外反 気味に な っ て いる 。 内 外面 と も ナデ調 整が行われて いる 。 色調 は撞色で、 焼成 は良 好、 胎土 に は

数 個の小石 と 、 砂粒、 長石、 石 英、 角 閃石 を含む。 8も 土 師器の 碗の 口縁部で あ る 。 推定 口径 は17 .0 cm、 現

存 高5.3 cm、 最 大器 厚は0.7 cmで 、 直口口縁で あ る 。 内外面 と も ナデ調整で あ る 。 色調 は樫色で、 焼成 は良 好、

胎土 は長石 と 角 閃石 を含む。

2 . 石器 (第7図)

平成 4 年度調査 区か ら 出土 し た 明 ら かに加工の痕の 見受け ら れ る 石器 は、 全部で 4 点で 、 内訳 は石 鍛2 点、

石錐 l点、 磨製石 蟻1点で あ る 。 こ こ で は、 こ れ ら の石 器に 、 特徴の あ る 剥片 5 点を加 え た 計9点を掲載 し

た。 いずれ も C-2 区か ら の 出土で あ る 。 以下、 こ れ ら につ いて 、 器 種別に 見て いき た い。

石鯨 ( 1 、 2)

1は、 安 山 岩製の石 嫉で あ る 。 長さ 1 .7 cm、 幅1 .5 cm、 厚さ 0.3 cm、 重さ 0 .4 gを計る 。 平基で 二等辺 三角 形

の形状 をし て いる 。 2も 安 山岩製の石 織で あ る 。 長さ 1 .9 cm、 Ipfjïl.5 cm、 厚さ 0.4 cm、 重さ 1 .0 gを計る 。 左基

部 を欠損 し て いる 。 凹基で二 等辺 三角形の形状 をして いる 。

石錐 ( 3)

3は、 黒曜石製の石錐 で あ る 。 長さ 3.7 cm、 幅1 . lcm、 厚さ 0 .7 cm、 重さ 2 .2 gを計る 。
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第 2 節 調査 の成果

磨製石鯨 ( 4)

4は、 頁岩製の磨製石 嫉で あ る 。 先端部 と 基部を欠損 して い る 。 残存部分 の長 さ 2 . 0 cm、 幅1 . 7 cm、 厚さ 0 . 2 cm、

重さ 1 . 0 gを計 る 。

使用車の あ る 剥 片 ( 5---8) 

5---8は、 いずれ も 黒曜石の縦長剥片で、 側縁の一部に使用痕が あ る 。 形態の特徴か ら 細石刃 の 可能性 も

あ る 。

5は長 さ 1 . 2 cm、 幅1 . 0 cm 、 厚さ 0 . 2 cm、 重さ 0 . 2 gを 計る 。 6は長 さ 0 . 9 cm 、 幅0 . 9 cm、 厚さ 0 . 3 cm 、 重さ 0 . 3

gを計 る 。 7は長 さ 2 . 4 cm、 幅0 . 9 cm、 厚さ 0 . 3 cm 、 重さ 0 . 8 gを 計る 。 8は長 さ 1 . 4 cm 、 幅0 . 6 cm、 厚さ 0 . 2 cm、

重さ 0 . 2 gを計 る 。 9は長 さ 1 . 8 cm 、 幅0 . 9 cm 、 厚さ 0 . 2 cm 、 重さ 0 . 4 gを計 る 。
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第皿 章 平成5 (1993)年度第I調査区

第E章 平成5 (1993)年度 第I調査区

第1節 調査の概要

第 I調査 区 (I区と 略す) は 、 熊本北高 校の北方の 畑の 中 に あ り 、 北ノ〈イパス の本道部分の の 建設予定地

に あ た る 。 台地上の平 坦部の 中 で 、 最高所に あ た る 部分で、 庵ノ 前遺跡の 中 心部 に あ た る と 考 え ら れ る 。

南東側の 谷部につい ては、 平 成3 年度に行われた 確認調 査に お い て 、 遺 構、 遺 物等が検出 さ れな か っ た た

め 、 遺跡は広が っ て い な い と 判断 し 、 調査対象か ら 外した。

平成 5 年、 本調査に 先立つ熊本工 事事務所と の 協議の 中 で 、 調査 区東側の水 回と 西側の 農道 と の連 絡が 遮

断 さ れて 農耕に 支障を き たすた め 、 農耕車両用 の 通路を 確保 し て 欲し い と の 要望が 出 さ れた。 こ の た め 、 調

査 区の一部 を 通路に あ て、 調査対象か ら 外す こ と に した。 ま た 、 調査 区の 中 を 濯概用の水道 管が 通っ てい る

た め 、 表土剥 ぎは 慎重に 行う こ と と し た。

本調 査は、 平 成5 年 5 月10 日か ら 開 始した。 最 初に重機で表土 ( I層) を剥い だあ と 、 調査 区全体 を 、 磁

北 を 基 準と し て、 10 m四方 の グ リ ッドに分 割し た。 グ リ ッドの 名称に 関し て は、 南北 軸を アルファベッ ト で、

東西 軸を アラ ビア数 字でそれ ぞれ表す こ と に した (第 8 図) 。 グ リ ッド設置後 、 調査 区全体の平面図 を平板 測

量で作成 した。

表土剥 ぎ後、 調査 区の北西部 D 'E 'F-1・2 区で、 昭和57年度の調査 区と 重複し て い る 部分 が あ り 、

こ の部分 も 調査対象か ら 外す こ と に し た。

掘 り 下 げは、 グ リ ッドごと に土層観察の た め の ブ リ ッジを 適宜残 し な が ら 行 っ た。 出 土 し た 遺 物は、 平面

図 に 出 土位 置を 記し 、 同 時に 絶対高 を 記入 し て取り 上 げた。 こ の調査 区は、 以前の ゴボウ栽培に伴 っ て で、 き

た 、 V層に ま で、達す る 溝状の 撹乱が 全体 を縦横に 走っ てお り 、 ま た 、 開 田に よ る 削平で、 包含層が 失われて

い る 部分 も あ っ て 、 遺 物の 出土層位 を明 確にする こ と はで き な か っ た が 、 旧石器を は じ め、 縄 文早期 ・前期

・後期 ・晩期 、 弥生 中 期 の遺 物が多数出土 した。

ま た 、 包含層の掘 り 下 げご と に遺 構の 確認をお こ ない、 確認 さ れた遺 構は掘 り 下 げた後、 平面 や断面の 実

測及び写真撮影を 行っ た。 主な遺 構と し て は、 V層上面 を 確認面 と し て 、 弥生 中 期 の 住居跡 1基、 聾棺 墓12

基、 土 壌墓9基が 確認 さ れた。 特に 寵棺 墓は、 5 基か ら人骨が 確認 さ れ、 う ち 3 基は保存状態が 良 好で あ っ

た。 こ のた め 、 土 井ヶ 浜遺跡人類学 ミ ュー ジアム 館長松下 孝幸氏に人骨の 取り 上 げ及び関連調査 を 依頼し 、

9月28 日 か ら30 日 ま で、 3 日 間に わ た っ て取り 上 げ作業を行っ た。

平 成6 年 1 月28 日に 包含層調査、 遺 構実測、 写真撮影等の作 業をすべて 終了し 、 H区に 移動し た。
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第2節 旧石器時代の遺物

第皿章 平成5 (1993)年度第I調査区

I区か ら 出 土 し た 旧石器 時代の遺 物は、 三稜 尖頭器 1点のみで あ る 。

三稜尖頭器 (第 9 図)

K-6 区か ら の出 土で あ る 。 後 世の遺 物と 混在し てお り 、 一 括取り 上 げの 資料の た め本 来包含さ れて い た

層位は不明 で あ る 。 完形品 で 、 長 さ 5 .3 c m、 幅1 .6 c m、 厚さ 1 .1 c m、 重さ 8 .9 gを 計 る 。

石材は縄文 時代以 降の石器に は用 い られていない、 風化が 激し く 、 光沢を 失っ たチ ャ ー ト で あ る 。 ま た 、

素材 と な る 剥片は横長剥片を使用 し て い る 。 背面 側は両 側縁か ら 急角 度の調整が 施さ れ、 断面は三角形、 平

面は 紡錘形の形状に成形 さ れて い る 。 しか し、 そ の調整は 背面 中 央 ま で、至っ てお ら ず、 先端か ら 基部 に か け

て 1枚の 素材面が残存 し て い る 。 稜上か ら の調整は認め られない。 更に 腹面 側は 先端部、 基部 と も に わずか

に平坦剥離が 施さ れ、 尖鋭な 先端部 と 基部を形成 し て い る 。

旧石器 時代の遺 物と し て は 1点のみの出土で あ る が 、 本遺跡 に お い て 確実 に 旧石器 時代に も 人 々 が生 活し

て い た と い う 確かな 証拠と な る も の で あ る 。

第I章第 2 節で も 触れた と お り 、 近接す る 谷口遺跡か ら も 同 様の出 土状況で安 山岩製の ナイフ形石器が 1

点 出土 し て お り (第 3 図) 、 天拝山 A遺跡 から は安山岩製の 尖頭器が 1点表面 採集 さ れて い る 。 ま た 、 龍田陳

内遺跡か ら は安 山岩製 の 三稜 尖頭器が 1点、 弥生 時代の 包含層よ り 出土 し て い る 。 いずれ も 立田山 山 麓一帯

での 旧石器 時代人の 狩猟生 活が 想定で き る 資料で あ る 。

c

ム

も

。 5 cm 

第 9 図 I区 出 土旧石器
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第 3 節 縄文時代の遺物

第3節 縄文時代の遺物

1. 土器 (第 10'" 19図)

I区か ら 出土 し た 縄 文土器は、 採集遺 物や細片 を 含め る と し000点 を越え る 。 時期 は、 早、 前、 後 、 晩期 に

わた る が、 特に 早期 の 押型 文土器は全体の 5 割以上 を 占め て い る 。 こ の う ち 、 口縁部 と 底部 を 中 心 に器形の

推定が 可能 な も の を239点掲載 し た 。 以下、 こ れ ら の土器について 時期 別に 見て い き たい。

な お 、 個別の土器の計 測値お よ び観察結果について は r 1区出土縄 文土器観察表 J (第 4 "' 7 表) に ま と め

て い る 。

(1) 縄文早期 土器

押型 文土器、 撚糸文土器、 条痕土器、 無文土器、 塞ノ 神式土器な ど が 出土 し た 。

押型文土器 (第 10図 1 '"第 15図1 1 9、 第85図 8)

I区か ら 出土 し た 押型 文土器は、 格子 目文 ( 1 "'1 3) 、 楕円 文 (1 4"'59) 、 山形 文(60'"1 1 9) の 3 種類で あ る 。

口縁部周辺 の 施文の特徴か ら 、 外面のみに 押型 文を 施文した も の ( I類) 、 外面は 押型 文、 内面は 原体条痕

が 施文さ れた も の は類) 、 内 外面 と も 押型 文が 施文さ れた も の ( ill類) 、 外面は 押型 文、 内 面 に 原体条痕 と

押型 文が 施文さ れた も の (I V類) の 4 つ に 分 け る こ と がで き る 。

ま た 、 口縁部の器形か ら は、 口縁部が 直口する も の ( A類) と 、 口縁部が 外反す る も の ( B類) に分 け る

こ と が で き る 。

こ れ ら を 組み合わせた形で、 出土 し た 押型 文土器をI A、 1 B 、 IIB、 illA、 illB、 I VBの 6 類に分類 し

た。

I A類 ( 格子 1 "'1 1 、 楕円1 4"'21 、 山 形60"'91 ) 

直口口縁で、 外面 に 押形 文を 施文し て い る も の で あ る 。 内面は主に ナデ調整であ る 。 1類以 外に 直口口縁

の も の は出土 し な か っ た。 施文は横位 施文が多 く を 占め る が 、 縦位 施文の も の ( 2"' 4、 7) も あ る 。 90、

91 は 口唇部に も 施文が行われて い る 。 ま た 、 60は焼成後に 穿孔が行われて い る 。

1 B類 ( 格子12 、 1 3 、 楕円22"'31 、 山 形92"'96)

外反す る 口縁で、 外面 に 押形 文を 施文し て い る も ので あ る 。 内面は主に ナデ調整で あ る 。 横位 施文が多 く

を 占め る が 、 縦位 施文の も の (26 、 27 、 30) や、 縦横 複合の も の (1 2) も あ る 。 31 は 口唇に 刻目が あ る 。

IIB類 ( 楕円32 、 33)

外反 口縁で、 内面 口縁部に 原体条痕、 外面に 押形 文を 施文して い る も の で あ る 。 2 点 と も 横位 施文で あ る 。

illA類 ( 山 形第85図 8)

直口口縁で、 内面 口縁部 と 外面 に 押形 文を 施文し て い る も ので あ る 。

illB類 ( 楕円34"'36、 山 形97"'1 00)

外反口縁で、 内面口縁部と外面に押形文を施文しているものである。 内外面とも横位施文のもの(34、 36)

と 、 外面縦位 施文、 内面横位 施文の も の (35、 97"' 100) が あ る 。 ま た 、 98"'100は 口唇部に も 施文が行われ

て い る 。

IVB類 ( 楕円37"'50、 山 形1 01 "'1 05) 

外反 口縁で、 内面 目縁部に 原体条痕 と 押形 文、 外面 に 押形 文を 施文し て い る も の で あ る 。 内 外面 と も 横位

施文の も の が 多 く を 占め る が 、 外面縦位 施文、 内面横位 施文の も の (45) も あ る 。

41 、 48、 1 01 、 1 04は 波状 口縁で、 48は 口唇に も 原体条療が あ る 。 なお 、 37"'40の残存部の 外面 は ナデ調整
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第四章 平成5 (1993)年度第I調査区

のみで あ る が、 他の例か ら 見て 、 下部に 押形 文が 施文さ れて い る 可能性が強し、た め lVB類に 含め た 。

底部 ( 楕円5 1�59、 山形1 06 �119)

出土 し た 押形 文土器の底部は、 平底 に な る も のが 多 く を 占め る が 、 丸底の も の も 2 点 (5 1、 52) あ る 。 平

底の も の は底部 と 胴部が 直線的 に つ な が る も の (54 �59、 106、 109 �119) と 、 外反 気味に 開 い て つ な が る も

の (53、 107 、 108) に分 け ら れ る 。

ま た 、 108、 110、 1 1 5 、 1 1 6は底面に 組織痕 を も っ。

撚糸文土器 (第15図 120 �129)

撚糸 文土器に つ い て も 、 形態的に 押型 文土器 と 同 様の分類が 可能 で あ る 。

口縁部 (1 20 �126)

I A類 ( 120 �122、 12 4) 、 1 B類 ( 123、 125) 、 IIIB類 ( 126) に 分 け ら れ る 。 施文方 向は1 20 �122が斜位

施文、 1 23 �125が横位 施文で、 126は内 外面 と も 斜位 施文で あ る 。 124は 絡条体 を 施文原体 と し て い る 。 125は

焼成前に 穿孔が行われてい る 。

胴部 (1 27 、 128)

127 、 128は撚糸 文土器の胴部破片であ る 。 127は 外面斜位 施文で、 途中 ま で 穿孔が行われて い る 。 128は底

部近 く の破片で、 外面斜位 施文で あ る 。

底部 ( 129)

129は丸底 に近い平底 で 、 胴部は横位 施文が行われて い る 。

条痕土器 (第15図 130 �第 17図1 60)

ロ縁部周辺の器形か ら 、 口縁部が 直口する も の ( A類) と 、 口縁部が 外反 す る も の ( B類) に 分 け る こ と

が で き る 。 条痕は1 50以 外は 外面のみに残 っ てお り 、 内 面 は ナデ調整で あ る 。

A類 ( 130 �1 51 )

条痕が横方 向のみの も の ( 13 1�136、 139、 14 1、 142 、 146 �149) 、 縦方向のみの も の ( 130、 143) 、 縦横併

用 の も の ( 137 、 1 38 、 1 44、 15 1) 斜め方 向の も の ( 140、 145 、 150) に分 け ら れ る 。

146 に は 途中 ま で 穿孔が行われて い る 。 1 50は 内 外面 と も 斜位の条痕で、 さ ら に 、 細 く 鋭い 施文 具に よ る沈

線が入 っ て い る 。 ま た 、 口唇部に は同 じ 施文 具に よ る と 思われ る 刻み目が あ る 。

B類 ( 152 �155)

152は斜横併用 の条痕、 153は斜位のみ、 154は斜縦併用 、 155は横位条痕 で あ る 。

胴部 ( 156)

156は底部近 く の破片で、 縦横併用 の条痕が 施さ れてい る 。

底部 ( 157、 158)

157は横位、 1 58は斜位条痕 で あ る 。 2 点 と も 平底で、 底部 と 胴部が 直線的 に つ な が っ た形態で あ る 。

無文土器 (第 17図1 59 、 160)

条痕土器 と ほぼ同 じ 形態 で あ る が、 内 外面 と も ナデ、調整で 文様が残 っ て い な い も の で あ る 。 2 点 と も 口縁

部の破片で、 直口口縁で あ る 。

塞ノ神式土器 (第 17図 16 1、 162 、 165、 166)

16 1は 口縁か ら胴部上半に か け て の破片で あ る 。 やや外側に膨ら む円筒形の胴部 を 持 ち 、 く の 字形の 口縁で

あ る 。 内面は ナデ調整で、 外面の胴部 に は条線文、 口縁部は条線文と 貝殻連続 刺突 文、 口唇に 貝殻刺突 に よ

る 刻目が 施さ れて い る 。 162は 口縁部の破片で、 く の 字形 口縁で あ る 。 内 面 ナデ調整、 外面は条線文と貝殻連

続 刺突 文、 口唇に 貝殻刺突 に よ る 刻自がが 施さ れて い る 。 165は胴部の破片で、 外面 に撚糸文を充填 し た 文様

帯 を も っ。 166は 外反す る 胴部の破片で、 貝殻の連 続刺突 文を持つ。
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第 3 節 縄文時代の造物
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第E章 平成5 (1993)年度第I調査区

その他の早期土器 (第 17図1 63、 1 64、 1 67-1 69) 

1 63は平梼式土器の口縁部の破片で あ る 。 外反 口縁で あ る が 、 口唇近 く で 内 寄 し て 立ち 上が っ て い る 。 内 面

は ナデ調整で、 外面下部は沈線 文、 屈曲部に刻 目、 上部に 刺突 文と沈線 文が 施さ れて い る 。 1 64 も 口 縁部の破

片であ る 。 外反 口縁で、 口唇に突帯を も っ。 内面は ナデ調整で、 外面 に は沈線 文が 施さ れて い る 。 1 67-1 69 

は底部の破片で、 1 67 、 1 68の底面 に は 組織痕が あ る 。

(2) 縄文前期 土器

出土 し た 縄 文前期の土器は、 いずれ も 轟 B式 にあ た る も ので あ る 。

轟 B 式土器 (第 17図1 70-第四図1 76)

いずれ も 口縁部の破片で あ る 。 直口 口縁で、 内 外面 と も 貝殻に よ る 条痕調整が 施さ れ、 口縁下 に 平行す る

3 - 5 条の小突帯を巡 ら せて い る 。 口唇に は刻 目を持つ。

(3) 縄文後期 、 晩期 土器

I区か ら は多数の後 、 晩期土器が 出土 した。 器形の特徴か ら 深鉢型土器 と 浅鉢型土器に 分 け 、 さ ら に残存

部、 形態の特徴 を も と に細分 を行っ た。

深鉢型土器 (第 18図1 77-209)

口縁部の形態 に よ っ て A- I 類に分類 した。

A類 (1 77)

直口口縁で、 外面に沈線 文、 口 唇に刻 目を持つ。

B類 (1 78-1 82) 

ほぼ 直線的に 外聞 き す る 頚部 に 断面 く の字型の口縁を持つ も の。 内 面の沈線の有無によ っ て 、 a 、 b 類に

細分 で き る 。

Ba 類 (1 78)

内面に沈線 を持た な い も の。 1点出土 し て い る 。 波状 口 縁に な る と 恩われ、 内 外面 と も 丁寧に研磨 さ れて

い る 。

Bb 類 (1 79-1 82) 

内面に沈線 を 1条持つ も の。 いずれ も 内 外面は研磨 さ れて い る 。

1 81 は 外面 に沈線 1条、 1 82は沈線 2 条と 屈曲部に磨消縄文を残す。 1 79 、 1 80 は 外面の沈線が無い。 な お 、

1 80-1 82は 波状 口縁 で あ る 。

C 類 (1 83)

外反す る 頚部 に 断面 く の字型の口縁を持つ も の。 1点 出土 した。 内 外面 と も ナデ調整で あ る 。 口縁部 を 欠

損 し て い る が、 外面に は沈線 を 1条持 っ て い る 。

D 類 (1 84-1 88)

外反す る 頚部か ら 直立、 あ る い は 内湾気味に立ち上が る 口縁帯 を持つ も の。 2 つ に 細 分 さ れ る 。

D a 類 (1 84-1 87) 

口縁帯 外面 に数条の平行沈線 を持つ。

1 84"'"'1 86は内 外面 と も 研磨 さ れ、 1 84は 4 条、 1 85は 7 条、 1 86は 3 条の平行沈線 を持つ。 ま た 、 1 87は 内 外

面 と も ナデ調整で、 6 "'"' 7 条の平行沈線 を持つ。

D b 類 (1 88)

口縁帯 外面が条痕調整のも の。 1 88の内面は ナデ調整で あ る 。

弓iワu



第 3 節 縄文時代の遺物

E 類 (1 89'"1 92) 

頚部で屈 曲 し 、 外傾す る 口縁部 を持つ も の。

1 89、 1 90 は外面が条痕調整で、 内 面 は研磨、 1 91 は内 外面 と も 研磨、 1 92 、 1 93 は内 外面 と も 条痕 の上 を ナデ

で調整 し て い る 。

F類 (1 93'"1 98) 

外反 気味に 開 く 口縁部 を持つ も の。

1 94、 1 96 、 1 97 は内 外面 と も 研磨、 1 95は内面研磨で、 外面は条痕調整、 1 98 は内 外面 と も ナデ調整で あ る 。

G 類 (1 99)

外反 口縁に 幅広の突帯を貼 り 付 け た も の。 1点のみの出土で あ る 。

H類 (200"'206)

口縁部 ま た は頚部に刻目突帯を持つ も の。 206は 外反する 口縁の 口唇に刻目 を持つ。

I 類 (207"'209)

外反す る 口縁 (知意形 口縁) を も つ も の。 207 、 209は 口唇に刻目 を持つ。

浅鉢形土器 (第19図21 0"'221 ) 

口縁部の形態 に よ っ て J "' p 類に分類 した。

J 類 (21 0'"21 4) 

胴部か ら 頚部に か けて 内 側に屈 曲 し 、 頚部か ら 立 ち 上が る 口縁帯 を持つ も の。 いずれ も 内 外面 は研磨 さ れ

て い る 。

21 0"'21 2 は口縁帯 外面 に沈線 1条、 21 3 は沈線 2 条を持つ。 21 4 は沈線 を持た な い 。 ま た 、 21 2 は頚部に押点

文を持つ。

K 類 (21 5)

肩部 と 頚部が 屈曲 し 、 ほ ぼ直線的に 外聞 き す る 口縁部 を持つ も の。

21 5 は 波状 口縁で、 口縁直下の 内 外面 に それ ぞれ 1条の沈線を持つ。 ま た 、 内 外面 と も 丁寧に研磨 さ れて い

る 。

L 類 (21 6)

頭部が く の 字状 に屈 曲 し 、 胴部 は緩 く 外側に張 り 出す も の。 調整 は内 外面 と も ナデで あ る 。

M類 (21 7)

胴部上半が直立 気味に 立 ち 上 が り 、 強く 外傾す る 口縁部 を持つ も の。 口縁内面に は沈線 1 条を持つ。

N類 (21 8)

肩部 と 口縁部の 外側が突帯状 に 張 り 出す も の。

0類 (21 9)

直 口口縁で あ る が 、 胴部 が 外側に 張 り 出 し 、 内 事事気味に な っ て い る も の。 内 外面 と も 丁寧 に研磨 さ れて い る 。

P 類 (220、 221 )

内傾す る 口縁を持 ち 、 外面に沈線を持つ も の。 形態の特徴か ら 、 注 口 土器の可能性が あ る 。

208 は内 外面 と も 研磨 さ れ、 外面に 2 条の沈線 を持つ。 ま た 、 沈線の聞 に は細線羽状 文が 施さ れて い る 。 209

は外面に 1条の沈線を持つ。

胴部 (第19図222"'224)

222 は胴下半部の破片で あ る 。 内 外面 と も 研磨 さ れ、 上部に沈線 と 磨消縄文の 文様帯を持つ。 223 は屈 曲 し

た肩部 と 内脅す る 頚部 を持つ。 内 面 は ナデ、 外面 は肩部 よ り 上が ナデ、 下が条痕調整で あ る 。 224 も 胴部片で

あ る 。 内面 は研磨 さ れ、 外面に は鐘状の 組織痕が 押圧 さ れて い る 。

- 28 -
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底部 (第19図225 �239)

底部は形態 に よ り Q �S 類に分類 した。

Q 類 (225、 228)

胴部か ら底部端に か け て ほぼ 直線的 に連な る も の。

R 類 (226 、 227 、 229 �232)

胴部が 外反 し 、 ほぼ垂直に底部端に連な る も の。 底面の形状に よ り 、 底面が上 げ底 の R a 類 (226、 227)

の 2 つに細分で き る 。と 、 底面が平 ら の R b 類 (229 �232)

S 類 (233 �239)

と 、 底面が平 ら の S b 類底部端が張 り 出す も の。 底面の形状に よ り 、 底面が上 げ底の S a 類 (235、 237)
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第3節 縄文時代の遺物

第 4 表 I 区 出 土縄文土器観察表 ( 1 )

害警 造
番

物
号 aGS 現(c存m)高 器(cm原) 調整 (内面) 調鐙 (外商) 色

(内面
調
) 

色
(外面

調
) 胎 土 焼成 備 考 取 上 番 号

10 l 6 . 0  1 . 2  ナァ 格子 目 文 にぷ援 にぷ樫 石英、 長石 良好 両面簿 く ス ス K -8 66 

10 2 4 . 4  1 . 3  ナデ 格子 目 文 にぶ黄慣 にぷ黄櫨 細砂粒、 石英、 角 閃石 良好 K -9 157 

10 3 3 目 8 1 . 2  ナ デ 格子 目 文 にぶ黄概 俊 m砂粒町 長石. 角 閃石 町 石英 良好 両面 ス ス K -8一括

10 4 4 . 3  1 . 3  ナデ 格子 目 文 にぶ黄按 褐灰 小石. 程砂粒. 長石. 角 閃石 良好 両面 ス ス J -9 25 

10 5 3 . 9  1 . 1  ナデ 格子 目 文 にぶ黄侵 にぶ黄櫨 組砂 粒‘ 長石. 角 閃石 良好 K -870 

10 6 5 . 4  1 . 3  ナデ 格子 目 文 侵 檀 小石. 粗砂粒. 長右 良好 内面薄 く ス ス 18号土坑

10 7 5 . 1  1 . 2  ナ デ 格子 目 文 に ぶ黄燈 にぶ黄燈 長石. 角 閃石 良好 17号土坑

10 8 6 . 4  1 . 3  ナ デ 格子 目 文 にぷ黄櫨 にぶ樫 粗砂粒. 長石. 角 閃右. 石英 良好 内面薄 く ス ス K -6 106 

10 9 10 . 1  1 . 4  ナ デ 格子 目 文 褐 檀 角 閃布、 砂粒‘ �母 良好 外面 ス ス K -6 108- 1 10 

10 10 1 1 . 4  1 . 2 ナデ 格子 目 文 慣 に赤褐 基
母
砂粒 長石 角 閃石、 石英 良好 面 ス ス K-6 6 ， 7  

1 0  1 1  5 . 8  1 . 3  ナ デ 格子 目 文 筒 褐 祖砂粒、 長石、 角 閃石 、 石英 良好 外面ス ス K-9一括

10 12 7 . 6  1 . 9  ナデ 格子 目 文 にぶ黄怪 にぶ黄憧 粗砂粒. 長石‘ 角 閃 石 、 右英 良好 内面薄 〈 ス ス J -7 2 ， 3  

10 13 7 . 5  1 . 5  ナ デ 格子 回 文 にぷ黄禍 にぷ黄檀 組砂紘. 石英. 角 閃布 良好 両面薄 〈 ス ス J -8一括

10 14 3 . 5  1 . 3  ナデ 楕円文 にぷ黄燈 にぶ黄禍 砂粒. 長石. 角 閃石 . 石英 良好 外面ス ス K -9 224 

10 15 4 . 9  1 . 2  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄程 にぷ黄燈 長石. 角 閃石. 石英 良好 内 面薄 く ス ス 1 -9 22 

10 16  6 . 0  1 . 3  ナデ 楕円文 憧 控 砂粒. 長石. 角 閃石 . 石英 良好 外面ス ス K -9 57 

10 17 4 . 3  1 . 3  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄援 にぷ黄燈 長石. 角閃石 良好 K -I0 84 

10 18 4 . 3  1 . 2  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄褐 にぷ黄禍 砂粒. 長石. 角 閃右 . 石英 良好 両面 ス ス J -10 167 

10 19 1 0 . 2  1 . 3  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄櫨 鐙 小石、 粗砂粒. 長右. 角 閃 石 やや良 外面薄 く ス ス 一括

10 20 3 . 4  1 . 0  ナ デ 楕 円 文 にぶ黄慣 にぷ黄栂 長石、 角 閃石、 石英 良好 外面 ス ス J -1O一括

10 21 4 . 2  1 . 3  ナデ 格円文 援 にぷ俊 砂粒、 長石ー 角 閃 石 良好 内面薄 く ス ス K -8 83 

10 22 3 . 7  1 . 2  ナ デ ナデー 楕 円 文 にぷ燈 にぷ燈 細砂粒. 角 1l:J 石 、 石英 良好 内 面 ス ス K -1O一括

10 23 3 . 2  1 . 1  ナデ 楕 円 文 に ぷ黄俊 にぶ褐 長石、 角閃石、 石英 良好 外面薄 く ス ス J -1 1 135 

10 24 8 . 7  1 . 5  ナデ 楕 円 文 にぷ黄樫 にぷ黄褐 粗砂粒、 長石 町 角 閃石 . 石英 良好 両面 ス ス J -1O 150 

10 25 5 . 3  1 . 0 ナデ ナデ. 柑 IIJ 文 憧 にぷ黄禍 砂粒. 長石. 角 閃石 . 石英 良好 両面 ス ス K -9 169 

10 26 5 . 1  1 . 3  ナデ 楕 円 文 にぷ黄佳 にぷ黄綬 砂粒、 長石. 角 閃石 . 石英 良好 両面ス ス J -9 255 

10 27 6 . 0  0 . 8  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄禍 にぷ黄侵 長石. 角 閃石. 石英 良好 内 面 ス ス J -9 220 

10 28 5 . 8  1 . 2  ナ デ 楕 円 文 にぶ黄侵 にぶ程 組砂粧. 長石. 角 閃石 良好 両面薄 く ス ス 1 -10 44 

10 29 7 . 1  1 . 3  ナデ 椅 円 文 にぶ黄褐 にぷ黄檀 小石‘ 組砂粒. 長石、 角 閃石 やや良 両面 ス ス J -1O 275 

10 30 3 目 1 0 . 9  ナデ 格 問 文 にぶ黄櫨 にぷ黄櫨 砂粒， 長石、 角 閃 石 良好 両面 ス ス K -9 P -4 

10 31 4 目 2 0 . 7  ナ デ ナデ、 楠 阿 文 にぷ黄禍 極 砂粒町 長石、 角 閃石 、 石英 良好 口 容部刻 目 . 関商務 く ス ス 1 -10  P -7 

10 32 7 目 l 1 . 0  原体条痕、 ナデ 楕 円 文 にぷ黄燈 にぶ黄檀 砂粒、 長石‘ 角 閃石、 石英 良好 両面 ス ス K -8 55 

1 1  33 1 8 . 5  9 . 6  0 . 8  原体条痕、 ナデ 椅阿文 にぷ黄禍 にぷ黄檀 小石、 組砂粒町 長石、 角 閃右 良好 内 面ス ス K -8 97 

1 1  34 8 . 7  1 . 1  楕 円 文 、 ナデ 楕 円 文 にぷ黄禍 にぶ黄慣 長石、 石英 良好 両面薄 く ス ス K -8一括

1 1  35 6 . 3  1 . 0  楕 円 文 、 ナ デ 楕 円 文 灰 黄 褐 にぶ黄櫨 砂粒. 長石、 角閃石、 石英 良好 両面 ス ス J -9一括

1 1  36 3 . 6  0 . 9  楕 円 文 ナデ. 楕 円 文 にぷ黄禍 にぶ黄櫨 長石. 角 閃石. 石英 良好 内 面 ス ス 1 - 9  1 8  

1 1  37 3 . 6  1 . 1  原体条痕. 楕 円 文 ナデ にぶ黄燈 にぷ黄褐 砂粒. 長石. 角 閃石、 石英 良好 外面 ス ス F -7一括

1 1  38 4 . 2  1 . 1  原体条症. 楠 円 文 ナ デ にぶ黄燈 にぶ黄怪 粗砂粒. 長石. 角 閃右 良好 両面 ス ス J -9一括

1 1  39 3 . 4  0 . 8  原体条痕. 楕 円 文 ナデ にぶ黄檀 にぷ黄橿 砂粒. 長石‘ 角 閃石 . 黒曜石 良好 外面薄 く ス ス J -9 223 

1 1  40 25 . 6  6 . 5  1 . 0  原体条寵. 楕 円 文 ナデ にぷ黄褐 にぶ黄樫 粗砂位. 長石. 角 閃 石 良好 両面ス ス K -7一括

1 1  4 1  7 . 2  0 . 9  原体条痕、 楕 円 文 ナデ‘ 楕 円 文 にぶ黄掲 にぷ黄概 組砂粒、 長石、 角 閃有 . 石英 良好 波状 口 縁. 内而ス ス J -9一括

1 1  42 12 . 0  1 . 0  原体条痕ー 楕 円 文 ナ柑 fIl 文 にぶ黄禍 にぶ黄褐 小石、 粗砂粒、 角 閃右 . 石英 良好 両面ス ス J -9 232 

1 1  43 4 . 7  0 . 9  原
ナ

体
デ

条痕、 楕 円 文 . ナデ‘ 柑 円 文 憧 にぶ褐 組砂粒、 長石、 角 閃石. 石英 良好 両面 ス ス K -9 285 

1 1  44 3 . 0  0 . 7  原体条龍、 楕 円 文 ナデ、 柑 円 文 にぶ黄櫨 にぷ黄褐 細砂粒. 長石‘ 角 閃石 良好 外面 ス ス J ω9 164 

1 1  45 4 . 0  1 . 0  原体条痕、 楕 円 文 楕 円 文 に ぷ黄燈 にぶ樫 砂粒、 長石、 角 閃石 、 石英 良府 J -6一括

1 1  46 6 . 2  1 . 0  原
ナ

体
デ

条痕、 栂 円 文 、 ナデ、 楕 円 文 に ぷ黄禍 浅黄櫨 小石、 砂粒. 長石、 角 閃石. 石英 良好 両面 ス ス K -9 127 

1 1  47 6 . 0  0 . 8  原体条議、 楕 円 文 楕 円 文 にぷ黄極 にぷ黄燈 小石 . 粗砂粒. 長石、 角 閃石石英 良好 外面ス ス K - 1O一括

1 1  48 33 . 8  12 . 2  0 . 7  原
ナ

体
デ
体
デ

条

条

痕

痕

. 楕 円 文 、 ナデ、 楕 円 文 櫨 檀 小石. 粗砂粒 . 長石 、 角 閃 石 . 石英 良好 波
口

状
唇部

口
原
縁

体条痕. 両面ス ス . J -9 1581ま方通

12 49 14 . 6  0 . 8  原
ナ

. 楕 円 文 、 楕 円 文 にぷ黄偉 灰黄褐 粗砂粒. 長石. 角 閃石 ‘ 石英 良好 両面ス ス K -9 288 

12 50 3 . 9  0 . 7  原体条握、 楕 円 文 ナデ. 楕 円 文 にぷ黄褐 にぶ黄褐 砂粒. 長石. 角 閃石 . 石英 良好 両面薄 く ス ス K -9 147 

12 51 4 . 4  1 . 3  ナデ 楕 円 文の上ナデ にぶ黄褐 にぷ樫 小石 . 細砂粒. 長石. 角閃石. 雲海 良好 内 面 ス ス D -3 括

12 52 2 . 8  1 . 2  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄禍 栂 粗砂粒、 長石、 角 閃石、 良好 内面 ス ス J -10 64 

12 53 4 . 2  2 . 7  1 . 2 ナデ 楕 同 文 にぷ黄燈 にぷ燈 粗砂粒、 長石、 角 閃石 良好 内 面 ス ス J -6一括

12 54 5 . 8  3 . 2  1 . 4  ナ デ 楕 円 文のよナデ にぶ檀 にぶ憧 砂粒、 長布、 角 閃 石 良好 内面簿 く ス ス K-9一括

12 55 1 2 . 6  4 目 2 1 . 5  ナデ 楕 円 文 にぷ黄燈 にぷ黄燈 小石、 組砂粒、 長右、 角 閃石 良好 外面薄 く ス ス J -1O一括

12 56 5 . 5  3 . 7  1 . 2  ナ デ 楕 円 文 灰黄褐 にぶ褐 小石. 砂粒. 長石. 角 閃右、 石英 良好 両面 ス ス J -10 4 

12  57 7 . 1  3 . 3  1 . 4  ナ デ 楕 円 文 にぷ黄褐 にぶ黄櫨 小石. 砂総. 長石. 角 閃 石 良好 内面 ス ス K -1O一括

12 58 6 . 2  1 . 6  1 . 0  ナ デ 楕 円 文 にぶ黄燈 権 細砂粒、 長石. 角 閃石 良好 1 -7 5 

12 59 5 . 2  3 . 9  0 . 9  ナデ 格 円 文 にぶ黄燈 にぷ赤掲 砂粒. 長石. 角 閃 右 良好 内 面薄 く ス ス K -1O 28 

12 60 4 . 2  0 . 9  ナ デ 山形文 褐灰 にぶ黄燈 角関石. 長石. 雲母 良好 穿孔 {後) . 内面 ス ス K -6 P -1 
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第 E 章 平成 5 ( 1993) 年度第 I 調査区

第 5 表 I 区 出 土縄文土器観察表 ( 2 )

図
番

版
号

遺
番

物
号 径

口
{
・
叩

底
) 現(c存m)高 器(cm厚) 調整 ( 内面) 調整 (外面) 色

( 内而
調
) 

色
(外面

調
) 胎 土 焼成 備 考 取 上 番 号

12 61 4 . 3  1 . 1  ナデ 山形文 にぷ黄俊 にぶ黄慢 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 外商ス ス K -7一指

12 62 3 . 2  1 . 3  ナ デ 山形文 にぶ褐 にぷ褐 長石 良好 K -8 一括

12 63 4 . 2  1 . 1  ナデ 山形文 灰策褐 侵 石英 良!i.f 内 面 稗 く ス ス J -9 88 

12 64 5 . 8  1 . 1  ナデ 山形文 にぶ禍 にぶ褐 石英、 角 閃 石 良好 両面 ス ス 1< -7 298 

12 65 5 . 0  1 . 1  ナデ 山形文 黒禍 にぶ俄 石英、 角閃石、 長石 良好 両而 ス ス J -8一括

12 66 4 . 5  1 . 3  ナ デ 山形文 にぶ慌 にぷ俊 石英ー 微細な 角 閃 石 、 長イ干 良�l J -9 一括

12 67 4 . 7  l 目 。 ナデ 黄灰 貨灰 石
閃右

英 、 角 良好 良好 両面 ス ス 1< -6 56 

12 68 6 . 2  1 . 4  ナ デ 山形文 褐 褐 角関石 良好 外国博 く ス ス K -7 271 

12 69 8 . 0  1 . 5  ナデ 山形文 にぶ燈 にぶ褐 石英. 長石 良好 外面 ス 表採
12 70 8 目 2 1 . 4  ナ デ 山形文 灰黄褐 にぷ黄縄 石英. 角閃石 良好 両面 ス ス J -7一括

12 71 6 回 目 1 . 5  ナデ 山形文 に ぷ黄位 灰黄褐 石英. 角 閃石. 長石 良好 外面 ス ス K -6 99 

12 72 5 目 4 1 . 2  ナ デ 山形文 に ぷ黄褐 にぷ褐 石英. 角閃石 良好 内 面薄 〈 ス ス 1< -10 16 

12 73 6 . 7  1 . 1  ナデ 山形文 にぶ黄憧 にぷ褐 石英. 角 閃石 . 長石 良好 1< -8 146 

12 74 8 . 3  1 . 3  ナデ 山形文 にぷ蹟慣 にぶ黄憧 角閃石町 長石町 雲母 良好 外宙博 〈 ス ス 1< -8 252 

12 75 4 . 2  1 . 1  ナ デ 山形文 灰黄禍 にぷ檀 石英、 角 閃石 、 長石 良好 内 面薄 く ス ス 18号土坑

12 76 4 目 5 1 . 1  ナ デ 山形文 に ぷ黄禍 に ぷ黄禍 石英 良釘 外商簿 く ス ス J -7一括

12 77 3 . 9  l . 4  ナデ 山形文 にぶ栂 にぶ僚 石英‘ 角 閃石、 雲母 良好 内而1時 く ス ス D -5 38 

12 78 4 . 5  1 . 2  ナ デ 山形文 にぷ燈 にぶ褐 砂粒、 角 閃石 ‘ 長石 良好 外商 ス ス K 目7 193 

12 79 3 . 8  1 . 3 ナデ 山形文 にぶ黄憧 にぶ黄俊 石英. 角 閃石‘ 長石 良好 K -7一括

12 80 9 . 5  1 . 3  ナデ ナデ盲 山型文 灰黄禍 にぷ黄慢 小石 . 粗砂粒. 長石 . 石英. 角 閃 石 やや良 両面 ス ス J -9一括

13 81 39 . 2  31 目 l 1 . 3  ナデ 山形文 明赤褐 明赤褐 粗砂粒、 長石冒 角 閃石 良好 両面 ス ス K -8 122ほか

13 82 4 . 8  1 . 1  ナデ 山形文 にぶ黄禍 にぶ賛褐 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 両面 ス ス 1< -6一括

13 83 5 . 3  1 . 1  ナデ 山形文 黒禍 に ぷ黄俊 石英. 角 閃石 雲母 良好 両面 ス ス 1( -7 16 

13 84 3 . 5  1 . 3  ナ デ 山形文 にぶ黄信 にぷ賛俊 石英. 角 閃石. 長石 良企T 1 -9 53 

13 85 4 . 7  1 . 0  ナ デ 山形文 暗灰貨 暗灰策 石英、 角閃石 良好 両面 ス ス 1( - 9  1 16 

13 86 5 目 8 1 . 5  ナデ 山形文 にぷ禍 にぷ褐 石英、 角 閃石 良好 J -7一括

13 87 5 . 3  1 . 5  ナ デ 山形文 にぶ褐 にぷ褐 角 閃石 良好 外記簿 く ス ス J -7一括

13 88 3 . 9  1 . 2 ナデ ナデ、 山型文 褐 褐 石英、 角 閃 石 良好 外商ス ス F -'l P 司2

13 89 6 . 4  1 . 1  ナデ 山形文 灰熊楠 灰黄禍 石英ー 角閃石、 長石 良好 外罰薄 く ス ス 1( -8一括

13 90 4 . 5  1 . 2  ナ デ 山形文 灰黄褐 灰黄褐 角 閃石. 長石 良府 口 唇部 山 形文、 両面 ス ス 一指

13 91 6 . 9  1 . 0  ナ デ 山形文 にぷ褐 明赤褐 石英. 角 閃石. 長石 良好 口 唇部 山 形文 、 内面 ス ス K -7 58 

13 92 5 . 5  1 . 1  ナデ 山形文 にぷ貨恒 檀 角 閃 石 良好 外面ス ス 1( -9 2 

13 93 4 . 7  1 . 4  ナ デ ナデ. 山型文 にぷ黄禍 にぶ黄褐 石英. 角 附石 良好 両面樽 く ス ス K -7一括

13 94 5 目 2 1 . 4  ナ デ ナデ. 山型文 にぷ黄憧 にぷ燈 石英首 角 閃石 良好 K -7一括

13 95 4 . 8 1 . 1  ナデ ナデ、 山型文 俊 燈 石英、 角 閃 石 良好 K -9 155 

13 96 1 3 . 2  7 . 7  1 . 0 ナデ 山形文 にぶ褐 にぶ侵 小石町 砂粒、 長石. 石英、 角 閃 右 やや良 両面 ス ス 1< -10 1 19  

13  97 2 . 8  1 . 1  山形文 山形文 にぷ賞慢 にぶ黄憧 角 閃 石 良好 内 面 ス ス 1< -9一括

13 98 2 目 3 1 . 1  山形文 山形文 灰貨禍 灰黄禍 石英、 角 関石 良釘 口 層部 山 形 文 、 岡商務 く ス ス 4 . 5号土繍基組土

13 99 6 . 0  1 . 5  山 形 文 山形文 にぷ黄憧 灰賛褐 角 閃 石 町 長石 良釘 口 唇 嗣l 山 形 文、 外商 ス ス 1( -9 284 

14 I 100 4 . 2  0 . 8  山 形 文 山形文 にぶ貨慣 にぶ黄慣 石英、 角 閃 石 良好 口 容部 山 形 文 1( -9一括

14 I 101 8 . 2  1 . 0  原体条叢. 山形文 山形文 にぶ貨般 にぶ黄燈 砂粒、 石英、 角 閃石 . 長石 良好 波状 口 縁 . 両面薄 く ス ス 1( -6一括

14 I 102 7 . 1  0 . 9  原体条痕. 山形文 山形文 褐 にぷ黄慢 石英. 角 閃 石 良釘 内 面 ス ス 1( -7一倍

14 I 103 6 . 3  1 . 0  原体条痕. 山 形 文 山 形 文 時灰黄 にぷ黄禍 石英、 角 閃 石 良姉 両面薄 く ス ス J - 10 64 

14 I 104 20 . 6  1 . 0  原体条痕. 山形文 山形文 に ぷ貨燈 に ぷ黄綬 砂粒. 石英. 角 閃石 . 長石 良�t 波状 口 縁. 両面 ス ス 1 -6 62 

14 I 105 4 . 0  。 . 8 原体条痕. 山形文 山形文 浅黄 浅黄 長石. 石英. 角 閃石 良好 内 面薄 く ス ス E -2一括

14 I 106 8 . 4  5 . 1  1 . 2  ナ デ 山形文 にぶ褐 燈 小石、 砂粒町 長石、 角 閃石 良好 内 面 ス ス J 司9 48 

14 I 101 8 . 0  4 . 3  1 . 4  ナデ 山形文 にぶ黄燈 にぶ黄檀 粗砂粒。 角 閃 石 、 長石 良好 内 面 ス ス K -6 42 

14 I 108 12 . 6  3 . 9  1 . 7  ナデ 山形文 にぷ黄燈 にぷ黄燈 小右、 砂粒. 長石. 角 閃石 良好 底面組織痕. 内 面 ス ス K -6 49 

14 I 109 1 2 . 2  3 . 6  1 . 7  ナ デ 山形文 にぷ黄憧 にぷ憧 砂粒、 石英‘ 角 関 布 、 長石 良好 内 面 ス ス 1( -9 148 

14 I 1 10  1 3 . 6  4 . 3  2 . 1  山形文 にぶ燈 樫 細砂粒、 長右 良好 底面組織痕、 内 面 ス ス J -7 94 

14 I 1 1 1  16 . 1  3 . 3  2 . 1  ナデ 山形文 にぶ燈 にぶ褐 粗砂粒、 石英. 角 閃石 良好 K -7 一括

15 I 1 12  1 1 目 。 2 . 1  1 . 2  ナ デ 山形文 灰黄梅 にぶ撞 小石. 砂粒. 石英. 角 閃 石 良好 内 面 ス ス J -10一括

15 I 1 13  10 .0  2 . 9  2 . 5  ナデ 山形文 にぷ褐 にぷ褐 砂粒. 石英. 角 閃石 . 長石 良好 K -7 215 

15 I 1 1 4  1 1 . 8  2 . 8  1 . 9 ナデ 山形文 にぶ黄燈 にぷ褐 砂粒. 石英 良好 K -6 1 2 1  

15 I 1 1 5  1 2 . 3  2 . 3  ナ テ 山形文 にぶ燈 にぷ燈 小石. 粗砂粧. 石英. 長石 やや良 底 面組織痕 K - 1O P -2 

15 I 1 16 10 .6  3 . 0  ナ デ 山形文 に ぷ黄燈 にぷ黄燈 粗砂粒. 石英. 角 閃石 良好 底 医組織痕 J -9一括

15 I 1 17  4 . 8  1 . 6  0 . 7  ナ デ 山形文 にぷ黄褐 置 砂粒、 長石. 角 閃石 良好 内 面 ス ス E -4一括

15 118 7 目 。 2 . 7  1 . 2  ナ デ 山形文 に ぶ黄慢 浅黄燈 石英、 角 閃石 . 長石 良好 両面 ス ス K -6 18  

15 119 1 1 . 0 5 . 8  1 . 5  ナ デ 山 形文の上ナデ に ぷ黄燈 にぶ黄燈 小石、 粗砂粒‘ 長石 . 石英 . 角 閃石 良好 外面 ス ス 1( -8 210 

15 I 120 6 . 1  1 . 6  ナデ 撚糸文 浅黄 にぶ黄燈 粗砂粒‘ 石英、 角 閃 石 、 長石、 雲母 良好 外面 ス ス K -6 73 
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第 3 節 縄文時代の遺物

第 6 表 I 区 出 土縄文土器観察表 ( 3 )

番図版号 径
口 (・cm底) 現(c存m)高 器(cm厚) 調整 ( 内 面) 開盤 (外而) 色

(内面
調
) 

色
(外面

調
) 』台 土 焼成 備 考 取 上 番 号

15 I 121  4 . 6  1 . 2  ナデ 撚糸文 浅黄櫨 浅黄燈 粗砂粒、 石英、 角 閃石 、 畏石 良好 絡条体圧痕 D -3一括

15 I 122 5 . 9  1 . 1  ナデ 撚糸文 にぶ黄褐 黒褐 角 閃石、 雲母 良好 両面 ス ス K -9一括

15 I 123 8 . 6  1 . 7  ナデ 撚糸 文 憧 憧 粗砂粒. 石英、 角 閃石 良好 外面 ス ス K-7 9 

15 I 124 5 目 9 燃糸文 燈 にぶ赤褐 綿砂粒. 石英. 角 閃右 良好 絡条体圧痕 K -7 59 

15 I 125 5 . 5  1 . 1  ナデ 撚糸文 授 にぷ赤褐 細砂粒. 石英、 角 閃石 良好 穿孔 (前) . 外面 ス ス K -6一括

15 I 126 4 . 7  1 . 1  撚糸文. ナデ 燃糸文 燈 怪 細砂粧. 角 閃右. 長石 良好 縁辺に穿孔 (前) . 内 面 ス ス K -7一括

15 I 127 0 . 9  ナデ 燃糸文 にぷ褐 にぶ褐 石英. 長石 良好 途 中 ま で穿孔. 内 面 ス ス I王子一括

15 I 128 1 . 0  ナ デ 撚糸文 にぷ黄燈 にぷ黄燈 角 閃右. 長石 良好 内 面簿 〈 ス ス K -7 167 

15 I 129 17 . 2  '1.1 1 . 5  ナデ 撚糸文 貨燈 黄僚 小石、 砂粒、 長石. 石英 良好 内 面 ス ス K-7 12 

15 I 130 6 . 0  1 . 2  ナ デ 条痕 に ぶ黄怪 にぶ黄檀 小石、 石英、 角 閃石、 長石 良好 K -9 292 

15 I 131 6 . 2  0 . 9  ナ デ ナデー 条痕 灰黄褐 にぶ黄櫨 石英、 角 閃石 、 長石 良好 両面 ス ス E -2 3  

16 I 132 4 . 6  1 . 1  ナデ 条痕 にぶ黄燈 にぶ黄燈 石英、 角 閃石、 長石 良好 内 面 ス ス K -6一括

16 I 133 4 . 2  1 . 1  ケ ズ リ 条痕 にぶ黄褐 にぶ黄褐 石英. 角閃石 良好 両面 ス ス K -7一括

16 I 134 4 . 2  1 . 2  ナデ 条痕 にぶ黄褐 に ぶ黄褐 組砂粒、 小石. 石英. 角 関石 良好 1 -8一括

16 I 135 4 目 2 1 . 1  ナデ 条痕 褐 に ぷ赤褐 小石. 組砂粒、 角 閃石. 長石 良好 内 面薄 く ス ス F -7 6 

16 I 136 3 . 6  1 . 0  ナ デ 条痕 に ぶ黄燈 に ぷ黄笹 角 閃石. 長石 良好 内面薄 く ス ス F -7 9  

16 I 137 4 . 4  0 . 9  ナデ 条痕 に ぷ燈 にぷ燈 小石. 砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 外面 ス ス K -7一括

16 I 138 5 . 7  1 . 1  条旋の上ナデ 条痕 燈 にぶ赤褐 小石. 楓砂粒‘ 角 閃石 良好 外面 ス ス K -6一括

16 I 139 4 . 8  1 . 1  ナデ 条痕 にぶ黄綬 に ぶ黄褐 石英、 角 閃石 良好 外面 ス ス 1 -5 P -4 

16 I 140 5 . 5  0 . 8  ナ デ 条痕 灰黄褐 に ぶ黄褐 石英、 角 閃右 ‘ 長石 良好 両面 ス ス K -9 126 

16 I 141 5 . 7  0 . 7  ナ デ 条痕 灰黄褐 灰黄褐 石英、 角 閃右 良好 両面薄 い ス ス K-9 171 

16 I 142 6 . 5  1 . 3  ナ デ 条痕 にぷ黄燈 黒褐 砂粒、 角 閃石 良好 外面 ス ス F -3 一括

16 I 143 5 . 6  1 . 4  ナ デ 条痕 にぶ褐 褐 粗砂粒、 石英、 角 閃 石 、 長右 良好 外面 ス ス K -7 1 

16 I 144 8 . 4  1 . 4  ナ デ 条痕 H音褐 明赤褐 粗砂粒. 角 閃石 、 長石 良好 内 面 ス ス K -7 269 

16 I 145 6 . 1  0 . 8  ナデ 条痕 にぷ黄櫨 灰黄褐 石英. 角 閃石 、 長石. 雲母 良好 外面 ス ス K -8 1 1 5  

16 I 146 5 . 0  0 . 9  ナ デ 条 痕 にぶ黄褐 にぶ黄褐 小石. 粗砂粒. 角 関 石 . 長石 良好 途 中 ま で穿孔. 両面 ス ス E -4 40 

16 I 147 5 . 3  1 . 2  ナデ 条痕 恒 にぷ燈 小石. 粗砂粒 . 長石. 石英. 角 閃石 良好 外面ス ス J -7一括

16 I 148 4 . 2  1 . 2  ナ デ 条痕 灰黄褐 にぷ黄櫨 小石. 砂粒. 角 閃右 . 長石 良好 両面 ス ス J -6一括

16 I 149 4 . 7  1 日 ナデ 条痕 に ぶ黄燈 にぶ黄燈 砂粒. 石英. 角 閃石. 長石 良好 外面 ス ス K -8120 

16 I 150 29 . 0  12 . 3  1 . 2  条痕の上ナデ 制沈線文 . 条痕 浅黄燈 にぶ黄鐙 石英、 角 閃石、 長石 良好 口 唇部刻 目 、 両面 ス ス F -5 14 

16 I 151 21 目 9 1 4 . 4  1 . 2  ナ デ 条痕 にぶ黄櫨 にぶ黄燈 粗砂粒、 角閃右町 長石 良好 両面 ス ス 括
K -6 57. J -7一

16 I 152 8 . 1  1 . 0  ナデ 条痕 l珂 褐 灰褐 石英、 角 閃石、 長石 良好 外面ス ス K -7 8  

16 I 153 4 . 6  0 . 6  ナデ 条痕 灰黄褐 灰黄褐 小石、 砂粒、 角 閃 右 . 長石 良好 両面 ス ス K -9一括

16 I 154 5 . 0  1 . 1  ナテ 条痕 にぷ黄燈 にぶ黄燈 小石、 祖砂粒、 角 閃石、 長石 良好 両面 ス ス K -8一括

16 I 155 6 . 6  1 . 4  ナデ 条痕 にぷ燈 にぷ俊 石英. 角 閃石. 長石 良好 両面薄 く ス ス J -7一括

16 I 156 5 . 4  2 . 3  ナ デ 条痕 にぶ燈 にぷ黄燈 組砂粒. 角 閃石、 長石 良好 内 面 ス ス E -4 17  

16  I 157 4 . 9  1 . 6  ナデ 条痕 に ぶ黄燈 にぶ黄燈 小石. 粗砂盤、 長石. 角 閃 石 良好 内 面 ス ス K -7 19日

17  I 158 10 . 8  4 . 0  1 . 1  ナデ 条痕 暗褐 にぶ褐 砂粒. 石英. 角 閃石 良好 両面 ス ス K -8一括

17 I 159 4 . 6  0 . 7  条痕の上ナデ 条痕の上ナデ にぷ燈 にぷ褐 角 閃右. 長石 良好 外面 ス ス H -8一括

17 160 1 5 . 6  9 . 3  1 . 3  条痕の上ナデ ナデ 赤褐 にぶ黄褐 石英. 角 閃石、 長石 良好 J -10 229 

17 I 161 47 . 4  15 . 5  1 . 3  ナデ 額五j 栂 にぷ燈 小石 、 粗砂税、 長右、 有英 やや良 口 唇部担l 目 、 両面 ス ス K -8 197 

17 I 162 7 . 6  0 . 9  ナ デ にぶ燈 燈 小石、 粗砂粒、 長布、 石英 、 角 閃石 良好 口 唇部自i 目 . 岡田 ス ス K-8 94 

17 I 163 4 . 3  1 . 3  ナ デ 灰 黄 にぷ黄燈 石英、 角 閃右、 長石 良好 内 面薄 く ス ス K-10 50 

17 I 164 1 . 1  3 . 1  ナデ 沈級文 にぶ褐 にぶ褐 石英 やや良 早期 (沈線文) 一括

17 I 165 4 . 5  0 . 7  ナ デ 撚糸文文様榊 にぶ褐 にぶ褐 砂粒町 長石、 石英. 角 関 右 良好 内 面 ス ス J -10 255 

17 I 166 1 . 2  ナデ 貝殻文 に ぶ笹 燈 小石. 粗砂粒 . 長右 . 石英. 角 閃石 良好 外商 ス ス 1 -10一括

17 I 167 1 . 3  ナ デ に ぶ黄櫨 にぶ黄燈 砂粒、 角 関 石 . 長石 良好 底面組織痕 K -8一括

17 I 168 1 2 . 0  3 . 4  2 . 0  貝 殻条痕 ナデ にぷ赤褐 にぶ赤褐 石英 良好 K -7 236 

17 I 169 2 . 1  1 . 3 員殻文 暗褐 にぶ黄極 粗砂粒. 石英. 角 関石. 長石 良姉 内面 ス ス . 底面組織痕 J -9 94 

17 I 170 3 . 2  0 . 8  員殻条痕 の上小 にぶ黄燈 にぶ黄檀 石英、 角 関石. 長石 良好 口 唇部刻 目 . 外面薄 い ス ス 一括

17 I 171 4 . 9  0 . 6  貝鍛条痕 の上小 燈 にぶ褐 石英. 角 閃石 . 長石 良企T 口 唇部刻 目 . 外面 ス ス K-1O 125 

17 I 172 5 . 8  0 . 9  貝殻条痕 の上小 明赤褐 燈 砂粒、 長石、 石英、 角 閃石 良好 ロ 層部刻 目 、 外面薄い ス ス K -9 153 

17 I 173 5 . 5  0 . 8  貝 殻条痕 明赤褐 灰禍 石英、 角 匹午百 、 長石 良好 ロ 層 部刻 目 、 外面 ス ス K -10 35 

17 I 174 5 . 8  1 . 3  貝殻条痕 の上小 灰黄褐 灰貨褐 小石、 砂粒、 石英、 長石 良好 口 唇郁刻 目 、 両面 ス ス l 号聾棺M埋土

17 I 175 3 . 2  0 . 9  貝殻条痕 の上小 に ぶ黄援 にぷ賞授 砂粒、 石英、 長石 良好 ロ 層部刻 目 、 外面薄い ス ス K -7 205 

18 I 176 5 . 1  0 . 8  貝殻条痕 の上小 にぶ賛檀 にぶ黄櫨 砂粒、 石英、 長石 良好 口 唇部到l 目 、 両面 ス ス K -7 237 

18 I 177 4 . 0  0 . 7  ナ デ 沈線文 に ぶ黄櫨 にぶ黄僚 長石 良好 口 唇部刻 目 . 外面 ス ス K -8一括

18 I 178 6 . 6  0 . 5  ミ ガ キ ミ ガ キ 灰黄褐 黒褐 細砂粒. 長石. 角 閃 石 良好 波状 口 縁 、 両面 ス ス J -6 60 

18  I 179 3 . 0  0 . 8  ミ ガキ . 凶線 1 条 ミ ガキ にぷ黄燈 にぷ燈 細砂粒. 長石 . 石英、 角 閃石 良好 外面 ス ス K -6一括

18 I 180 5 . 0  0 . 7  ミ ガキ . 沈線 1 条 ミ ガキ にぷ黄燈 にぷ貧橿 砂粒. 石英. 長石. 角 閃 石 良好 波状 口 縁 . 両面 ス ス J -9一括
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第 7 表 I 区 出 土縄文土器観察表 ( 4 )

図番版号 遺番物号 径
口 (・cm底) 現(c存m)高 器(cm厚} 調整 ( 内 面) 調整 (外面) 色

( 内而
調
) 

色
(外面

調
) 目白 士 焼成 備 考

18 1 181  4 . 2  0 . 6  ミ ガ キ . 回線 1 条 条
ミ ガ キ 、 沈魂 1 にぷ貨償 にぶ黄極 細砂粒‘ 長石. 石英、 角 閃 石 良�I 波状 口 縁. 両面 ス ス J -6 括

18 1 182 6 . 1  0 . 8  ミ ガキ . 回線 1 条 条
ミ ガ キ

消
、 沈

縄
沈

線

線
文

2 黒褐 にぷ黄栂 細砂粒. 角 閃石 . 長石 良�I 波状 口 縁 . 両面 ス ス K - IO 61 

18 1 183 5 . 7  0 . 7  ミ ガ キ ミ
、
ガ

磨
キ . tt <1i! 1 に ぶ黄概 晴氏黄 石英、 角 閃 石 、 長石 良好 外而 ス ス J - 1 I 94 

条
18 1 184 7 . 8  1 . 0  ミ ガキ 条

ミ ガキ 、 沈線 4 灰黄禍 にぶ賛燈 砂粒、 角 関石 、 長石 良釘 内 問 ス ス J -8- 括

18 1 185 3 . 0  0 . 8  ナ デ 条痕 灰褐 禍灰 砂粒、 角関石 良好 両市 ス ス H -9一括

18 1 186 2 目 3 0 . 8  ミ ガキ 条痕 黒褐 にぶ黄燈 制砂粒、 石英 良釘 同而 ス ス K -8一括

18 1 187 3 . 8  1 . 1  ナデ 条痕. ナデ i金賞撹 浅黄償 砂粒、 長石、 石英、 角 関 石 良好 外商 ス ス G -9一括

18 1 188 3 . 5  0 . 6  ナ デ 条痕、 ナデ 褐灰 褐灰 嗣11砂粒、 長石 良釘 阿而 ス ス J -.10一括

18 1 189 4 . 6  0 . 9  ミ ガキ 条痕 褐灰 にぶ黄俊 細砂粒. 長石 良企T 内 面 ス ス J -7一括

18 1 190 5 . 3  0 . 8  ナ デ 条痕 にぷ黄殴 にぷ黄憧 砂粒. 長石. 角閃石 良好 外面 ス ス K-7 145 

18 1 191 5 . 0  1 . 0  ナデ 条痕の上ナデ にぷ概 にぷ赤褐 砂粒、 長石. 石英‘ 角 閃 石 良好 外而薄 く ス ス F -5 3 

18 1 192 4 . 4  0 . 7  条痕の上ナデ 条痕の上ナデ にぷ黄怪 にぷ黄燈 角 閃石. 長石 良好 K -7 87 

18 1 193 4 . 0  0 . 7  条痕の上ナデ 条痕の上ナデ にぷ黄信 にぷ黄控 角 閃 石 良好 J -9 一括

18 1 194 3 . 5  0 . 5  ミ ガキ ミ ガキ に ぶ賞俄 に ぷ貨憧 角 閃石‘ 長石 良好 両市薄 い ス ス 1 - 10 23 

18 1 195 3 . 9  。 目 4 ナデ 条痕 黒褐 鼎褐 石英、 角閃石、 長石 良好 間而 ス ス J - 10 P -8 

18 1 196 6 . 2  0 . 7  ミ ガキ ミ ガ キ 黄褐 にぷ憧 石英、 角閃石、 長石 良好 面 ス ス 一括
18 1 197 4 . 8  0 . 8  ミ ガ キ ミ ガキ にぷ黄禍 に ぶ黄慢 石英 、 角 閃石、 長石 良好 両面 ス ス J - 1 1  161 

18 1 198 6 . 0  0 . 9  ナ デ 条痕の上ナデ 浅黄椴 浅黄栂 砂粒、 角 閃石‘ 長石 良好 同而 ス ス K -8一括

18 1 199 4 . 5  0 . 6  ナ テ 突帯. ナデ 浅黄俄 浅黄慢 砂粒 、 長石 良好 内 面 ス ス F -3 15 

18 1 ∞ 6 . 0  1 . 0  ナデ
ナ

ナ

ナ
1

l 条

条
デ

デ

デ. 刻 目 突帯 に ぶ黄俊 に ぷ黄憶 石英. 角 閃石 . 長石 良好 両面 ス ス K-7 53 

18 1 201 5 . 8  。 目 9 ナ デ 刻 目 突帯 にぷ黄慢 に ぶ黄憶 角閃石. 長石 良好 D -2 6O 

18 1 202 6 . 5  0 . 9  ナ デ 2 条

条
デ

デ

. 主1) 目 突帯 にぷ黄燈 に ぷ黄僚 石英. 角 関石 良好 外而 ス ス F -4 25 

18  1 203 5 . 6  l 目 。 ナ デ ナ 、 刻 目 突帯 にぷ憧 に ぷ黄櫨 粗砂粒. 石英. 長石‘ 雲母 良好 外 商 ス ス E -6 6 

18 1 204 8 . 7  0 . 9  ナ デ ナ
2

‘ 刻 目 突帯 浅黄信 にぶ健 細砂粒. 長石、 角 関石 良好 両面 ス ス K-IO  P -I 

18 1 205 7 . 1  0 . 6  ナデ ナ
2

2

条
デ
条

条

ア 、 刻 目 突帯 にぶ1責特f 被 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 K-7 188 

18 1 206 8 . 5  1 . 1  ナデ ナ 、 刻 目 突帯 にぶ筑俄 にぶ黄信量 石英、 角閃石、 長石 良好 口 層 部刻 目 、 外面ス ス K -8 31 

18 1 207 6 . 5  。 目 7 ナ デ ナ デ にぷ貨僚 灰黄褐 石英、 角 閃 石 、 長石 良好 口 層部刻 目 、 外面 ス ス K-7 126 

18 1 208 24 . 6  3 . 3  0 . 6  ミ ガ キ ミ ガキ 概 椴 粗砂粒町 長石、 石英 良好 口 層部刻 目 、 外而薄 く ス ス H -9 P -2 

18  1 209 3 . 9  1 . 1  ミ ガ キ ミ ガキ にぶ赤禍 灰赤 砂粒、 小石 良好 外商 ス ス 17号土坑

19 1 210 3 . 5  1 . 0 ナデ ミ ガ キ ‘ 沈線 1 に ぷ黄綬 にぷ黄憶 細砂粒. 長石. 角 閃 石 良好 外商 ス ス J -10一括

19 1 2 1 1  2 . 0  。 目 8 ミ ガ キ
条
ナ
楕

デ、
形
キ

沈

盲

線

t

1 条 . 明 赤 褐 にぷ僚 角閃石. 長石. 雲母 良釘 G -5 一括

19 1 212 2 . 6  0 . 6  ミ ガ キ ミ
何
ガ . 沈線 1 黒褐 にぷ黄褐 長石 良好 両面 ス ス K -8一括

条
19 1 213 3 . 2  0 . 6  ミ ガ キ ミ ガキ 、 沈線 2 にぷ黄憶 にぶ黄憧 長石 良好 両面 ス ス K -6一括

条
19 1 214 4 . 2  0 . 6  ミ ガキ ミ ガキ に ぷ黄燈 にぶ黄控 細砂粒. 角 閃石 良府 17号土坑

19 1 215 8 . 8  0 . 6  ミ ガ キ 、 沈線 1 条 ミ ガキ 、 沈線 1 黒褐 禍 細砂粒、 長石 良好 両而 ス ス 一括
条

19 1 216 5 . 5  0 . 7  ミ ガキ ナデ に ぷ黄俊 浅黄燈 砂粒、 石英、 長石町 角肉石 良好 外 商 ス ス 1 -10  1 14 

19 1 217 4 . 5  0 . 6  ナデ、 凹線 1 条 ナデ に ぶ紫祇 に ぶ黄燈 角閃石 長石 良好 両面 ス ス J 回 10 103 

19 1 218 1 1 . 8  3 . 0  0 . 8  ナデ ナデ にぶ燈 にぶ燈 長石、 角 閃石 良好 J - 10 247 

19 1 219 4 . 5  0 . 6  ミ ガ キ ミ ガキ にぶ赤褐 褐灰 制砂粒、 長石、 石英、 角関右 良好 J -6 

19 1 220 2 . 6  0 . 5  ミ ガキ 条
ミ ガ キ

線
、

羽
凹

回

線
状
線

文
2 黒褐 11骨灰黄 角 閃石 良好 ト10一括

19 1 221 2 . 9  。 ー 7 ナ デ ミ ガ
純
キ

1 • 2 にぷ黄偉 灰黄褐 砂粒、 長石. 角 閃 石 良好 外 而ス ス J -7一括

19 1 222 0 . 5  ミ ガキ 量消縄文 ミ ガ にぷ黄概 にぶ黄褐 細砂粒. 長石 . 石英、 角 閃石 良好 外而 ス ス J -7-括

19 1 223 1 . 0  ナ デ 条読の上ナデ に ぷ黄燈 浅黄櫨 細砂粒. 長石.石英. 角 閃石 . 雲母 良好 内 面 ス ス H-8一括

19 1 224 0 . 9  ナ デ 組織痕 暗褐 にぷ赤褐 砂粒. 角 閃 石 良好 外
期)

面 ス ス . 晩期浅鉢 (突帯文 E -4 16 

19 1 225 7 . 2  4 . 9  1 . 2  ナ デ ナ デ 浅黄綬 灰褐 粗砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 外而 ス ス J -7一括

19 1 226 3 . 5  1 . 3  0 . 6  ミ ガキ ミ ガキ 灰賞 日昔灰黄 制11砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 同而 ス ス J 司1 1 154 

19 1 227 6 . 0  1 . 4  0 . 6  ナ デ ナデ 灰黄褐 にぶ燈 砂粒ー 石英ー 長石、 角 閃 石 良好 内 面 ス ス J -6 64 

19 1 228 7 . 8  2 . 2  1 . 5  ナ デ ナ デ 燈 にぶ援 砂粒ー 角 閃右 、 長石 良好 底辺部は指頭痕 J -6一括

19 1 229 8 . 4  4 . 6  1 . 3  ナデ ナデ にぶ黄燈 にぶ黄燈 砂粒町 長右、 右英、 角 閃石 、 雲母 良好 外商 ス ス 4 ， 5号土峨墓埋土

19 1 230 7 . 6  2 . 7  1 . 3  ナデ ナデ 黄灰 燈 砂粒. 角 閃石 、 長石 良好 内 面 ス ス K - I0 4 

19 1 231 7 . 8  3 . 5  1 . 2  ナ デ ナ デ 浅黄櫨 に ぶ援 砂粉、 長石、 右英、 角 閃石、 雲母 良好 外商 ス ス K-7一括

19 1 232 9 . 5  3 . 7  1 . 4  ナ デ ナデ 灰黄 燈 砂粒. 角 閃石、 長石 良好 外商 ス ス G -4一括

19 1 233 1 0 . 4  4 . 8  1 . 3  ナデ ナデ に ぶ黄侵 にぶ撞 砂魅. 角 閃石. 長石 良好 内 面薄 く ス ス 1 号住埋土

19 1 234 7 . 0  4 . 1  0 . 9  ナデ ナデ 燈 にぶ黄燈 砂紘. 長石 良好 外面 ス ス 一括

19 1 235 5 . 5  2 . 0  0 . 9  ナ デ ハ ケ 灰黄 にぷ黄檀 角 閃右 、 長石 良好 両面 ス ス J -6 67 

19 1 236 6 . 4  4 . 1  1 . 2  ナデ ナデ にぷ黄禍 燈 砂粒. 長石. 金m母 良好 内 面 ス ス G -9 6 

19 1 237 6 . 1 5 . 2  0 . 8  ミ ガキ ミ ガキ にぶ燈 に ぶ黄燈 砂粒町 長布、 右 英 . 角 閃石 、 m 良好 K -7 125 

19 1 238 8 . 4  3 . 0  0 . 8  ナデ ナデ 浅黄櫨 浅黄燈 砂牧、 長石、 石英、 角 閃石 、 雲母 良好 外面薄 〈 ス ス K-7 65 

19 1 239 5 . 6  6 . 7  0 . 8  ナ デ ナデ 浅黄 にぶ黄樫 粗砂粒町 長;百ー 角 閃石 良好 両国 ス ス 1 -6 12  

「「uqJ

 



第 3 節 縄文時代の遺物

2. 石器 (第20"-'49図)

I区か ら 出土 し た縄 文時代の石器は 、 総数283点で あ る 。 そ の 内 訳 は 、 石鯨67点 、 石匙 8 点、 石錐 7 点、 削

器28点、 挟入石器 6 点、 模型石器16点、 打製石斧1 1点、 磨製石斧 2 点、 石錘 1 点、 石皿 1 点、 磨石 ・ 敵石65

点、 異形石器 1 点、 石棒 1 点、 二次加工の あ る 不定形石器34点、 使用痕の あ る 剥片35点で、 石織 と 磨石 ・ 敵

石が多 く を 占め て い る 。 ま た、 石核が21点 出土 し て い る 。 こ こ では、 主 要な遺 物221点 を掲載 し た。 以下、 器

種ごと に 、 特徴につ い て 見て い き たい。

なお、 それ ぞれの遺 物の計測値につ い て は、 r 1区出土縄文石器観察表 J (第 8 "-' 1 1表) に ま と め て い る 。

石蝕 (第20"-'24図)

石蟻は、 67点出土 した。 石材 と して は、 黒曜石製が34点、 チ ャ ー ト 製が 7 点、 安 山岩製が26点 と な っ て い

る 。

出土 し た石搬は、 すべて 無茎鉱 に あ たる が、 そ の形状に よ っ て 、 正三角 形 を呈す る も の ( A群) 、 二 等辺三

角 形 を呈す る も の ( B群) 、 側縁の角度が上半部で変化 し 、 玉角 形あ る い は砲弾形 を呈する も の ( C 群) の 3

つ に分 け ら れ る 。

ま た、 基部の形状の特徴か ら 、 平基の も の ( I類) 、 浅い挟 り が入 る も の ( II類) 、 V 字状 に挟 り が入 る も

の ( ill類) 、 U字状に挟 り が入 る も の (N類) 、 深 く 挟 られた長脚の も の ( V類) 、 円 基の も の (VI類) に 分 け

る こ と がで き る 。

こ の 2 つ を 組み合わせ た20類の う ち 、 実際に 出土 し たのは13類で、 BN、 BV類が共に 9 点で一番多 く 、

次いで Bill類が 8 点、 BII類が 7 点出土 し て い る 。

AI類 ( 1 、 2)

平基の正三角 形石 嫉で あ る 。 2 点 出土 し た。

1 は表裏面 と も 調整が行われて い る が 、 2は 素材剥片の剥離面 を一部残 し て い る 。

B 1類 ( 3"-' 7 )

平基で、 二 等辺三角 形 を 呈す る 石鍛で あ る 。 4 点出土 し た。

3は右基部、 4は 先端、 5は左基部 をそれ ぞれ欠損 し て い る 。 ま た、 7 は右 側縁 を欠損 し て い る 。 小型の

も の ( 3、 4) と 大型の も の ( 5、 6) が あ る 。

C 1類 ( 8"-'10)

平基で 、 側縁が上半部で変化す る 石織で あ る 。 3 点出土 し て い る 。 側縁に角 を 持 ち 、 五角 形 に 近 い も の

( 8) と 、 角 が な く 砲弾形に近い も の ( 9、 1 0) が あ る 。

AII類 0 1 "-'1 3)

正三角形で、 基部に浅い挟 り の入 る 石蟻で あ る 。 3 点出土 し た。

1 1 は小型で、 風化 と 磨耗が 激し く 、 調整がわか り に く く な っ て い る 。 1 2は 先端、 1 3 は 先端 と 右基部 を欠損

し て い る 。

BII類 0 4"-'19 、 56)

二 等辺三角 形で、 基部に浅い挟 り の入 る 石織で あ る 。 7 点出土 し て い る 。

14 、 1 8は小型の石織で あ る 。 1 6 は表面 中 央部、 56は表裏面 中央部 を研磨 し た局部磨製石織であ る 。 な お 、

1 5は右基部、 1 8 は 先端 と 左基部の一部を欠損 し て い る 。

C II類 (20、 21 )

基部に浅い扶 り が入 札 側縁が上半部で変化す る 石鯨で あ る 。 2 点 出土 し て い る 。 2 点 と も 角 はな く 、 砲
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弾形 に近い。

21 は 素材剥片の剥離面 を 一部残 し て い る 。

BIII類 (22"'29)

二 等辺 三 角 形 で 、 基部が V 字状 に挟 ら れた 凹基の石鯨で あ る 。 8 点 出 土 し て い る 。 側縁が 直親状 の も の

(22"'25、 28、 29) と 、 下半部で変化する も の (26 、 27) の 2 種類が あ る 。

22は左脚の一部、 23は 先端部 を欠損 し て い る 。 24は小型の石 嫉で、 右脚の 一部 を 欠損 し て い る 。 26 も 小型

で、 先端部 を欠損 し て い る 。 27は右脚部 を欠損 して い る 。 28は大型の石織で、 先端 と 右脚部 を欠損 し て い る 。

29は 側縁が 内 奇 気味で、 素材剥片の剥離面 を残す。 ま た 、 先端 と 脚部 を欠損 し て い る 。

C III類 (30)

五角 形で、 基部が V 字状 に挟 ら れた凹基の石織で あ る 。 1 点のみの出土で あ る 。 側縁上半 に角 を持 ち 、 右

脚部 を欠損 し て い る 。 ま た 、 表裏面 に素材剥片の剥離面 を残す。

AN類 (31 "'33) 

正三角 形 を 呈し、 基部が U 字状 に挟 られた凹基の石鱗で あ る 。 3 点 出土 し た 。 いずれ も 細かい調整が な さ

れてい る 。

32は 側縁が下半部で湾曲 し た形状 を し て い る 。 33は 先端 と 右脚部 を欠損 し て い る 。

BN類 (34"'42)

二 等辺 三 角 形 で 、 基部が U字状 に挟 ら れた 凹基の石 嫉で あ る 。 9点 出 土 し て い る 。 側縁が 直線状の も の

(34、 36、 40) と 、 下半部で変化する も の (35、 37"'39、 41 ) が あ る 。

42は長さ 4 .5 c m の大型の石鯨で、 内脅 した 側縁を持つ。 ま た 、 一部 に素材剥片の剥離面を残 し て い る も の

(35、 37"'41 ) が多 く あ る 。 36は風化、 磨耗が 激し く 、 調整がわか り に く く な っ て い る 。 な お 、 34、 36は 先

端 と 右脚の一部、 37は右脚の一部、 38は 先端 と 左脚部 を 、 それ ぞれ欠損 し て い る 。

AV類 (43)

正三角形で、 基部が深 く 挟 ら れて長脚 にな る 石鍛で あ る 。 1 点のみの出土で あ る 。 右脚は欠損 し て い る が 、

左 側縁は下半部で変化 して 、 角 をつ く っ て い る 。

BV類 (44"'52)

二 等辺三角形 を 呈し 、 基部が深 く 扶 ら れて長脚 にな る 石鍛で あ る 。 9点 出土 し た 。 側縁が 直線状 の も の が

1 点 (51 ) で 、 内軍事す る も の が 2 点 (46、 47) 、 外軍事 気味の も のが 6 点 (44、 45、 48"'50、 52) で あ る 。

51 は表裏面、 52は裏面に素材剥片の剥離面を残 してい る 。 なお、 45、 49は左脚部、 46、 47 、 52は 先端 と 左

脚部、 51 は 先端部 を 、 それ ぞれ欠損 し て い る 。

BVI類 (53"'55)

二 等辺三角 形 を 呈す る 円基の石鍛で あ る 。 3 点出土 し て い る 。

53、 54は 側縁が外湾 気味、 55は 直線状で あ る 。 54は調整が組 く 、 未加工品 の 可能性が あ る 。 55は右 側縁 を

欠損 し て い る 。

所属不明 の石 嫉 (57"'63)

欠損 によ っ て 、 分類で き な か っ た石 蟻が 7 点出土 し て い る 。

57 、 60は 素材剥片の剥離面がかな り 残 っ てお り 、 未加工 品 の 可能性 が あ る 。 61 は 側縁 が 内 湾 気味で あ る 。

未加工品 (64"'67)

石搬の未加工 品 と 思われ る も の が 4 点出土 し て い る 。 いずれ も 縁辺 の調整が 中途 で、 終わ っ て お り 、 製作 に

失敗 し た か、 製作途 中 に何 ら かの理 由 で放棄 さ れた も の と 思われ る 。
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石匙 (第25、 26図)

石匙は、 全部で 8 点出 土 し た 。 内訳は横型が 6 点 (68'"73) 、 縦型が 2 点 (74、 75) で あ る 。

66は、 黒曜石製の小型の石匙で あ る 。 67はつ まみを欠損 し て い る 。 70、 71 は調整が一部に と ど ま っ て お り 、

未加工品の可能性が あ る 。 ま た 、 71 は両端部 を欠損 して い る 。 72、 73は と も に縦型石匙で、 先端部 を欠損 し

て い る 。

石錐 (第27図76"'82)

石錐は、 7 点 出土 し た 。 明陳なつ ま み状の頭部 を持つ も の (78) と 、 不定形の剥片の一部 を加工 し て錐部

を作 り 出 し 、 は っ き り し たつ ま み部を持っ て い な い も の に分 け られ る 。 ま た 、 形状は舟形の も の (79、 80) 、

菱形の も の (76、 81 、 82) 、 三角 形の も の (77、 78) に分け ら れ る 。

削器 (第27図83'"第32図1 1 0)

剥片の側縁部に連続的 に調整を加 え て作 られた刃部を持つ石器 を 削器 と し て 扱 っ た 。 全部で28点 出 土 し た 。

大 き さ に よ っ て 、 大型の も の (1 02'"1 05) 、 中 型の も の (93'"1 01 、 1 09) 、 小型の も の (83"'92、 1 06"'1 08 、

1 09 、 1 1 0) に 分 け ら れ、 大型のすべて 、 中 型 も l 点 (1 09) を 除 く すべて が安山岩 を石材 と し て い る 。

1 07 、 1 09は石核の縁辺 に調整 を入れて 、 削器 と し て転用 し て い る 。

挟入石器 (第32図1 1 1 '"第33図1 1 6)

石器本体の一部に挟入加工 に よ る 寄入部が 見 られる も の で、 6 点が 出 土 し て い る 。

1 1 1 は両側縁に湾入部が あ り 、 裏面か ら の片面調整が行われて い る 。 1 1 2は右側縁に湾入部が あ り 、 表面か

ら の片面調整が行われて い る 。 1 1 3は上側縁に湾入部が あ る が 、 調整に よ っ て 突起 を作 り 出 し て お り 、 錐 と し

て使われた可能性 も あ る 。 1 1 4 と 1 1 6は右側縁下部、 1 1 5は下側縁に表面片面調整の湾入部が あ る 。

棋形石器 (第33図1 1 7'"第35図)

向かい合 っ た 2 辺 の縁辺部に階段状の剥離痕が対に な る 石器で、 16点 出土 し た 。

1 1 7は表面に磯面 を残 し 、 上下両端に対向す る 剥離痕が あ る 。 1 1 8は上面 に磯面 を残 し 、 上下両端に対向す

る 剥離痕が あ る 。 1 1 9は表面 に磯面を残 し、 上下両端に対向す る 剥離痕が あ る 。 ま た 、 左側縁に は折れ面 が あ

る 。 1 20は表面 と 左側面 に磯面 を残 し 、 上下両端に対向する 剥離痕が あ る 。 1 21 は上下両端に折れ面が あ り 、

両側縁に対向す る 剥離痕が あ る 。 1 22は表面に磯面を残 し、 上下両端に対向す る 剥離痕が あ る 。 1 23は上面に

磯面 を残 し 、 両側縁に対向す る 剥離痕が あ る 。 1 24は上下両端に対向する 剥離痕が あ り 、 右側端に は折れ面が

観察 さ れ る 。 1 25は上下両端 と 両側縁に対向する 剥離痕が あ る 。 1 26はチ ャ ー ト 製で 、 上面 と 左側面に磯面 を

残 し 、 上下両端 と 両側縁に対向する 剥離痕が あ る 。 1 27は両側縁に対向す る 剥離痕が あ る 。 1 28 と 1 29は上下両

端 と 両側縁に対向する 剥離痕 が あ る 。 1 30は上端部 と 両側縁に小剥離痕が あ り 、 下端に は折れ面が あ る 。 1 31

は頁岩製で、 下端部 に小剥離痕が あ り 、 両側端に は折れ面が観察 さ れ る 。 1 32は裏面 と 左側 面 に礎面 を残 し 、

上下両端に対向する 剥離痕が あ る 。

打製石斧 (第36図1 33'"第37図1 43)

打製石斧は 、 1 1点 出土 し た 。 形態 に よ っ て 、 両側縁が ほぼ平行な短冊形 (長方形) の も の が ほ と ん ど で あ

る が 、 上下両端に比べて 中 央部が く びれた分銅形の も の も 1 点 (1 41 ) 出 土 し て い る 。 石材は砂岩製が 多 く を

占 め る 。

1 34は表面に礁面を残 し て い る 。 1 35は刃部、 1 36"'1 38は下半部 を欠損 し て い る 。 1 39は玄武岩製、 裏面に礁

面 を残 し 、 両端を欠損 し て い る 。 1 40は安 山岩製で、 表面に礁面 を残 し 、 上端部 と 、 刃部の一部 を欠損 し て い

る 。 1 41 は刃部の一部 を欠損 し て い る 。 1 42は頁岩製で、 側縁上半部 に ゆ る い く びれ を持 ち 、 刃部 を欠損 し て

い る 。 1 43 も 側縁上半部 に ゆ る い く びれを持つ。

- 43 -
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磨製石斧 (第37図1 44、 1 45)

磨製石斧は、 2 点 出土 し た 。 2 点 と も 砂岩製で あ る 。

1 44は両端部 を欠損 し て い る 。 表面 と 側面全体に敵打痕があ り 、 裏面 を磨い て い る 。 1 45は裏面、 刃部お よ

び基部の一部 を 欠損 し て い る 。 上半部に敵打痕が あ り 、 下半部を磨い て い る 。

石錘 (第38図1 46)

1 46は砂岩製の石錘で、 1 点のみの出土で あ る 。 円礁の 中央部に 1 本の溝を巡 ら し た有溝石錘であ る 。

石皿 (第38図1 47)

1 47は砂岩製の石皿の一部で、 1 点 出土 し て い る 。 石の表面に 凹状の磨痕 を持つ。
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磨石 ・ 融石 (第38図1 48---第44図1 88)

磨石 ・ 敵石は、 合わせて65点 出土 し た 。 すべて砂岩製であ る 。 多 く が 円盤状の礁を使用 し 、 一部に磨痕、

あ る い は敵打痕 を残 し て い る 。 ま た 、 一部 を欠損 して い る も の も 多い。 こ こ では41点 を掲載 し た 。

1 52 、 1 61 、 1 76に は ス ス が付着 し 、 1 65 、 1 78 、 1 83は熱 を受けて赤変 し て い る 。

二次加工の あ る不定形石器 (第45図1 89"-'1 95)

二次加工の あ る 不定形石器は、 34点 出 土 した。 こ こ では 7 点 を掲載 し て い る 。 すべて黒曜石製 で あ る 。

1 89は剥片の上半部の 両側縁に調整 を加 え て突出部を作 り 出 し て お り 、 石錐の未加工品 の 可能性が あ る 。 ま

た 、 1 90 、 1 91 も 同様の加工が行われてお り 、 石錐の可能性が あ る 。 1 92は表面に磯面 を残す。 1 93は上半部 を

折損 し て い る 。 1 94、 1 95は剥片の下半部に調整を加 え て い る 。

使用槙の あ る 剥 片 (第45図1 96"-'第46図202)

縁辺 に刃 こ ぼれ状の使用壌が残 る 剥片は、 全部で35点出土 した。 こ こ で は 7 点 を掲載 し て い る 。 両側縁が

ほぼ平行 し て い る 刃器状剥片 を使用 し て い る も の (1 96 、 1 98、 202) と 、 それ以外の不定形剥片 を使用 し て い

る も の の 2 つ に分 け る こ と が で き る 。
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1 98はかな り 風化 し た チ ャ ー ト の縦長剥片で、 下半部 を折損 し て お り 、 両側縁に は刃 こ ぼれ状の使用痕が観

察 さ れる 。

石核 (第46図203--第49図21 9)

石核は、 全部で21点 出土 し た 。 こ こ では17点 を掲載 し て い る 。 主に一方向か ら の剥離痕が残 る も の (203、

204、 207 、 208、 21 4) と 、 そ の他の、 多方向か ら の剥離痕が残 る も の に分 け られ る 。

21 1 、 21 5 、 21 7は安山岩、 21 3はチ ャ ー ト であ る 。

異形石器 (第49図220)

220は両側縁の 中 央部 に く びれ を も っ、 糸巻形石器 と よ ばれ る も ので あ る 。 黒曜石製 で あ る 。

石棒 (第49図221 )

221 は砂岩製の石棒で あ る 。 全体的に研磨 さ れてお り 、 先端 と 、 基部の一部 を欠損 し てい る 。 ま た、 先端の

折損部 に は ス ス が付着 し て い る 。
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第 3 節 縄文時代の遺物

第 8 表 I 区 出 土石器観察表 ( 1 )

図版番号 遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ( g ) 備 考 取 上 番 号

20 l 石鍛 黒曜石 1 . 6  1 . 5 0 . 5  0 . 8  5号土坑

20 2 石嫉 安山岩 2 . 1  2 . 0  5 . 5  2 . 0  E -5一括

20 3 石鍛 安山岩 1 . 4 1 . 2 0 . 4  0 . 4  右基部欠損 表採
20 4 石鍛 黒曝石 1 . 4  1 . 1  0 . 3  0 . 3  先端欠損 表採
20 5 石鍛 安山岩 2 . 1  1 . 4 0 . 3  0 . 9  左基部欠損 G -7一括

20 6 石鍛 チャー ト 2 . 9  1 . 5  0 . 4  1 . 5  K -7 23 

20 7 石錐 黒曜石 2 . 0  1 . 6 0 . 4  1 . 0  右縁辺 、 右側辺欠損 E -4 51  

20 8 石鍛 安山岩 2 . 3  1 . 5  0 . 4  2 . 0  J -6一括

20 9 石鍛 黒曜石 2 . 2  1 . 0  0 . 6  1 . 1  左基部欠損 1 -6 6 

20 10 石嫉 黒曜石 2 . 7  1 . 5  0 . 6  2 . 4  一括

20 1 1  石鍛 安山岩 1 . 3 1 . 3  0 . 2  0 . 6  風化、 摩耗激 し い K -9一括

20 12 石嫉 安山岩 1 . 7  1 . 7  0 . 4  0 . 8  先端、 左基部欠損 ト10一括

20 13 石鍛 チャー ト 1 . 9 2 . 3  0 . 6  2 . 3  先端、 右基部欠損 一括

20 14 石鍛 黒曜石 1 . 5 1 . 3  0 . 3  0 . 3  一括

20 15  石鍛 黒曜石 1 . 9 1 . 5  0 . 5  1 . 1  先端、 右基部欠損 一括

20 16 石鍬 安山岩 1 . 9 1 . 6 0 . 3  0 . 9  局部磨製 K -7一括

21 17  石鍛 黒曜石 2 . 5  1 . 9  0 . 4  1 . 1  17号土坑

21 18 石鍛 黒曜石 1 . 2 1 . 1  0 . 3  0 . 3  先端、 左基部欠損 一括

21 19 石鍛 黒曜石 2 . 9  2 . 0  0 . 6  2 . 3  J -8一括

21 20 石嫉 安山岩 2 . 2  1 . 6 0 . 5  1 . 3  K - lO 23 

21 21 石鍛 黒曜石 2 . 4  1 . 8 0 . 5  1 . 8  J -7 46 

21  22 石鍬 安山岩 2 . 2  2 . 0  0 . 4  1 . 1  左脚部欠損 J -8一括

21 23 石鍛 安山岩 1 . 8 1 . 8 0 . 3  0 . 7  先端部欠損 E -3 22 

21  24 石鍛 黒曜石 1 . 7  1 . 3 0 . 4  0 . 6  右脚部欠損 K -6 16 

21 25 石鍛 チャー ト 2 . 3  1 . 9  0 . 5  1 . 1  右脚部欠損 K -7 1 17 

21  26 石鍛 黒曜石 1 . 3  1 . 5  0 . 3  0 . 5  先端、 右脚部欠損 D -5 22 

21  27 石鍛 安山岩 2 . 1  1 . 3  0 . 4  0 . 7  右脚部欠損 K -6一括

21 28 石鍛 安山岩 3 . 2  2 . 1  0 . 6  2 . 7  先端、 右脚部欠損 J -6 58 

22 29 石鍛 黒曜石 1 . 9  1 . 7  0 . 5  1 . 3  先端、 脚部欠損 J -7一括

22 30 石鍛 安山岩 2 . 7  1 . 5  0 . 2  1 . 1  右脚部欠損 一括

22 31  石鍛 安山岩 2 . 2  2 . 2  0 . 4  1 . 1  J -9一括

22 32 石嫉 黒曜石 3 . 1  3 . 0  0 . 5  2 . 7  1 -9 1 1  

22 33 石嫉 黒曜石 2 . 4  1 . 4 0 . 4  1 . 1  先端、 右脚部欠損 K -7 308 

22 34 石鍛 安山岩 2 . 0  1 . 2  0 . 4  0 . 7  先端、 右脚部欠損 K -9 126 

22 35 石嫉 安山岩 2 . 5  1 . 7 0 . 2  0 . 8  E -5 28 

22 36 石鍛 安山岩 2 . 1  1 . 3 0 . 3  0 . 6  先端、 右脚部欠損 E -3 一括

22 37 石鍛 黒曜石 2 . 0  1 . 4 0 . 2  0 . 6  右脚部欠損 J -6 46 

22 38 石鍛 チャー ト 1 . 8  1 . 5  0 . 3  0 . 7  先端、 左脚部欠損 J -9一括

22 39 石鍛 黒曜石 2 . 3  1 . 7  0 . 5  1 . 4 K -7一括

22 40 石鍛 チャー ト 2 . 3 1 . 4  0 . 3  0 . 9  E -6一括

22 41  石鍛 黒曜石 2 . 2  1 . 8  0 . 4  1 . 1  K -7 195 

23 42 石鍛 安山岩 4 . 5  2 . 2  0 . 6  3 . 0  E -6一括

23 43 石嫉 安山岩 2 . 4  1 . 9  0 . 3  0 . 9  右脚部欠損 G -9一括

23 44 石鍛 黒曜石 2 . 2  1 . 4 0 . 4  0 . 7  左脚部欠損 1 -10  39 

23 45 石鍛 黒曜石 3 . 8  2 . 0  0 . 5  1 . 7 左脚部欠損 J -6 23 

23 46 石鍛 チャー ト 2 . 0  1 . 8 0 . 4  1 . 5  先端、 左脚部欠損 一括

23 47 石鍬 安山岩 2 . 9  1 . 4  0 . 4  1 . 4 先端、 左脚部欠損 F -4撹乱

23 48 石鍛 安山岩 2 . 7  1 . 9  0 . 4  1 . 5 J -9 8 

23 49 石鍛 黒曜石 2 . 4  1 . 5  0 . 3  0 . 7  左脚部欠損 1 -10一括

23 50 石倣 安山岩 2 . 3  1 . 5  0 . 4  0 . 9  先端、 右脚部欠損 K -9一括

23 51 石嫉 黒曜石 2 . 6  2 . 0  0 . 3  1 . 0 先端部欠損 F -5 15 

23 52 石鍛 黒曜石 2 . 6  1 . 9  0 . 4  1 . 1  先端、 左脚部欠損 K -7 274 

24 53 石鍬 黒曜石 3 . 0  2 . 1  0 . 7  4 . 0  J -9一括

24 54 石鍛 安山岩 2 . 9  2 . 1  0 . 6  2 . 9  E -4 7 

24 55 石鍛 黒曜石 2 . 1  1 . 2  0 . 4  0 . 9  先端、 右半部欠損 J -10一括

24 56 石鍛 安山岩 3 . 0  1 . 8  0 . 5  1 . 9 局部磨製 10号護棺墓埋土

24 57 石鍛 黒曜石 2 . 3  1 . 2  1 . 2  0 . 7  右基部欠損 J -7一括
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第 E 章 平成 5 (1993) 年度第 I 調査 区

第 9 表 I 区 出土石器観察表 ( 2 ) 

図版番号 遺物番号 器 種 石 キオ 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ( g ) 備 考 取 上 番 号

24 58 石鍛 黒暖石 1 . 9 1 . 0 0 . 3  0 . 4  左基部欠損 G -5 8  

24 59 石鍛 黒曜石 1 . 9  1 . 1  0 . 3  0 . 5  基部欠損 J -6一括

24 60 石鍛 黒曜石 2 . 0  1 . 2 0 . 4  0 . 8  基部欠損 J -7一括

24 61  石嫉 チャー ト 2 . 1  1 . 5 0 . 5  1 . 3 先端、 基部欠損 F -5一括

24 62 石鍛 黒曜石 1 . 3  1 . 3  0 . 2  0 . 3  基部欠損 F -4一括

24 63 石鍛 安山岩 2 . 6  1 . 7  0 . 5  1 . 6 先端、 左基部欠損 E -4一括

24 64 石鍬 黒曜石 2 . 5  1 . 1  0 . 3  0 . 7  J -6 72 

24 65 石鍬 黒曜石 2 . 1  1 . 4 0 . 4  1 . 0 一括

24 66 石鍛 黒曜石 2 . 5  1 . 9 0 . 5  2 . 0  右基部欠損 J -9一括

24 67 石鍛 安山岩 2 . 2  1 . 6 0 . 7  2 . 4  J -7一括

25 68 石匙 黒曜石 1 . 3  1 . 8  0 . 3  0 . 5  K -7一括

25 69 石匙 安山岩 2 . 3  3 . 2  0 . 8  3 . 8  つ ま み部欠損 J - 10 313 

25 70 石匙 安山岩 3 . 7  5 . 4  0 . 9  9 . 5  1 - 10 21  

25 71 石匙 安山岩 3 . 1  4 . 7  0 . 5  6 . 0  一指
25 72 石匙 安山岩 3 . 1 4 . 4  0 . 8  12 . 4  F -5一括

26 73 石 匙 安山岩 2 . 1  4 . 5  0 . 7  7 . 4  両端欠損 J -9 287 

26 74 石匙 安山岩 5 . 1  3 . 4  1 . 1  16 . 8  先端部欠損 J -9 234 

26 75 石匙 安山岩 6 . 8  4 . 4  1 . 5  35 . 4  先端部欠損 J -6一括

27 76 石錐 黒曜石 2 . 3  2 . 1  0 . 4  1 . 9 K -9一括

27 77 石錐 黒曜石 2 . 0  2 . 3  0 . 7  2 . 2  J -7一括

27 78 石錐 黒曜石 1 . 8  1 . 4 0 . 5  0 . 9  K -7一括

27 79 石錐 黒曜石 2 . 5  1 . 6 0 . 5  1 . 4  E -6 38 

27 80 石錐 黒曜石 3 . 2  1 . 2  0 . 2  0 . 8  K -9一括

27 81  石錐 黒曜石 3 . 0  2 . 0  0 . 4  3 . 1  D -3一括

27 82 石錐 安山岩 1 . 8  1 . 5  0 . 5  1 . 0 F -6一括

27 83 削器 黒曜石 4 . 1 3 . 2  0 . 7  1 1 . 4  K - 10 19  

27 84 削器 黒曜石 2 . 7  3 . 2  0 . 4  5 . 8  K -8一括

27 85 削器 黒曜石 2 . 4  1 . 8  0 . 4  1 . 8 7号土壌墓埋土
28 86 削器 黒曜石 2 . 8  2 . 2  0 . 5  1 . 8  一括

28 87 削器 黒曜石 2 . 8  2 . 8  0 . 3  3 . 9  1 -6一括

28 88 削器 黒曜石 4 . 6  2 . 1  0 . 6  4 . 6  J -9一括

28 89 削器 黒曜石 3 . 2  2 . 4  0 . 6  4 . 6  H -8 P -6 

28 90 削器 安山岩 2 . 1  4 . 5  0 . 7  7 . 4  一部欠損 J - 10 62 

28 91  削器 チャー ト 2 . 6  3 . 4  0 . 7  3 . 6  一括

28 92 削器 黒曜石 2 . 1  1 . 9  0 . 3  1 . 4 J -7一括

28 93 削器 安山岩 5 . 2  5 . 7  0 . 9  21 . 4  K -9一括

29 94 削器 安山岩 5 . 6  3 . 6  1 . 1  20 . 6  K -8 100 

29 95 削器 安山岩 6 . 7  4 . 7  0 . 8  24 . 2  E -5 2 

29 96 削器 安山岩 5 . 7  3 . 4  0 . 8  14 . 8  一部欠損 K -7 31 

29 97 削器 安山岩 5 . 2  5 . 5  1 . 1  20 . 4  B -4 1 

30 98 削器 安山岩 5 . 5  3 . 1  0 . 8  12 . 4  一括

30 99 削器 安山岩 5 . 1  3 . 0  1 . 4 24 . 4  石核転用 J - 1 1 -括

30 100 削器 安山岩 5 . 9  4 . 7  0 . 8  16 . 8  E -4一括

30 101  削器 安山岩 3 . 9  4 . 3  0 . 4  10 . 6  J -6一括

31  102 削器 安山岩 8 . 1  3 . 9  1 . 5 31 . 2  J - 10 65 

31  103 削器 安山岩 5 . 7  6 . 0  1 . 3  37 . 6  D -5一括

31  104 削器 安山岩 7 . 4  5 . 2  9 . 5  37 . 0  J - lO 149 

31 105 削器 安山岩 9 . 5  5 . 0  0 . 7  35 . 2  K -8一括

31  106 削器 安山岩 5 . 6  9 . 4  1 . 2 62 . 5  E -5一括

32 107 削器 黒曜石 3 . 0  2 . 8  1 . 8 9 . 9 石核転用 G -7一括

32 108 削器 黒曜石 2 . 5  3 . 5  9 . 2  5 . 4  J -6 一括

32 109 削器 チャー ト 5 . 7  3 . 4  1 . 7  32 . 4  石核転用 G -7一括

32 1 10 削器 黒曜石 3 . 3  2 . 0  1 . 4  6 . 4  石核転用 一括

32 1 1 1  挟入石器 黒曜石 2 . 2  2 . 3  0 . 4  2 . 4  ト10一括

32 1 12 挟入石器 黒曜石 2 . 7  2 . 2  0 . 5  1 . 9 H -8一括

33 1 1 3  挟入石器 黒曜石 2 . 8  2 . 8  0 . 4  4 . 9  石錐の 可能性 J -8一括

33 1 14 挟入石器 チャー ト 3 . 9  1 . 5  0 . 7  3 . 7  J -7 一括
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第 3 節 縄文時代の遺物

第1 0表 I 区 出 土石器観察表 ( 3 )

図版番号 遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ( g ) 備 考 取 上 番 号

33 1 1 5  挟入石器 黒曜石 4 . 9  2 . 6  0 . 8  10 . 2  K -6一括
33 1 16 挟入石器 安山岩 6 . 2  4 . 0  1 . 0 28 . 6  K - 7  161  
33 1 17 模型石器 黒曜石 1 . 6 1 . 7  0 . 6  3 . 5  D -5近辺 一括
33 1 18 模型石器 黒曜石 3 . 4  1 . 8 0 . 8  6 . 7  J -7一括
33 1 19 模型石器 黒曜石 2 . 6  2 . 2  0 . 8  3 . 7  E -3一括
34 120 模型石器 黒曜石 1 . 9  2 . 2  0 . 8  2 . 3  K -8一括
34 121 模型石器 黒曜石 2 . 2  1 . 8 1 . 0  3 . 7  J -9一括
34 122 模型石器 黒曜石 3 . 0  1 . 6 1 . 2  5 . 5  J -8一括
34 123 模型石器 黒曜石 1 . 9 1 . 9  0 . 4  2 . 3  K -9 297 
34 124 模型石器 黒曜石 3 . 3  1 . 4  0 . 6  3 . 3  J -9一括
34 125 模型石器 黒曜石 3 . 3  2 . 2  1 . 2 8 . 0  J -7一括
34 126 模型石器 チャー ト 2 . 4  1 . 6 0 . 9  4 . 2  一括
34 127 模型石器 黒曜石 3 . 0  2 . 1  0 . 4  2 . 6  E -4一括
34 128 模型石器 黒曜石 3 . 0  3 . 1  1 . 2 10 . 4  K -7 275 
35 129 模型石器 黒曜石 4 . 3  1 . 9  0 . 5  5 . 3  K -6一括
35 130 模型石器 黒曜石 2 . 5  2 . 4  1 . 3  7 . 1  J -7一括
35 131  模型石器 頁岩 3 . 6  3 . 3  1 . 2 13 . 0  J -8一括
35 132 模型石器 黒曜石 2 . 1  2 . 7  1 . 2  4 . 4  K -9一括
36 133 打製石斧 砂岩 9 . 5  4 . 9  2 . 2  121 . 1  K -8一括

36 134 打製石斧 砂岩 10 . 8  5 . 5  1 . 8  127 . 7  16号土坑 10
36 135 打製石斧 砂岩 9 . 1  4 . 4  1 . 3  74 . 5  先端部欠損 1 号蜜棺墓埋土
36 136 打製石斧 砂岩 7 . 5  7 . 2  1 . 3  98 . 5  下半部欠損 ト10一括

36 137 打製石斧 砂岩 8 . 0  5 . 9  1 . 7  101 . 5  下半部欠損 K -7一括

36 138 打製石斧 砂岩 6 . 9  5 . 1  1 . 0  51 . 0  下半部欠損 K -7一括

36 139 打製石斧 玄武岩 6 . 8  8 . 2  2 . 0  1 18 . 5  両端欠損 J -9 98 
37 140 打製石斧 安山岩 1 1 . 6  6 . 6  2 . 3  207 . 7  両端欠損 J -6 71 
37 141  打製石斧 砂岩 10 . 9  4 . 9  1 . 4 81 . 5  先端の一部欠損 一括
37 142 打製石斧 頁岩 8 . 8  5 . 2  1 . 2 62 . 0  先端部欠損 J -9 241 
37 143 打製石斧 安山岩 9 . 8  5 . 2  2 . 0  1 13 . 2  先端部欠損 E -5 5 1  
37 144 磨製石斧 砂岩 6 . 7  3 . 9  1 . 8 62 . 5  両端欠損 K -9一括

37 145 磨製石斧 砂岩 21 . 4  5 . 3  2 . 6  250 . 0  先端部裏面欠損 E -6 7 
38 146 石錘 砂岩 8 . 8  7 . 7  8 . 9  510 . 0  K -7 278 
38 147 石皿 砂岩 12 . 3  13 . 5  6 . 4  830 . 0  J -7一括
38 148 磨石 敵石 砂岩 10 . 7  9 . 9  3 . 6  760 . 0  J -9 216 

38 149 磨石 敵石 砂岩 9 . 8  7 . 2  2 . 0  250 . 0  H -9 144 
38 1 50 磨石 敵石 砂岩 7 . 2  7 . 9  5 . 4  470 . 0  J - 10  222 
38 151  磨石 蔽石 砂岩 8 . 7  12 . 9  4 . 4  620 . 0  1 -10  97 
39 15� 磨石 敵石 砂岩 7 . 7  8 . 8  5 . 3  430 . 0  スス付着 J -7 15 

39 153 磨石 敵石 砂岩 7 . 4  8 . 9  5 . 2  390 . 0  J - 1 1  1 
39 154 磨石 厳石 砂岩 9 . 9  8 . 4  2 . 7  390 . 0  H -7 10  

39 155 磨石 敵石 砂岩 6 . 5  10 . 3  6 . 3  480 . 0  16号土坑 12
39 156 磨石 厳石 砂岩 1 1 . 5  9 . 0  6 . 3  850 . 0  F -3 14 
39 157 磨石 敵石 砂岩 10 . 6  7 . 9  6 . 1  740 . 0  J - 10 259 

40 158 磨石 厳石 砂岩 8 . 2  8 . 8  5 . 9  650 . 0  J -9 97 

40 159 磨石 蔽石 砂岩 9 . 2  8 . 4  5 . 5  550 . 0  1 - 1 0  67 
40 160 磨石 厳石 砂岩 7 . 5  10 . 0  2 . 6  430 . 0  K -9 129 
40 161  磨石 厳石 砂岩 4 . 2  9 . 7  6 . 9  350 . 0  スス付着 K -9 83 

40 162 磨石 敵石 砂岩 12 . 3  7 . 7  4 . 1  610 . 0  J -9 12 
40 163 磨石 敵石 砂岩 6 . 6  10 . 3  7 . 7  660 . 0  K -6 53 
41  164 磨石 蔽石 砂岩 10 . 7  8 . 9  4 . 1  580 . 0  K -6 44 
41  165 磨石 蔽石 砂岩 10 . 8  9 . 1  3 . 4  520 . 0  赤変 J - 10  176 
41  166 磨石 蔽石 砂岩 13 . 2  8 . 8  5 . 5  910 . 0  K -7 233 
41 167 磨石 厳石 砂岩 13 . 7  9 . 4  5 . 5  1220 . 0  1 -10  6 

42 168 磨石 敵石 砂岩 8 . 2  5 . 9  4 . 0  250 . 0  1 - 1 0  94 
42 169 磨石 敵石 砂岩 7 . 7  7 . 5  3 . 7  310 . 0  1 - 9  52 
42 170 磨石 敵石 砂岩 8 . 9  8 . 5  4 . 1  325 . 0  J - 10  158 

42 171  磨石 敵石 砂岩 8 . 7  7 . 1  1 . 9  190 . 0  1 - 9  43 
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第 皿 章 平成 5 (1993) 年度第 I 調査区

第1 1 表 I 区 出 土石器観察表 ( 4 )

図版番号 遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ( g ) 備 考 取 上 番 号

42 172 磨石 蔽石 砂岩 1 1 . 2  7 . 4  5 . 1 550 . 0  1 -9 50 

42 173 磨石 蔽石 砂岩 7 . 8  8 . 7  2 . 5  250 . 0  K -6 68 

42 174 磨石 鼓石 砂岩 10 . 1  8 . 1  5 . 6  550 . 0  J - 10 1 

42 175 磨石 厳石 砂岩 7 . 8  1 1 . 1  5 . 3  720 . 0  K - lO  25 

43 176 磨石 蔽石 砂岩 10 . 1  8 . 3  4 . 6  540 . 0  スス付着 K -8 19 

43 177 磨石 鼓石 砂岩 5 . 1  4 . 0  3 . 2  80 . 0  K -6 48 

43 178 磨石 蔽石 砂岩 10 . 1  9 . 7  7 . 3  970 . 0  赤変 H -7 5 

43 179 磨石 敵石 砂岩 13 . 6  8 . 9  5 . 7  940 . 0  K -6 87 

43 180 磨石 敵石 砂岩 12 . 4  8 . 1  4 . 1  580 . 0  K -7 235 

43 181  磨石 蔽石 砂岩 12 . 4  6 . 9  5 . 6  720 . 0  J -7 1 16 

44 182 磨石 敵石 砂岩 9 . 9  6 . 8  3 . 2  300 . 0  K -9 151  

44 183 磨石 敵石 砂岩 9 . 4  5 . 1  4 . 6  430 . 0  赤変 K -8 227 

44 184 磨石 敵石 砂岩 1 1 . 4  8 . 5  6 . 4  760 . 0  K -7 232 

44 185 磨石 厳石 砂岩 9 . 9  9 . 7  5 . 2  750 . 0  K -9 132 

44 186 磨石 蔽石 砂岩 10 . 4  9 . 5  5 . 5  900 . 0  H -7 4 

44 187 磨石 敵石 砂岩 10 . 7  8 . 7  3 . 0  490 ， 0  J -10  282 

44 188 磨石 鼓石 砂岩 5 . 8  15 . 2  4 . 1  320 . 0  J ←9 281 

45 189 二次加工 黒曜石 2 . 5  2 . 2  0 . 4  1 . 6  石錐の 可能性 K -7 278 

45 190 二朔日工 黒曜石 2 . 4  3 . 0  0 . 8  5 . 4  石錐の可能性 1 -6一括

45 191 二的日工 黒曜石 2 . 0  2 . 8  0 . 9  3 . 0  石錐の 可能性 J -7一括

45 192 二抑圧 黒曜石 2 . 4  2 . 7  1 . 0  5 . 1 F -6 59 

45 193 二次加工 黒曜石 2 . 0  1 . 5 0 . 5  1 . 5 G -4一括

45 194 二次加工 黒曜石 3 . 0  0 . 9  0 . 4  0 . 7  1 -7 18  

45 195 二次加工 黒曜石 3 . 0  1 . 2 0 . 5  2 . 6  F -6 P -3 

45 196 使用痕 黒曜石 1 . 7 1 . 1  0 . 4  0 . 7  K -6 67 

45 197 使用痕 黒曜石 2 . 1  2 . 3  0 . 4  1 . 7  E -4 23 

45 198 使用痕 チャー ト 5 . 3  3 . 5  1 . 0  22 . 0  H -4 P - 1  

45 199 使用 痕 黒曜石 3 . 2  2 . 3  0 . 8  4 . 2  K -7 291 

46 200 使用 痕 黒曜石 2 . 3  2 . 6  0 . 6  3 . 2  K - lO 22 

46 201 使用痕 黒曜石 3 . 1  2 . 3  0 . 6  3 . 4  17号土坑
46 202 使用痕 黒曜石 3 . 2  0 . 9  0 . 5  1 . 2 K -lO一括

46 203 石核 黒曜石 2 . 1  3 . 2  1 . 6 1 1 . 4  J -7一括

46 204 石核 黒曜石 3 . 6  1 . 8  2 . 0  7 . 2  1 - 1 0一括

46 205 石核 黒曜石 3 . 4  2 . 4  1 . 6  12 . 6  J -8一括

46 206 石核 黒曜石 1 . 9 2 . 0  0 . 7  2 . 9  J -8一括

46 207 石核 黒曜石 2 . 9  2 . 9  1 . 2 7 . 5  K -lO  43 

47 208 石核 黒曜石 2 . 9  4 . 1  0 . 8  8 . 2  E -4一括

47 209 石核 黒曜石 3 . 8  2 . 2  0 . 4  5 . 8  K -6 P -3 

47 210 石核 黒曜石 2 . 5  1 . 9 1 . 2  4 . 4  E -5 60 

47 2 1 1  石核 安山岩 4 . 9  6 . 0  1 . 7  70 . 0  J - 10 一括

47 212 石核 黒曜石 2 . 1  1 . 6 0 . 9  4 . 9  K -8 99 

47 213  石核 チャー ト 4 . 6  4 . 8  1 . 7  31 . 0  J - 10一括

48 214 石核 黒曜石 2 . 3  3 . 2  1 . 6  10 . 6  G -6近辺一括

48 215  石核 安山岩 3 . 8  5 . 7  2 . 5  52 . 0  J - 10  243 

48 216 石核 黒曜石 3 . 7  2 . 3  1 . 0 6 . 8  J -7一括

48 217 石核 安山岩 4 . 9  3 . 2  2 . 8  ' 37 . 4  K -9 P -6 
49 218 石核 黒曜石 3 . 6  2 . 1  1 . 2  6 . 3  1 -9一括

49 219 石核 黒曜石 2 . 4  2 . 7  1 . 4 8 . 0  J - 1 1 一括

49 220 異形石器 黒曜石 2 . 9  1 . 5  0 . 7  2 . 6  糸巻形 F -6近辺 一括

49 221 石棒 砂岩 13 . 8  2 . 9  2 . 9  135 . 0  ス ス付着 K -9 61 
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第4節 弥生時代の遺構と遺物

I 区 の 弥生 時代 に 関係す る 遺構 と し て は 、 住居跡 が 1 基、 聾棺墓が 12基、 土壌墓が 9 基確認 さ れて い る 。

ま た 、 包含層 か ら は 、 弥生 中 期 を 中 心 と す る 土器 が 多数出 土 し 、 磨製石搬 、 石剣、 石包丁な ど の石器、 紡錘

車、 ガ ラ ス 玉等 の 遺物 も 出 土 し た 。

遺構、 遺物 の詳 し い 内 容 に つ い て は 以 下 の と お り で あ る 。

1 . 竪穴住居跡

I 区か ら 確認 さ れ た 竪穴住居跡 は 、 以 下 に述べ る 1 基 の み で あ る 。

1 号住居跡 (第50図 )

G - 6 、 G - 7 区 に 位置す る 。 遺構確認面か ら 床 面 ま で非常 に 浅 く 、 南側 の壁は検 出 す る こ と が で き な か

っ た 。 形状 は長軸が約550cm 、 短軸 が440cm以上の方形で、 長軸 の方向 は N - 710 - E で あ る 。 床 に は硬化面

が 広 が り 、 柱穴 と 思われ る 穴 が 4 つ あ る 。 ま た 、 南側 の壁に近い と 考 え ら れ る 部分 に は 、 大 き め の 土坑 が あ

り 、 貯蔵穴 で は な い か と 考 え ら れ る 。 壁 際 に は壁の補強の跡 と 思われ る 小坑が め ぐ る 。 埋土か ら は遺物 は検

出 さ れ な か っ た が 、 住居跡 の形態や周 辺 の遺物な ど か ら 弥生時代 の も の で あ る と 考 え ら れ る 。

2 . 蜜棺墓 (第51 "-'63図)

費棺墓は 、 全部で 1 2基確認 さ れた 。 内 容 は 、 大型棺 5 基、 中 型棺 4 基 、 小型棺 3 基で あ る 。 大型棺か ら は

いずれ も 人骨が発見 さ れ、 特 に 8 号、 9 号 、 10号の 3 基 は 良好な保存状態 で あ っ た 。 埋土は いずれ も 黒褐色

土 で ロ ー ム 及 び ニ ガ シ ロ の ブ ロ ッ ク を含む。

詳 し い 内 容 に つ い て は 、 以 下 の と お り で あ る 。 ま た 、 個別 の 土器の 計測値お よ び観察結果 に つ い て は 、 「 出

土聾棺観察表J (第12表) に ま と め て い る 。

1 号聾棺基 (第5 1 、 57図)

1 号聾棺墓 は大型の合 口 費棺 で 、 C - 5 区、 D - 5 区の境付近で確認 さ れた 。 埋設軸 は S - 540 - E で 、

埋納角 度 は水平面 に対 し約460 で あ る 。 削平 に よ っ て 上部 を 削 ら れ、 下棺の 下半部 し か残存 し て い な か っ た

が 、 上棺及 び下棺の残 り の部分 は 中 に 落 ち込んでお り 、 ほ ほ復元す る こ と が で き た 。 内 部 は ほ と ん ど 土 が 詰

ま っ て い る 状態 で あ っ た が 、 人骨の一部 が 出 土 し た 。 人骨はほ と ん ど が細 片 で 、 大変 も ろ く 、 部位等 は判別

で き な か っ た 。

上棺は須玖式の鉢形土器で あ る 。 平底 で 、 わずか に 内傾 し た T 字状 口 縁 を持つ。 口 縁直 下 に 最大径 を 持 ち 、

そ の わず か 下 に 1 条 の 突 帯 を め ぐ ら す。 下棺 も 須玖式の費型土器 で あ る 。 平底 で 、 ほ ぼ平坦な T 字状 口 縁 を

持つ。 突帯は 口 縁下 に 1 条 、 胴部 中 央 よ り やや 下 に 2 条 あ る 。 最大径は胴部 中 央 よ り やや上 に あ る 。 ま た 、

外面 の ほ ぼ全面 に わ た っ て ハ ケ 目 が施 さ れて い る 。

2 号聾棺墓 (第5 1 、 58図)

2 号費棺墓 は E - 3 区 で確認 さ れた 。 小型の聾型土器で、 ほぼ完形 で あ る 。 上部 は 削 平 を 受 け て い る が 、

周 辺 に 上棺の破片 ら し き も の は な く 、 単棺 で あ る と 思われ る 。 埋設軸 は S - 540 - w で 、 埋納角 度 は約62。

で あ る 。

費 の 形 式 は 、 い わ ゆ る 黒髪式で、 大 き く し ゃ く れて 内 傾 し 、 内 側 に 張 り 出 し を持 っ た T 字状 口 縁 と 、 脚台

状の底部 を持つ。 口 縁直 下 に 1 条 の 突帯 を め ぐ ら し 、 胴部上半に最大径を持つ。 胴部上半か ら 下 の部分 に ハ
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 造物

ケ 目 が残 さ れて い る 。

3 号聾棺墓 (第51 、 58図 )

3 号費棺墓 は F - 4 区で確認 さ れた 。 石蓋が さ れた単棺の小型壷型土器で あ る 。 埋設軸 は S - 470 - E  、

納角 は約430 で あ る 。 墓墳の 一部 は ゴ ボ ウ 穴 に よ っ て 破壊 さ れ、 壷の底部 も 接 さ れて い る 。 査 内 部 へ の 土 の

流入 は比較的少 な か っ た が 、 遺物等 は発 見 さ れな か っ た。

査 は黒髪式 の 広 口 査で あ る 。 レ ン ズ状 の底部 で 、 最大径は胴部上半 に あ り 、 そ の部分 と 頚部 に そ れぞれ 1

条の突帯 を持つ。 特 に 、 鯛部の突帯に は刻 目 が あ る 。 外面全体 と 口 縁部 の 内 面 に ハ ケ 目 調整が行われて い る

が 、 桐部上 半 は ナ デ消 さ れて い る 。

4 号聾棺墓 (第5 1 、 59図 )

4 号聾棺墓 は F - 4 区 で確認 さ れた 。 単棺 で 中 型 の聾型土器で あ る 。 埋設軸 は S - 710 - wで 、 埋納角 は

約22。
で あ る 。 北側 は 3 号土墳 (木棺) 墓 と 切 り 合 っ て い る が 、 埋土の状況か ら 4 号費棺墓が 新 し い も の と

思われ る 。 基墳の上半 は 削 平 を 受 け 、 費 の 口 縁部 は ゴ ボ ウ 穴 に よ っ て破嬢 さ れ て い る 。

費 の胴部 は卵状で、 大 き く し ゃ く れて 内傾 し た T 字状 口 縁 と 、 レ ン ズ状 の底部 を持つ。 胴部上半に 最大径

を持 ち 、 そ のやや上 に 1 条 、 口 縁下 に 1 条の突帯 を持つ。

5 号聾棺墓 (第52、 59 図 )

5 号費棺墓は D - 5 区 で確認 さ れた 。 単棺 で 中 型の費型土器で あ る 。 埋設軸 は N ー 780 - E  、 埋納角 は約

350 で あ る 。 墓墳 の 上 半 は 削平 を 受 け て い る 。

聾 は平底 で 、 内 傾 し た逆 L 字状 の 口 縁 を 持つ。 胴部は卵状 で 、 上 半 に 最大径 を持 ち 、 そ の部 分 に 1 条 の 突

帯 を め ぐ ら せて い る 。 突帯の一部に は刻 目 が あ る 。

6 号聾棺墓 (第52、 59図)

6 号聾棺墓は E - 4 区 で確認 さ れた 。 削平に よ り 、 墓墳 の大部分 と 、 奮 の 4 分 の 3 近 く か破壊 さ れ て い る

が 、 単棺 で あ る と 思われ る 。 中 型 の費型土器で、 埋設軸 は N - 450 - E  、 埋納角 は 19。 で あ る 。

費 は胴部 中 央 に最大径 が あ り 、 内傾 し た T 字状 口 縁 を持つ。 最大径の部分 に 突帯 1 条 を持つ。

7 号聾棺墓 (第52、 60図 )

7 号聾棺墓 は D - 4 、 E - 4 区の境で確認 さ れた 。 一辺約135cmの方形の墓墳 の 一角 を 斜 め に掘 り 込み、 大

型の合 口 費棺 を 約39。 の 角 度 で埋納 し て い る 。 埋設軸 は N - 8r - wで あ る 。 ま た 、 費棺 を埋設 し た 部 分 の

反対側 の 一角 に 、 横方 向 に掘 ら れた 小 さ な掘 り 込みが あ る 。 上棺 と 下棺の合 口 部 に は粘土で 目 張 り が行われ

て い る が 、 土圧 に よ り 全体 に ひび が 入 り 、 上棺 の 一部 が壊れて い た 。 下棺 に は 多量 の 土 が流れ込 ん で い た が 、

内 部 よ り 頭蓋骨の 一部 と 思わ れ る 人骨片 が 出 土 し た 。

上棺は須玖式の鉢型土器 で 、 底部か ら 口 縁部 に 向 か っ て 直線状 に 大 き く 開 く 鯛部 を持つ。 口 縁は外傾す る

T 字状 で あ る 。 ま た 、 底部は平底で あ る が 、 やや上 げ底気味 に な っ て い る 。 底部近 く の 外面 に ハ ケ 目 調整 が

行われて い る 。 下棺 は 、 須玖式の費型土器で あ る 。 最大径 は胴部上半で 、 そ こ か ら 口 縁に 向 か つ て わずかに

内傾す る 。 口 縁 は外傾す る T 字状 で あ る 。 突帯 は胴部 中 央やや上 に 2 条 、 口 縁下 に 1 条 あ る 。

8 号聾棺墓 (第53、 61 図 )

8 号聾棺墓 は E - 4 区で確認 さ れた 。 大型の合 口 蓋棺 で 、 長軸約155cm 、 短軸約 135cm の 台形状の墓墳 の 一

辺 を斜 め に掘 り 込み、 約44。 の 角 度で埋納 し て い る 。 埋設軸 は S - 670 - w で あ る 。 合 口 部 に は粘土で 目 張

り が し で あ る 。 蜜棺 は 土圧 に よ り ひびが入 っ て い た が 、 土の流入は比較的少 な く 、 内 部 か ら 保存状態 が 良好

な 、 ほ ぼ全身の人骨 が 出 土 し た 。 人骨 は 下棺の底 を 下 に し て 、 膝 を 曲 げた状態で埋葬 さ れて お り 、 頭蓋骨 は

重み で 下側 に 落 ち て い た 。

上棺は黒髪式の聾型土器で あ る 。 し ゃ く れて 内傾 し た T 字状 口 縁 と 上 げ底 の底部 を 持つ。 最大径 は胴部上
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半 に あ り 、 口 縁下 に 1 条 の 突帯 を持つ。 内外面 と も ハ ケ 回 調整 が さ れ て い る が 、 外 面 は 底部 を 除 き ナ デ消 さ

れて い る 。 下棺は胴部 の 張 っ た費型土器で あ る 。 平底 で 、 胴部 中 央 に刻 目 突帯 を 1 条 め ぐ ら し 、 最大径 は 突

帯 の 上 に あ る 。 口 縁は T 字状でやゃ し ゃ く れて 内傾 し て い る 。 内外面 と も ハ ケ 目 調整 が な さ れて い る 。

9 号聾棺墓 (第54、 62図 )

9 号蜜棺墓 も 大 型 の 合 口 費棺 で 、 E - 4 区で確認 さ れた 。 一辺約150cmの方形の墓墳 の 一辺 を斜 め に掘 り 込

み 、 約250 の 角 度 で埋納 し て い る 。 埋設軸は S 一 750 - E で あ る 。 合 口 部 に は粘土で 目 張 り が し で あ る o 豊

橋 は 土圧 に よ り ひび が 入 札 上棺 の一部 が破嬢 さ れて い た が 、 土の流入は比較的少な く 、 内 部 か ら 保存状態

が 良好 な ほぼ全身の 人 骨 が 出 土 し た 。 人骨 は下棺の底 を 下 に し て 、 膝 を 曲 げた状態で埋葬 さ れて い た も の と

考 え ら れ る 。

上棺は須玖式の鉢形土器で あ る 。 平底 か ら 大 き く 外反 し た胴部 を持つ が 、 上 半 はやや 内 傾す る 。 口 縁は外

傾 し た T 字型 口 縁で あ る 。 内外面全体 に わ た っ て ナデ調整 が行われて い る 。 下棺 は須玖式の費型土器 で あ る 。

最大径は鯛部 中 央 に あ り 、 そ こ か ら 口 縁 に 向 か つ てやや内傾す る 。 口 縁はやや し ゃ く れ て 外傾す る T 字状 口

縁で あ る 。 突帯 は胴 部 中 央やや下 に 2 条 あ る 。 調整は 内外面 と も ナデ調整で あ る 。

1 0号聾棺墓 (第55、 63 図 )

10号聾棺墓 も E - 4 区 で確認 さ れた大型の合 口 費棺で あ る 。 墓墳 は 9 号土壌墓 と 切 り 合 っ て い た が 、 切 り

合 い の状況 か ら 、 10号聾棺墓の 方 が 新 し い も の と 思われ る 。 長軸 が 約 190cmの方形 と 思われ、 短辺側 の 一辺 を

斜 め に 掘 り 込 ん で聾棺 を 埋納 し て い る 。 埋設軸 は S - 780 - w、 埋納角 度 は約290 で あ る 。 聾棺 は合 口 部 に

粘土 で 目 張 り が し で あ る が 、 土圧 に よ り 一部が破壊 さ れて い た 。 内 部 に は 土 が流入 し て い た が 、 下半身部分

の 人 骨 が 良 好 な 状態 で 出 土 し た 。 人 骨 は 下棺の底 を 下 に し て 、 埋葬 さ れて い た 。

上棺は須玖式の鉢形土器 で 、 平底 か ら 口 縁に 向 か っ て 大 き く 直線状 に 聞 く 胴 部 を持つ。 口 縁 は外傾す る や

や小ぶ り の T 字状 口 縁で あ る 。 器面は 内外面全体 に わ た っ て ナデ調整 が行われて い る 。 下棺は須玖式の聾型

土器で 、 胴部 中 央 に 最大径 を 持 ち 、 口 縁 に 向 か っ て ほ ほ 直立す る 。 口 縁 はやや外傾す る T 字状 で あ る 。 突帯

は胴部 中 央やや 下 に 2 条 あ る 。 全体 に わ た っ て ナデ調整が行われて い る 。

1 1 号聾棺墓 (第56、 58図 )

1 1 号費棺墓 は 小型 の 合 口 聾棺 で 、 D - 5 区で確認 さ れた 。 墓墳 は他の土坑 に よ っ て 切 ら れ て お り 、 そ の形

態 は 不 明 で あ る が 、 壁 面 を 斜 め に掘 り 込 ん で聾棺 を埋納 し て い る 。 埋設軸 は S - 530 - E で 、 埋納角 度は約

450 で あ る 。 ほ ぼ完形の状態 で 出 土 し た が 、 内部 か ら は何 も 出 土 し な か っ た 。

上棺 は脚部 を 欠 い た 高杯 を転用 し て い る 。 わずか に 内傾 し た T 字状 口 縁で 、 全体 に 赤色顔料が 塗 ら れて い

る 。 下棺は黒髪式で広 口 の査型土器で あ る 。 レ ンズ状 の底部で胴部 中 央 に 最大径 を 持 ち 、 そ れ よ り やや 上 の

部分 と 、 頚部 下 に いずれ も l 条 の刻 目 突帯 を め ぐ ら す。 胴部の突帯か ら 頚部 に か け て 直線状 に 内 傾す る 。 胴

部上半の外面はへ ラ ミ ガ キ 状 の調整、 胴部下半はハ ケ 目 調整が行われ て い る 。 ま た 、 胴部 内 面 は指 に よ る ナ

デ調整 が行われ て い る 。

1 2号聾棺墓 (第56、 59図)

12号饗棺墓 は 中 型 の聾型土器 で 、 他の聾棺墓か ら 離れた J - 9 区 で確認 さ れ た 。 180 x 1 60cm の方形 の 墓墳

の一角 を斜 め に掘 り 込 ん で 、 棺 を 埋納 し て い る 。 埋設軸 は S - 37" - w 、 埋納角 は約350 で あ る 。 棺 の 口 縁

近 く か ら は 目 張 り 用 と 思 われ る 粘土 が 出 土 し て い る が 、 上棺の破片 ら し き も の が な い こ と か ら 、 木 の 蓋 が さ

れ た 単棺 で あ る と 考 え ら れ る 。

奮 は胴 部 の 張 っ た 形 を し て お り 、 上半 に 最大径 が あ り 、 そ の部分 に 2 条 の 突 帯 を持つ。 口 縁は鋤状 で 、 わ

ず か に し ゃ く れ て 外傾 し 、 底 部 は平底 で あ る 。
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

第1 2表 出 土聾棺観察表

望号 造物番号 口 径 底径 高 さ 厚さ 調整 {内) � 調整 {外} 色鯛 {内} 色閥 (外) 胎 土 焼成 備 考

65 1 号裂繍 {上) 62 . 8  1 3  39 ナデ ナデ 値 浅黄燈 細砂粒を少量含 良好
65 下) 59 . 5  1 3 . 2  102 . 8  ナデ. 口 緑 ヨ コ ナデ 縦ハ ケ . ロ 縁下ナデ 浅黄橿 浅黄燈 細砂粒 良好
63 1 2 号聾縮 32 1 8 . 8  2 . 3  ナ デ ナデ消 1.. . ハ ケ 目 . ナデ に ぶ黄綬 浅貸借 砂粧 を 多 〈 含む 良好 外 商 に ス ス 付着

63 1 3 号聖棺 23 . 3  8 . 1  1 . 7  ナデ. ハ ケ . ナデ ナデ. ハケ にぷ貨橿 にぷ極 砂粒. 小石 良好 顔
外

料
商に

の飛
ス

球
ス

痕
. 黒 斑 . 赤 色

6 4  1 4 号裂棺 26 1 6 . 9  52 . 6  ヨ コ ナデ ナデ 灰黄褐 にぷ黄恒 細砂粧 良好 一割1 ス ス 付者

64 1 5 号裂縮 30 . 2  1 0 . 4  65 . 2  ナデ ナデ 黄檀 にぶ黄燈 砂粒 良好 中 央部に ス ス 付精

64 1 6 号寝棺 37 . 8  62 ナデ ナデ 侵 にぷ怪 砂粒 良好 外面に ス ス 付着

66 1 7 号聾指 (上) 60 . 9  1 2 . 4  31 . 7  ナ デ ナデ. ハ ケ 目 明 褐 極 砂粒 良好底 辺部に黒斑

66 1 7 号裂棺 {下} 74 15 1 1 1 9 . 8  ナデ ナデ 赤褐 極 細砂粧 を 多 く 含 良好

67 1 8 号盤棺 {上) 45 1 8 . 8  60 . 4  ナデ. ハ ケ 目 縦ハ ケ . ナデ にぷ燈 灰褐 砂粒. 小石 良好 底部ハ ケ . 一部ス ス

67 1 8 号費棺 {下) 5 1 . 6  1 0 . 4  90 . 6  縦ハケ ヨ コ ナデ. 縦ハケ 明黄禍 に ぶ燈 細砂粒 良好 突榊下に設剖 沈線

68 1 9 号塑指 {上) 59 . 6  1 1 . 2  35 . 6  ナ デ ナ デ 燈 憧 細砂絵 良好
68 1 9 号費棺 { 下) 72 . 1  1 4  1 1 1 6 . 6  ナデ ナデ 赤褐 檀 細 砂粧 良好

ω 10号聾棺 { 上) 67 . 7  9 . 8  3 1 . 4  ナ デ ナ デ 淡貧燈 慣 砂粒 良好

69 1 10号費縮 {下) 74 . 6  13 . 4  126 . 1  ナデ ナデ 赤禍 信 砂粒 良好

63 1 1 1 号塑棺 {上) 26 . 2  8 . 5  ナデ ヨ コ ナデ 朱塗 朱塗 砂粒を かな り 良好 脚部を欠いた商郎を使用

63 1 1 1 号聾摘 { 下) 1 8 . 9  26 . 3  30 . 5  指 に よ る ナデ ヨ コ ナデ. 縦へラ ミ 褐灰 に ぷ貸借 細砂粒 良好 外 箇 に ス ス 付着

制 12号盤棺 40 . 8  1 1 . 8  76 ヨ コ ナデ ヨ コ ナデ 浅黄恒 にぷ慢 砂粒 良好 外面 に 黒斑

93 岩倉山 (上) 57 . 4  1 1  38 . 2  ナデ ハ ケ 目 にぷ赤褐 浅黄檀 砂粒 良好

93 岩倉山 (下) 62 11 1 105 . 2  ナ デ 縦ハ ケ . ナデ消 し 黄禍 浅黄俊 締砂粒 良好
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

3 . 土壌 (木棺) 墓 (第64�67図 )

I 区 か ら は 、 費棺墓 と 非常 に 似 た埋土 を持つ比較的大 き な 土坑 を 全部で 9 基確認す る こ と が で き た 。 形状

か ら 土壌墓 ま た は木棺基 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 埋土の状況か ら 、 費棺墓 と ほ ぼ 同 じ 時期 の も の で あ る と 考 え

ら れ る 。

詳 し い 内 容 に つ い て は 以 下 の と お り で あ る 。

1 号土嬢 (木棺) 墓 (第64図)

1 号土壌 (木棺) 墓 は E - 3 区 で確認 さ れた 。 墓墳 の北西側 は 、 ト レ ン チ掘 削 の た め確認で き な か っ た が 、

長軸195cm 、 短軸 160cm の 隅丸方形 の 土壌 を掘 り 、 40cm下 が っ た と こ ろ で 、 さ ら に 中 央部 に長軸130cm、 短軸55cm

の 土壌 を約50cm掘 り 下 げ た 形 の二重土壌 で あ る 。 長軸の方位 は N - 800 - E で あ る 。 内 部 か ら は遺物等 は 出

土せず、 木棺 の 痕跡 も 確認で き な か っ た 。

2 号土嬢 (木棺) 墓 (第64図)

2 号土壌 (木棺) 墓 も E - 3 区 で確認 さ れた 。 1 号土壌 (木棺) 墓 の 北 に あ り 、 南 北 に 並ぶ形で位置 し て

い る 。 墓墳西側 の 壁 は ト レ ン チ の た め 不 明 で あ る 。 長軸150cm以上 、 短軸1 l5cm、 深 さ 25cmの方形の土壌の底

部か ら 、 さ ら に長軸125cm以上 、 短軸75cm の 土壌 を45cm掘 り 下 げた二重土墳 で あ る 。 小 さ い 方 の 土壌の長軸 は

N - 820 一 E で あ る 。 内 部 か ら は遺物等 は 出 土せず、 木棺の痕跡 も 確認で き な か っ た 。

3 号土績 ( 木棺) 墓 (第65図)

3 号土壌 (木棺) 墓 は F - 4 区 で確認 さ れた 。 南側 に は 4 号聾棺墓が あ り 、 切 り 合 う 形 に な っ て い る が 、

埋土の状況か ら 、 4 号費槽墓が新 し い も の と 思われ る 。 基墳 の上部 は 削 平 を 受 け て い る 。 長軸280cm、 短軸160cm

以上、 深 さ 20cm の 土壌の底部 か ら 、 さ ら に長軸240cm、 短軸90cmの方形土壌 を約15cm掘 り 下 げ た 二重土壌 で 、

南側 に 空 聞 が あ る 。 長軸 の方位 は N - 820 - E で あ る 。 内部に は遺物 、 木棺痕跡等 は発見で き な か っ た 。

4 号、 5 号土塘 (木棺) 墓 (第65図)

4 号、 5 号土壌 (木棺) 墓 は D - 4 区 に お い て 切 り 合 う 形で確認 さ れた 。 埋土が非常に似て い る た め 、 新

| 日 関 係 は不 明 で あ る 。

南側 の 4 号土壌 (木棺) 墓は長軸 が 150cmの 円 形 に 近い土壌で、 深 さ は 1 l5cm、 底部 は長軸90cm、 短軸30cm

の 楕 円 形 で 、 長 軸 の 方位 は N - 6r - E で あ る 。 埋土 の特徴か ら 土境 (木棺) 墓 と し た が 、 土壌の規模や形

態 か ら 考 え る と 疑 問 が 残 る 。

5 号土壌 (木棺) 墓 は長軸220cm 、 短軸 190cm、 深 さ 85cmの方形土壌 で 、 南側 に テ ラ ス 状 の 空間 が あ る 。 長

軸の 方位 は N - 700 - E で あ る 。 埋土 中 か ら 遺物が数点 出 土 し た が 、 いずれ も 縄文土器で、小 片 で、 あ る こ と か

ら 、 故意 に 埋 め ら れ た も の で は な く 、 埋設時 に 周 辺 に散乱 し て い た 土器片 が ま ぎれ込 ん だ も の と 考 え ら れ る 。

6 号土績 ( 木棺) 墓 (第66図)

6 号土壌 (木棺) 墓 は E - 5 区 で確認 さ れた 。 長軸205cm、 短軸140cm、 深 さ 40cmの方形土壊で あ る 。 底部

は い く つ か の 小土坑 に よ っ て切 ら れて い る 。 長軸の方位 は N - 620 - E で あ る 。 内 部 に は遺物、 木棺痕跡等

は発 見 で き な か っ た 。

7 号土綴 ( 木棺) 墓 (第66図)

7 号土壌 (木棺) 墓 は H - l l 、 1 - 1 1 区の境で確認 さ れた。 長軸285cm 、 短軸170cm、 深 さ 約90cmの土壊で、

長軸 は ほ ぼ東 西方 向 を 向 く 。 底部は150 x 105cmの方形で、 西側 、 北側 の壁際 と 、 南側 に テ ラ ス 状 の 空 間 が あ

る 。 壁際 は数個 の小土坑 に よ っ て切 ら れて い る 。 埋土 中 か ら 遺物 が 数点 出 土 し た が 、 いずれ も 縄文土器 の 小

片 で 、 埋設時の ま ぎれ込みで あ る と 思 われ る 。
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第 E 章 平成 5 (1993) 年度第 I 調査区

8 号土横 (木棺) 墓 (第67図)

8 号主墳 (木棺) 墓 は 1 - 8 67、 J - 8 区の境で確認 さ れた 。 長軸200cm、 短軸 1 60cm、 深 さ 80cm の方形の

土墳の底部 か ら 、 さ ら に 100 x 50cm の方形の土壌を20cm掘 り 下 げ た 二重土墳で あ る 。 長 軸 の 方位 は N - 810 -

E で あ る 。 内 部 に は遺物、 木棺痕跡等 は発見 で き な か っ た 。

9 号土墳 (木棺) 墓 (第67図 )

9 号土壌 (木棺) 墓 は E - 4 区 で確認 さ れた。 南側 は 10号聾棺墓 と 切 り 合 う 形 に な っ て い る が 、 切 り 合い

の状況か ら 、 10号聾棺墓が 新 し い も の と 思われ る 。 長軸215cm 、 短軸 120cm以上、 深 さ 55cmの方形土壌 で 、 長

軸 の 方位 は N - 630 - E で あ る 。 内 部 に は遺物、 木棺痕跡等は発 見 マ き な か っ た 。

4 . 土器 (第68-78図)

I 区 か ら 出 土 し た 弥生 土器 は 、 中 期 の も の が ほ と ん ど を し め る 。 器種か ら 見 る と 、 聾形土器、 壷形土器、

高杯な ど が 出 土 し て い る 。 ほ ぼ調査区全体 に わ た っ て 出 土 し て い る が 、 特 に 、 調査 区南側 の J 、 K 区 か ら か

な り の数 の 土器 が 出 土 し て い る 。

費形土器 と 査形土器の 中 に は 日 常用 の も の だ け で は な く 、 費棺 に使用 さ れ た と 考 え ら れ る 大型 の も の が あ

る 。 ま た 、 土器の 中 に は赤色顔料 を 塗布 さ れた と 思われ る も の が数点見 ら れ る の も 特徴 で あ る 。

こ こ で は 、 口 縁部 と 底部 を 中 心 に 器形 の推定が可能 な も の を 165点掲載 し た 。 こ れ ら の 土器 を 器種別 に 見 て

い き た い 。 な お 、 個別 の 土器 の 計測値お よ び観察結果 に つ い て は r 1 区 出 土弥生土器観察表J (第13- 15表)

に ま と め て い る 。

聾形土器 (第68図 1 - 第75図1 26)

蜜形土器 は 口 縁部 の形態の特徴 を も と に A - H 類、 ま た 、 底部の形態 の特徴 を も と に 1 - L 類 に 分 類 し た 。

( 1 )  口 縁部 ( 1 -93) 

A 類 ( 1 -1 5、 83)

口 縁部外側 に 断 面 が 分厚 い 三 角 形 、 ま た は台形の突帯 を 張 り 付 け た も の 。 内側 に 張 り 出 し を持 た な い A a

類 ( 1 -10 、 83) と 張 り 出 し を持つ A b 類 (1 1 -1 5) に 分 け ら れ る 。 最大径は胴部上半 に あ る も の が 多 い と

考 え ら れ る 。

6 、 7 は胴部上半 に 1 条 、 83は 口 縁下 に 2 条 の 突 帯 を持つ。 ま た 、 83は 口 径 が50cm を越 え る 大 型 の 土器 で

聾棺 と し て使用 さ れ た 可能性が あ る 。

B 類 (1 6-23)

口 縁外側 の 突 帯 が I 類 よ り やや長 く の びた も の 。 口 縁の上面は平坦で あ る 。 内 側 に 張 り 出 し を持 た な い B

a 類 (1 6-20) と 張 り 出 し を持つ B b 類 (21 -23) に 分 け ら れ る 。 最大径 は胴部上半 に あ る と 思われ る 。

1 6、 1 8 、 1 9 は焼成前 に 口 縁部 に 穿孔 し て い る 。

C 類 (24-34、 84-86)

口 縁外面 の突帯は B 類 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 やや 内傾が強 く 、 口 縁上 面 が わずか に く ぼん で い る も の 。 内

側 に 張 り 出 し を持つ。 最大 径 は B 類 よ り も 上部 に な る 。

30 と 84-86 は 口 縁 下 に 突帯 を持つ。

D 類 (35-39)

口 縁上面は平坦で、 口 縁外面 の 突帯 が B 、 C 類 よ り も 長 く の び て 、 U 字状 に な る も の。 内 側 に 張 り 出 し を

持た な い D a 類 (35、 36) と 張 り 出 し を持つ D b 類 (37-39) に 分 け ら れ る 。 最大径 は C 類 と ほ ぼ 同 じ位置

で あ る 。
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

36、 37 は 口 縁下 に 1 条 の 突帯 を持つ。 ま た 、 39 は 口 縁上面 と 外面 に赤色顔料の 塗布痕 が あ る 。

E 類 (40"'62 、 87"'92)

口 縁外側 の 突 帯 が U 字型 で 、 上 面 に く ぼみを持つ も の 。 内 側 に 張 り 出 し を持 ち 、 最大径 は胴部上半の上寄

り に あ る 。

41 、 45、 87"'89、 91 、 92 は 口 縁下 に 1 条 の 突帯 が あ り 、 46、 55は胴上半の最大径の部分 に l 条 の 沈線 を 持

っ て い る 。

F 類 (63"'80、 93)

口 縁外側 の 突帯 が 細長 く な り 、 ま た 内傾 が強 く な る た め 、 く の字型 に 近 い 形態 に な る も の 。 内側 に 張 り 出

し を持 ち 、 最大径は胴部上 半 の 上寄 り に あ る 。 66、 71 、 93 は 口 縁下 に l 条 の 突帯 を持つ。

G 類 (81 )

口 縁内 側 の 張 り 出 し が消 滅 し 、 完全な く の字型 口 縁に な る も の 。

H 類 (82)

口 縁外側 の突帯が細長 く 、 口 縁上 面 が 平坦で、 内側に張 り 出 し を持つ も の 。 T 字状 口 縁 に 近い形態で あ る 。

82は 口 縁上面 と 外面 に 赤色顔料 が 塗布 さ れて い る 。

(2) 底部 (94"'1 25)

弥生土器の底部の う ち 、 上 げ底 と 脚台 を持つ も の を翠形土器の底部 と し た 。

I 類 (94)

上 げ底で底面 が ほ ぼ平坦な も の 。

J 類 (95"'1 07)

上げ底で底 面 が 少 し く ぼむ も の 。 底部端が大 き く 張 り 出す J a 類 (95、 97"'99) と 、 あ ま り 張 り 出 さ な い

J b 類 (96、 1 00"'1 07) が あ る 。

K 類 ( 9 、 1 08"'1 1 5)

器壁 が薄 く な り 、 脚 台 に 近い形状 を も つ が 、 底部は厚い も の。

L 類 (1 1 6'"1 25) 

底部が薄 く な り 、 ほ ぼ完成 し た脚台 を 持つ も の。

(3) 胴部 (1 26)

1 26は底部 に 近い胴部片 で あ る 。 底部の形状 は K 類 に な る と 恩われ る 。

壷形土器 (第76図1 27'"第77図1 57)

査形土器 は 口 縁部 の形態 の特徴 を も と に A "' H類、 ま た 、 底部の形態 の特徴 を も と に I "' L 類 に 分 類 し た 。

( 1 )  口 縁部 (1 27'"1 45) 

査形土器の 口 縁部 に は広 口 の も の と 鋤状 口 縁の も の が あ る 。

A 類 (1 27'"1 39) 

朝顔形 の広 口 口 縁 を 持つ も の で あ る 。 口 縁は短 く 、 強 く 外反す る 。

1 31 は 口 唇 に刻 目 、 1 33、 1 38 は頚部 に刻 目 突帯 を持つ。 1 35は 口 唇に刻 目 、 頚部 に刻 目 突帯 を持つ。 1 34は 内

面 に 赤色顔料 の 塗布痕 が あ る 。

B 類 (1 40"' 1 44)

鋤状 口 縁 を も つ も の で 、 口 縁上面が丸み を持っか、 平坦な も の。

1 41 は頚部 に 突帯 1 条 を も ち 、 胴部 の外面 に は赤色顔料が塗布 さ れて い る 。

C 類 (1 45)

鋤状 口 縁で 口 縁上面 が く ぼ む も の。
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1 45は 口 唇 に 刻 目 が あり、 外 面 に は赤色顔料 の飛沫痕 が あ る 。

(2) 底部 ( 1 46�1 55、 1 57)

弥生土器の底部の う ち 、 平底 の も の を 壷形土器の底部 と し た 。 いずれ も 底部端 と 直線的に連な る 胴 部を持つ。

1 52 、 1 53は レ ンズ状 に 近 い 形状 を し て い る 。 1 57は査形土器の下半部で あ る 。 平底で、 外 面 に 赤色顔料が塗

布 さ れ て おり 、 上半部には鈎状突帯を持つ。

(3) 胴 部 (1 56)

1 56は査形土器の胴部で あ る 。 内 面 ナ デ調整、 外面へ ラ ミ ガ キ で 、 最大径の部分 に 沈線 文 を 持つ 。
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平成 5 ( 1993) 年度第 [ 調査 区第 m Ej!

高杯 (1 57 "-' 1 65)

口 縁部 (1 57"-'1 63)(1 )  

高坪はいずれ も 鋤状 口 縁 を持つ。

1 58 は 口 縁がやや厚 め で 内側 の 張 り 出 し も 小 さ い 。 ま た 、 口 縁外 面 に 沈線 を 1 条持つ。 1 59"-'1 61 は 内 側 に 大

き く 張 り 出す T 字状 口 縁 を も っ。 1 62 、 1 63は 口 唇 が 面 を な し 、 内 側 の張 り 出 し がやや小 さ い。 1 58 、 1 62 、 1 63

は外面 に赤色顔料が 塗布 さ れて い る 。

底部 (1 64 、 1 65)(2) 

2 点 と も 外面 に 赤色顔料 が 塗布 さ れて い る 。1 64、 1 65は高杯 あ る い は脚台 の底部で あ る 。

石器 ( 第79図)5 .  

弥生時代の も の と 推定 さ れ る 石器は総数 1 1 点 で 、 内 訳 は磨製石鍛 2 点 、 磨製石剣 1 点 、 石 包 丁 8 点 で あ る 。

K - lO 区 な ど 、 調 査 区 の 南東部 よ り 多 く 出 土 し て い る の

こ れ ら に つ い て 、 器種別 に 見て い き た い 。

J - 9 区 、1 - 10区、出 土 層 位 は 明確 で は な い が 、

が特徴で あ る 。 以 下 、
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第 4 節 弥生時代の遺構 と 遺物

第1 3衰 I 区 出 土弥生土器観察表 ( 1 )

塁壁 書写 口 径 底径 号ZF 器(cm厚) 調整 (内 面} 調披 {外面) 色
(内面

調
) 

色
(外面

調
) 胎 土 焼成 備 考 取 上 番 号

74 1 1 1 9 . 6  2 目 5 0 . 5  ナデ. 指頭痕 横ナデ にぷ黄檀 に ぷ黄僅 粗砂粒. 長石. 雲母 良好 外面 ス ス F -6 32 

74 2 1 26 . 2  2 . 5  0 . 5  償ナデ 償ナデ 浅黄檀 にぷ黄檀 砂粒‘ 石英 良好 外面ス ス K -7 168 

74 3 1 21 . 5  1 . 7  0 . 5  機ナデ 償ナデ 褐灰 憧 砂粧. 角 関 石 . 長石 良好 岡箇 ス ス 1 -5 10 

74 4 1 23 .0  2 . 1  0 . 8  償ナデ 繍ナデ 浅黄燈 にぷ黄燈 担砂粒. 角閃石. 長石 良好 外面 ス ス K -7 255 

74 5 1 23 . 4  1 . 9 0 . 5  償ナデ 繍ナデ 灰 白 浅黄燈 小石 . 組砂粒 良好 外面 ス ス K -6 28 

74 6 1 28 . 0  5 . 2  0 . 7  績ナデ 機ナデ にぷ黄慢 明黄禍 砂粒. 長石. 石英 良好 胸部上半突帯 1 条. 稗 〈 ス ス J -7 95 

74 7 1 25 . 6  10 . 3  0 . 8  機ナデ 機ナデ にぷ健 にぷ黄檀 粗
金

砂
雲

粒
母

‘ 角閃石. 長石、 雲母. 良好 胴部上半突帯 1 条、 外面ス ス J - 9  3 

74 8 1 1 6 . 4  4 . 4  0 . 6  横ナデ 縦ハケ 目 にぷ黄笹 にぷ黄健 砂粒. 角 閃 右 . 長石. 雲母 良好 両面 ス ス E -6 49 

74 9 1 1 6 . 2  7 . 2  1 7 . 5  1 . 0 ナデ. 指頭復 績
横ナ

ナ
デ
デ

. ハ ケ 目 . にぶ黄怪 浅黄燈 砂粧司 長石. 石英. 角 関 石 良好 外面 ス ス J - 1 1  60ほカ為

74 10 1 26 . 9  4 . 5  0 . 9  横ナデ 機ナデ にぷ檀 にぷ檀 細砂粒. 角 閃 石 . 雲母 良好 外面 ス ス K -9 39 

74 1 1  1 28 . 5  3 . 7  0 . 5  横ナデ 繍ナデ にぶ黄侵 にぶ黄檀 砂粒. 角閃石. 長石 良好 両面 ス ス J - 7  107 

74 12 1 28 . 9  2 . 2  0 . 8  績 ナ デ 横 ナ デ 明 黄 褐 燈 小石‘ 砂舵. 長石. 石英 良好 6号土繍基鹿土

74 1 3 1 27 . 2  2 . 2  0 . 8  横ナデ 織ナデ 浅黄燈 にぷ黄僅 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 17号土坑

74 14 1 23 . 0  2 . 2  0 . 3  横ナデ 横ナデ 健 燈 砂粒. 角 閃石 . 長石. 雲母 良好 1 -7 6 

74 15 1 24 . 6  2 . 4  0 . 6  横ナデ 横ナデ に ぷ俊 にぶ黄慢 砂粒. 角閃石. 長石 良好 外面 ス ス J - 6  40 

74 16 1 1 3 . 7  5 目 8 0 . 4  横ナデ 横ナデ にぷ賃値 にぷ黄櫨 砂粒. 角 関 石 . 長石 良好 口縁郁小孔(焼成前) ‘ 外面ス ス K -7 7 

75 1 7 1 23 . 2  4 . 3  0 . 7  横ナデ 機ナデ にぶ憧 にぶ健 小石. 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 外面簿 〈 ス ス J -9一括

75 18 1 1 3 . 7  3 . 9  0 . 6  機ナデ ナデ 黒褐 にぷ黄禍 砂粒. 角閃石. 長石 や良や好 口縁部小孔(焼成前) ‘ 両面スス 1 -10一括

75 19 1 1 5 . 8  16 . 1  0 . 4  横ナデ 横ナデ にぷ黄燈 に ぷ賛燈 砂粒. 石英. 角 閃 石 良好 口縁部小孔(焼成前) . 両面スス K -9 1 19. 121  

75 20 1 21 . 0  4 . 1  0 . 5  機 ナ デ 償ナヂ にぷ慢 にぷ貧俊 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 外函 ス ス J - 9  108 

75 21 1 22 . 5  3 . 2  0 . 3  横ナデ 績ナデ にぷ黄檀 にぷ貸借 細砂粒. 長石. 雲母 良好 両面 ス ス H = 9 1 

75 22 1 22 . 8  7 . 1  0 . 5  償 ナ デ 機ナデ にぷ黄燈 にぶ貨褐 長石. 角 閃石 . 石英 良好 外 面 ス ス 1 -7 5 

75 23 1 27 目 。 2 . 2  0 . 5  横 ナ デ 繍ナデ 浅黄怪 浅黄綬 小石. 砂粒. 長石 良好 外面簿 〈 ス ス F -6 36 

75 24 1 22 . 8  2 . 8  0 . 5  機ナデ 償ナデ 浅黄檀 浅黄鐙 小石. 砂粒. 角 閃 石 . 長右 良好 K -8一括

75 25 1 9 . 6  4 . 1  0 . 7  慣ナデ 機ナデ 浅黄償 浅黄俊 砂粒. 角 閃 石 . 長石. 雲母 良好 F -4 94 

75 26 1 24 . 8  2 . 8  0 . 4  機ナデ 償ナデ 浅黄櫨 にぶ貧檀 砂粒. 角 閃 石 . 長石. 雲母 良好 外面 ス ス 1 - 7  6 

75 27 1 28 . 7  2 . 8  0 . 3  機ナデ 償ナデ にぷ黄櫨 にぶ黄燈 砂粒. 長石. 石英. 角 閃 石 良好 H -8 16号土坑6

75 28 1 26 . 1  2 . 5  0 . 3  償十デ 償ナデ にぷ黄櫨 にぶ黄檀 小石. 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 外面 ス ス 1 -6 P -2 

75 29 1 22 目 3 2 . 0  l 目 。 横ナデ 横ナデ にぷ燈 にぷ黄健 粗砂粒. 角 閃 石 、 長石 良好 外面 ス ス K -9 90 

75 30 1 30 . 8  3 . 8  l 目 。 横ナデ 横ナデ に ぷ黄櫨 にぷ黄燈 粗砂粒. 角 閃 石 、 長石 良好 口縁下突帯 H 長. 内面薄〈 スス J - 9  49 

75 31 1 29 . 3  3 . 7  0 . 5  績ナデ 横ナデ 浅黄慢 にぷ黄栂 砂粒. 角 閃 石 . 長石. 雲母 良好 外面 ス ス J -8 18号土坑

75 32 27 . 0  4 . 0  0 . 6  横ナデ 機ナデ にぷ貧笹 浅貨燈 砂粒. 長石、 雲母 良好 12号聾給基埋土

75 33 1 24 . 7  3 . 4  0 . 4  横ナデ 機ナデ にぷ檀 にぶ燈 砂粒. 長石. 雲母 良好 J -7 1 

76 34 1 1 7 . 4  3 . 0  0 . 3  横ナデ 機ナデ に ぷ黄健 にぷ黄櫨 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 1 -6 P -2 

76 35 1 1 9 . 6  4 . 3  0 . 7  績 ナ デ 横 ナ デ 灰禍 にぷ禍 粗砂粒. 長石. 雲母 良好 両面 ス ス K-7 154 

76 36 1 26 . 2  4 . 6  0 . 5  横 ナ デ 繍 ナ デ 燈 にぶ燈 砂粒. 長石. 雲母 良好 口 縁下突帯 l 条. 外 面 ス ス K -6 27 

76 37 1 34 . 7  6 . 8  0 . 6  機 ナ デ 償ナデ 明黄褐 浅黄僅 砂粒. 長石 良好 口 縁下突帯 1 条 . 外面 ス ス J - 9  273 

76 38 1 34 . 2  1 . 9  0 . 8  横ナデ 機ナデ 浅黄橿 にぶ黄櫨 粗砂粒‘ 角 閃石‘ 長石 良好 1 -7 4 

76 39 1 19 . 4  2 . 2  0 . 4  機 ナ デ 横ナデ 赤褐 にぶ僅 小石. 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 外面赤色顔料 1 -7 1 

76 40 1 24 . 6  2 . 8  0 . 3  被ナデ 機ナデ 櫨 に ぷ極 砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 ロ 縁部 ス ス K-7 147 

76 4 1 1 20 . 5  3 . 2  0 . 5  機ナデ 横ナデ に ぶ黄健 にぶ貧極 細砂粧. 長石. 雲母 良好 口 縁下突帯 1 条. 外 面 ス ス K -8 170 

76 42 1 23 . 6  3 . 6  0 . 4  横ナデ 機ナデ 浅黄檀 横櫨 砂粧. 長石、 雲母 良好 J -8 18号土坑

76 43 1 26 . 1  2 . 4  0 . 6  横ナデ 機ナデ にぷ燈 極 粗砂粧. 角 閃 石 . 長石 良好 内 面 ス ス 坑
H

1
7
1
. 8 16号 土

76 44 1 30 . 0  2 . 3  0 . 7  横ナデ 横ナデ 浅黄橿 浅黄担 砂粒、 角 閃 石 . 長石. 石英 良好 内 面 ス ス 坑
H -

1
7. 8 16号土

76 45 1 37 . 2  3 . 2  0 . 8  横ナデ 績ナデ 浅黄燈 浅黄櫨 小石. 砂粒、 角 閃石、 長石 良好 ロ 縁下突帯 1 条 1 -5 4 

76 46 1 26 . 8  1 8 . 5  0 . 4  横ナデ. 指頭痕 横
目

ナデ. 縦ハ ケ にぷ橿 にぶ禍 砂粒、 角 閃石 . 長石. 雲母 良好 胴部上半沈線 1 条. 両面 ス ス J -9 261 

77 47 1 29 . 4  6 . 2  0 . 4  横ナデ 横ナデ にぷ僅 にぶ橿 粗砂粒. 角 閃石 、 長石 良好 J -11 139. 143 

77 48 1 20 . 0  2 . 6  0 . 4  横ナデ 横ナデ 灰 白 浅黄檀 砂粒. 角 関 石 . 長石 良好 外商 ス ス 1 -10  70 

77 49 1 23 . 9  2 . 2  0 . 3  横ナデ 機ナデ 憧 浅黄櫨 砂舵. 角 閃 石 、 長石、 雲母 良好 口 縁部薄 〈 ス ス F -4 78 

77 50 1 28 . 3  2 . 7  0 . 4  横ナデ 横ナデ 恒 浅黄橿 砂粒. 角 閃石 、 長石、 雲母 良好 K -9 223 

77 51 1 29 . 2  1 . 9 0 . 3  横ナデ 横ナデ 檀 にぶ黄慢 細砂粒. 長石 良好 外 面 ス ス ト10 お

77 52 1 29 .0  3 . 4  0 . 4  機ナデ 機ナデ にぶ控 にぷ檀 砂粒. 長石. 角 閃 石 良好 外商. 口 縁部 ス ス J - 1 1  104. 140 

77 53 1 27 . 6  5 . 1  0 . 4  機ナデ 償ナデ にぶ黄燈 にぷ黄禍 細砂粒. 長石. 角 関石 良好 外商 ス ス J -9 227 

77 54 1 28 . 8  5 . 5  0 . 4  横ナデ 横ナデ 浅黄慢 にぶ黄被 砂粒. 角 閃石 . 長石. 石英、 雲母 良好 外商 ス ス J - 8  1 8号土坑

77 55 1 23 . 5  6 . 8  0 . 5  横ナデ 横ナデ にぷ黄檀 にぷ黄檀 砂粒. 長石. 雲母 良好 胸部上半沈線 l 条、 両面 ス ス K -6 51  

- 1 10 -
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77 56 1 32 . 8  4 . 9  0 . 7  償 ナ デ 横ナデ にぷ黄燈 にぶ黄燈 細砂粒、 長石、 角 閃石 良好 外面、 口 縁部薄 く ス ス F -3 20 

77 57 1 30 . 0  3 . 0  0 . 7  横ナデ 償ナデ にぶ黄燈 に ぷ黄檀 細砂粒、 長石 良好 外面 ス ス J -9 64. 83 

77 58 1 33 . 6  3 . 6  0 . 3  横ナデ 横ナデ にぶ燈 にぶ黄褐 砂粒、 長石、 角 閃石 良好 外面 ス ス K -8 1 10 

78 59 1 31 . 6  4 . 6  0 . 4  償ナデ 償ナデ にぶ黄恒 にぶ黄燈 細砂粒、 角 閃石町 長石、 雲母 良好 J -9 79 

78 60 1 29 . 2  2 . 3  0 . 5  横ナデ 償ナデ 灰黄褐 にぶ黄憧 砂粒、 角 閃石 . 長石. 雲母 良好 内 面薄 く ス ス K - 9  261 

78 61 1 27 . 5  2 . 4  0 . 4  機ナデ 償ナデ 明黄褐 浅黄俊 砂粒. 長石 良好 外面 ス ス 1 - 7  16号土坑

78 62 1 31 . 7 3 . 1  0 . 4  横ナデ 横ナデ 浅黄憧 にぶ慣 組砂粒、 角 閃 石 . 長石 良好 K -9 86 

78 63 1 27 . 5  4 . 4  0 . 3  横ナデ 憤ナテ 灰貧褐 灰黄褐 組砂粒、 角 閃 石 ， 長石 良好 両面 ス ス J - 9  271 

78 64 1 27 . 4  4 . 9  0 . 3  償ナデ 横ナデ にぶ黄慢 にぶ黄怪 砂粒 角 関 石 良好 外面 ス ス J - 6  31 

78 65 1 27 . 1  3 . 6  0 . 4  機ナデ 横ナデ にぶ黄慢 にぷ黄褐 桓砂粒、 角閃石. 長石 良好 外面ス ス J - l l 69 

78 66 1 31 . 9  6 . 1  0 . 5  償ナデ 横ナデ 浅黄燈 浅黄燈 角 閃 石 、 長石 良好 口 縁下突帯 1 条. 外面 ス ス K -8 129. 130 

78 67 I 30 . 6  3 . 6  0 . 5  償ナデ 償ナデ に ぶ黄慢 にぶ黄檀 砂粒ー 角閃石、 長石町 雲母 良好 J -9 24 .  35 

78 68 I 25 . 2  2 . 8  0 . 5  償ナデ 横ナデ にぶ黄慢 灰 白 砂粒、 角 閃石 、 長石 良好 F -4 109 

78 69 1 38 . 5  3 . 5  0 . 6  機ナデ 償ナデ にぶ黄慢 にぷ燈 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 内面薄 く ス ス J - l l 148 

78 70 I 30 . 9  3 . 0  0 . 5  横ナデ 横ナデ 浅黄憧 にぷ黄燈 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 外面 ス ス K -9 65 

78 71 1 33 . 2  3 . 1  0 . 6  償ナデ 機ナデ にぷ黄慢 浅黄慣 小石 町 粗砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 口 縁下突帯 1 条 、 外商 ス ス F - 7  20 

79 ï2 1 34 . 0  3 . 3  0 . 6  償ナデ
縦ハケ 目 の上償 浅黄燈 にぷ黄檀 砂粒. 角 閃 石 . 雲母 良好 両面 ス ス F -6 73 
ナデ

79 73 I 25 . 8  4 . 9  0 . 3  横ナデ 償ナデ 浅黄 浅黄 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 J -7 55 

79 74 1 27 . 0  5 . 1  0 . 5  横ナデ 機ナデ にぶ黄侵 にぶ黄慢 砂粒. 長石 石英 良好 両面 ス ス J -6 一指

79 75 I 26 . 6  6 . 3  0 . 5  償ナデ 横ナデ にぷ黄櫨 にぷ黄糧 砂粒. 角閃石. 長石 良好 外面 ス ス J - 1 1  1 1 3. 122 

79 76 I 24 . 4  5 . 9  0 . 4  償ナデ 横ナデ にぶ黄燈 灰黄 細砂粒、 長石、 角 閃 石 良好 H -7 9. I I  

79 77 I 29 . 5  5 . 0  0 . 4  横ナデ
積ハ ケ 自 の上横 にぷ檀 にぶ黄櫨 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 外商 ス ス J - 6  39 
ナデ

79 78 1 28 . 9  3 . 9  0 . 4  横ナデ 縦ハケ 目 の上横 にぷ俄 にぶ黄櫨 砂粒. 角 閃 石 、 長石 良好 口 縁部 ス ス J - l l 51 
ナデ

79 79 1 22 . 8  3 . 5  0 . 4  機ナデ 機ナデ にぶ俊 俊 砂粒、 角 閃石 良好 K -9 P -7 

79 80 1 20 . 5  2 . 7  0 . 5  機ナデ 機ナデ �.l!黄綬 にぶ褐 砂粒、 角 閃石 、 長石 良好 外面 、 口 縁部 ス ス K -7 120 

79 81 I 31 . 2  4 . 4  償ナデ 機ナデ にぷ黄檀 にぶ黄檀 細砂粒、 長石 良好 外面 ス ス K -1O一括

80 82 1 29 . 8  1 . 4  0 . 4  ナデ 横ナデ 浅黄燈 赤褐 砂粒. 石英. 角 閃 石 、 長石 良好 外面赤色顔料 J -9 120 

80 83 1 52 . 9  7 . 1  1 . 2  横ナデ 償ナデ 褐灰 褐灰 砂粒、 角 閃石 、 長石 良好 ロ 縁下突帯 2 条 両面 ス ス 17号土坑

80 84 1 33 . 8  21 . 2  0 . 8  被ナデ 償ナデ にぷ黄燈 燈 砂粒. 角 閃石 . 長石. 塞母 良好 ロ 縁下突帯 l 条 、 外面ス ス K -7 273 

80 85 1 34 . 0  3 . 4  0 . 7  横ナデ
横
ナ

ハ
デ

ケ 目 の上償 にぶ黄檀 にぷ黄燈 粗砂粒. 角 閃 石 、 長石 良好 口 縁下突帯 1 条 P -6 1 12  

80 86 1 4 1 . 3  4 . 9  1 . 2  横ナデ 憤ハケ 目 浅黄佳 浅黄侵 細砂粒. 角 閃 石 、 長石 良好 ロ 縁下突帯 1 条. 外面 ス ス K - 1O 41  

80 87 I 36 . 8  3 . 9  0 . 8  機ナデ 横ナデ にぷ黄燈 にぶ黄憧 砂粒、 角閃石、 長石 良好 ロ 縁下突帯 1 条、 外 商 ス ス J -7 19 

80 88 1 33 . 7  4 . 1  1 . 0  横ナデ 償ナデ にぶ黄燈 にぶ黄憧 砂粒、 角 関 石 、 長石 良好 口 縁下突帯 1 条 、 内 面薄 く K -7 153 ス ス

80 89 I 58 . 2  8 . 2  0 . 7  被ナデ 償ナデ にぶ黄慢 灰黄褐 砂粒、 角閃石、 長石町 雲母 良好 ロ 縁下突帯 1 条 両面 ス ス J -10 1 18  

80 90 1 42 . 0  3 . 0  0 . 4  横ナデ 機ナデ 桟黄燈 浅黄燈 粗砂粒、 長石 良好 J -9 25 

80 91 1 4 1 . 4  4 . 2  0 . 5  機ナデ 機ナデ 淡黄 にぶ黄燈 砂粒、 長石 良好 口 縁下突帯 1 条、 外面 ス ス J - 9  29 

80 92 1 4 1 . 2  4 . 1  0 . 7  償 ナ デ 横 ナ デ にぷ黄燈 にぶ黄慣 粗砂粒. 長石 良好 口 縁下突帯 1 条 J -10  296 

80 93 1 47 . 0  5 . 7  0 . 7  償ナデ 償ナデ 浅黄 にぷ憧 砂粒、 長石 良喜子 ロ 縁下突帯 1 条 . 外 面 ス ス J -7 39 

81 94 3 . 4  3 . 3  ナ デ ナデ にぷ黄燈 砂粒、 角 閃石 . 長石 良好 J -9 224 

81 95 6 . 6  6 . 3  2 . 1  ナ デ
縦
ア

ハ ケ 目 . 憤ナ オ リ ー プ にぶ黄怪 細砂粒. 角閃石盲 長石 良好 内 面 ス ス E -5 49 黒
81 96 6 . 8  7 . 3  1 . 0  ナ デ 縦ハケ 目

オ リ ー プ にぷ黄檀 細砂粒. 長石 良好 両面 ス ス J -8 一括
黒

自1 97 6 . 7  7 . 5  1 . 7  ナ デ 縦ハ ケ 目 a青灰貨 にぷ慣 砂粒盲 長石 良好 両面 ス ス K -8 73 

81 98 7 . 8  5 . 8  1 . 2  ナ デ 縦 ハ ケ 目 灰黄褐 にぷ黄樫 粗砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 内 面 ス ス 1 - 5  I I  

81 99 8 . 5  6 . 7  1 . 4 ナ デ
縦ハ ケ 目 の上横 灰黄褐 にぶ黄慢 粗砂粒、 角 閃石町 長石 良好 両面 ス ス 6号 土繍話題土
ナデ

81 1 1日日 5 . 9  3 . 6  ナ デ 縦ハケ 目 にぷ黄檀 にぶ黄憧 砂粒、 長石 良好 K -9 133 

81 I 101 6 . 9  5 . 1  1 . 2  ナデ 縦ハケ 目 灰黄 にぶ黄慣 砂粒、 長石 良好 両面 ス ス J -6一括

81 I 102 6 . 6  4 . 5  ナ デ 縦ハケ 目 にぶ黄怪 にぷ黄綬 粗砂粒. 長石 良好 内 面 ス ス J - 7  1 号住埋土

81 1 103 6 . 5  4 . 7  ナ デ 縦ハケ 目 の上横 褐灰 にぷ侵 粗砂粒、 角 閃石 . 長石 良好 J -7 24 
ナデ

81 1 104 6 . 2  6 . 2  1 . 6  ナ デ 縦ハケ 目 浅黄燈 淡黄 砂粒盲 長石 良好 底面 ス ス J - 7  106 

81 1 105 5 . 6  4 . 5  1 . 2  ナ デ 縦ハケ 目 灰黄褐 にぷ黄燈 細砂粒、 角 閃石 . 長石 良好 内 面 ス ス J - 9  146 

81 106 6 . 0  8 . 3  1 . 0 ナ デ 縦 ハ ケ 目 黒褐 にぶ怪 砂粒. 長石 雲母 良好 両面 ス ス J - 6  2 

81 107 6 . 7  6 . 8  1 . 5  ナ デ 縦ハケ 目 晴
プ褐

オ リ ー にぶ黄燈 砂粒町 長石 良好 両面 ス ス H-7 7 

81 108 8 . 5  3 . 8  ナ デ 縦ハケ 目 に ぷ燈 に ぷ燈 細砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 内 面 ス ス K - I0 95 

81 109 9 . 5  5 . 8  ナ デ 縦ハケ 目 にぷ黄燈 浅黄樫 細砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 内 面 . 脚台 内 ス ス J - 9  110 

81 110 7 . 8  5 . 8  1 . 1  ナ デ 縦ハケ 目 黄灰 にぷ黄俊 細砂粒、 角 閃 石 良好 両面、 脚台内 ス ス 一括

- 1 1 1 -



第4節 弥生時代の遺構と遺物

第1 5表 I 区出 土弥生土器観察嚢 ( 3 )

望号 喜望 口 径 底径 現
{皿
存

)高 鐸
{田

厚
) 網整 { 内 面) 調盤 {外面) 色

{ 内面
調
) 

色
(外面

関
) 胎 土 焼成 備 考 取 上 番 号

81 I I I  7 . 2  4 . 2  ナ デ 縦ハケ 目 にぶ貧褐 浅黄極 角閃石. 長石 良好 内面 ス ス J - 9  239 

81 1 12  7 .6  4 . 6  0 . 9  ナデ 縦ハケ 目 褐灰 にぷ桓 角 閃石. 長石 良好 両面 ス ス J - 1 1  153 

81 1 13  8 .9  8 目 l 0 . 9  ナ デ 縦ハ ケ 目 にぷ貨 浅黄 細砂粒. 角 閃石. 長石 良好 両面. 脚台内 ス ス J - 9  43 

81 1 14 9 . 2  5 . 2  1 . 1  ナデ 縦ハケ 目 灰貨褐 にぷ貧恒 砂粒. 角閃石. 長石 良好 内 面. 脚台内 ス ス J - 1 1  22， 130 

81 1 15  8 .8  5 目 6 0 . 9  ナ デ 縦ハ ケ 目 灰貨縄 浅賃値 砂粒. 長石 良好 両面 ス ス J -7一括

81 1 1 6  7 . 4  6 . 5  0 . 9  ナ デ 縦ハケ 目 暗灰黄 にぷ健 長石. lIi!母 良好 内 面 ス ス J -9 58 

81 1 17  9 . 4  5 . 7  0 . 8  ナ デ 縦ハケ 目 禍灰 にぶ貧橿 砂粒. 角 閃石. 長石 良好 内 面簿 〈 ス ス K - 10 1 1  

81 1 18  8 . 8  4 . 2  縦ハケ 目 にぷ黄褐 砂位. 角 閃石 . 長石 良好 外面 ス ス 1 - 1 0  91 

81 119 8 . 1  7 目 。 1 . 1  ナデ 縦ハケ 目 怪 浅黄但 小石. 長石. 角 閃 石 . 黒曜石 良好 F -6 38 

81 120 7 . 9  5 . 9  1 . 0  ナ デ 続ハケ 目 黄灰 に ぶ貨笹 小石. 砂粧. 角 閃石 . 長石 良好 両面 ス ス J - 6  4 1  

8 1  121 8 . 4  ι 2  0 . 6  ナ デ 縦ハケ 目 灰黄褐 にぷ貨恒 租砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 両面. 脚台内 ス ス K -9 78 

81 122 8 . 0  4 . 5  1 . 0  ナ デ 縦ハケ 目 灰貧褐 にぶ策担 角 関 石 . 長石 良好 内 面. 脚台内 ス ス K -9 1 14  

8 1  123 8 . 6  5 . 3  1 . 0  ナ デ 縦ハケ 目 褐灰 にぶ燈 砂粧. 角 閃石. 長石 良好 内 面 ス ス F -6 94 

81 124 8 . 4  4 . 0  1 . 1  ナデ 縦ハケ 目 にぷ貨値 にぷ貧恒 砂粒. 長石 良好 内 面. 脚台 内 ス ス J - 1 1 4 1 ， 162 

81 125 7 . 7  5 . 0  1 . 0  ナ デ 縦ハケ 目 褐灰 にぶ慢 砂粒. 角 閃石. 長石 良好 両面 ス ス F -6 77 

81 126 7 . 5  1 . 0 ナデ 縦ハケ 目 灰 浅策担 砂舵. 角 閃石. 長石 良好 両面、 脚台内 ス ス J - 1 1  83ほか

82 127 20 . 8  5 . 8  0 . 4  事ハ ケ 目 の上償ナ 縦
ナ

ハ
デ

ケ 目 の上積 にぶ黄櫨 にぷ貨檀 砂粧. 角 閃 石 . 長石 良好 内 面 ス ス 1 - 7  1 

82 1 128 20 . 8  5 . 2  0 . 8  ミ ガ キ 縦
ナ

ハ
デ

ケ 自 の上繍 明赤禍 恒 砂魅. 長石. 雲母 良好 J -9 1 1  

82 129 20 . 0  7 . 8  0 . 5  ミ ガ キ 縦
ナ

ハケ 目 の上
キ

償
デ. ミ ガ 灰黄禍 暗灰貨 細砂粒. 長石. 雲母 良好 両面 ス ス K -8 90， 93 

82 130 1 8 . 7  4 . 4  0 . 5  償ナデ 償ナデ にぷ慢 にぷ黄橿 砂紘. 角 閃石. 長石 良好 K -9 64 

82 131 1 5 . 0  2 . 9  0 . 4  績ナデ 償ナデ にぷ貨檀 にぶ貨慢 砂粒. 長石 良好 口 唇郁刻 目 2 �日l J -8一括

82 132 21 . 4  4 . 2  0 . 6  償ナデ 償ナデ にぶ黄櫨 浅貧侵 砂位. 角閃石. 長石 良好 内 面 ス ス J - 9  37 

82 133 32 . 1  7 . 8  0 . 7  横ナデ 償ナデ にぶ健 にぶ貧恒 細砂粒. 角 閃石. 長石 良好 頚部刻 目 突帯 l 条 J -9 137 

82 134 25 . 3  4 . 6  0 . 5  償ナデ 縦
ナ

ハ
デ

ケ 自 の上横 浅貨栂 浅黄侵 担砂粒. 長石 良好 内面赤色顔料 K -6一括

82 135 19 . 3  6 . 6  0 . 4  被ナデ 償
文

ナデ. へ ラ 備 にぶ黄憧 にぶ僅 細砂粒. 角 閃 石 . 長石 良好 ロ
1

層
条

部刻 目 . 頭部刻 目 突帯 J -8一括

82 136 20 . 5  4 . 0  0 . 8  機ナデ 横ナデ にぷ檀 にぷ燈 砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 一括

82 137 20 . 4  3 . 7  0 . 5  横ナデ 横ナデ 浅黄恒 浅黄櫨 小石. 砂絵. 角 閃石 . 長石 良好 内面 ス ス J -6 幻

82 138 26 . 7  6 . 2  0 . 8  横ナデ 機ナデ にぶ橿 に ぶ貧笹 細砂粒. 角 閃石. 長石 良好 頭部刻 目 突帯 l 条 J -9 137 

82 139 19 . 3  6 . 2  1 . 0  ナデ. 指頭痕 償
ミ

ナ
ガ

デ
キ

の上へラ にぷ貧慣 にぷ黄樫 細砂粧. 角 閃石 . 長石 良好 外商 ス ス K - 1O 17， 89， 
ω 

82 140 33 . 1  3 . 1  0 . 8  機ナデ 償ナデ . にぷ貨僅 に ぶ貧糧 細砂粒. 長石. lIi!母 良好 外面 ス ス J -8一括

82 141 23 . 0  1 7 . 4  0 . 6  横ナデ 縦
ナ

ハ
デ

ケ 目 の上機 褐灰 赤禍 砂粒 良好 宮顔
部

料
三角突帯 1 条・ 外面赤 1 -9 57， 60， 61 

83 142 20 . 6  2 . 9  0 . 7  機ナデ 機ナデ にぷ橿 灰黄禍 綿砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 外面 ス ス J -7一括

83 143 23 . 6  3 . 3  0 . 4  ミ ガ キ 機ナデ にぷ黄禍 にぷ貨褐 砂粒司 角閃石 良好 J -6 6 

83 144 1 8 . 8  3 . 8  1 . 0  横ナデ 機ナデ にぷ負担 にぷ黄慢 細砂粒. 角 閃石 . 長石 良喜子 E -4一括

回 145 23 . 8  6 . 9  0 . 6  皆、 ケ 目 の上繍ナ 繍ナデ にぷ貨鐙 にぷ貧短 砂粒. 石英. 長石. 雲母 良好 色
口 層

顔料
部費

飛
用
沫痕

. 外面 ス ス . 赤 J -7 72 

83 1 146 8 . 0  5 . 6  2 . 0  ナデ. 指頭痕 へ ラ ケ ズ リ 蹟栂 貨栂 砂粒. 石英. 角 閃石 . 長石 良好 F -4一括

83 147 7 . 8  3 . 6  ナデ. 指顕痕 ナデ にぷ貨侵 に ぶ黄径 細砂粒. 角 閃石. 長石 良好 両面 ス ス 一括

83 148 9 . 4  4 . 6  1 . 5  ナ デ ナ デ にぷ慣 にぷ慢 砂粒. 角 閃石. 長石 良好 内 面 ス ス J -9一括

83 149 7 . 0  5 . 6  1 . 0  横ナデ. 指頭痕 ナデ にぷ貨燈 佳 砂粒. 角 閃石. 長石 良喜子 両面 ス ス 一括

83 1 150 7 . 2  4 . 3  1 . 3  ナデ 縦ハケ 目 にぷ黄僅 檀 砂粧. 角 閃石 . 長石 良好 1 -7 16号土坑

83 1 151 8 . 8  1 . 5  ナ デ ナ デ 灰繍禍 にぷ積極 石英. 角 閃石 . 長石 良好 内 面 ス ス E -4一括

83 1 152 6 . 0  1 . 5  1 . 0  ナ デ ナ デ に ぶ貨僅 灰繍褐 砂粧、 角 閃石 . 長石 良好 内 面 ス ス . 底面 ス ス K -7 22O 

83 1 1臼 8 . 6  2 目 7 1 . 0  ナデ. 指頭痕 ナデ に ぶ賃値 にぶ黄極 砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 両面 ス ス C -4一括

83 1 154 7 . 6  5 . 6  0 . 4  ナデ ナデ 灰貨 灰貧 砂位. 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 J -6 28， 75 

83 1 155 0 . 5  ナ デ へ ラ ミ ガ キ にぷ策億 県縄 粗砂粒. 長石. 角 閃 石 良好 鋼部沈線. 刻 目 . 外面 ス ス 1 -9 58 

83 1 158 9 . 3  20 . 2  0 . 7  横ナデ. 縦ハケ 目 被
目

ナデ. 縦ハケ 健 褐 砂位. 角閃右. 長石. 雲母 良好 鈎状突帯. 外面赤色顔料 F -6 P -3 

84 1 157 29 . 3  5 . 3  0 . 8  償ナデ 繍ナデ にぷ貨健 にぷ褐 砂粧. 石英. 角 閃石 . 長石 良好 顔
口 綾

料
部沈線 1 条 . 内面赤色 J -9 74 ，  75 

84 1 158 26 . 2  1 . 4  横ナデ 繍ナデ にぷ担 にぷ極 砂紘. 角 閃石 . 長石 良好 J -8一括

84 1 159 28 . 6  7 . 0  0 . 5  機ナデ 機ナデ にぷ僧 にぷ燈 細砂粒. 角 閃 石 良好 外面 ス ス J -7一括

84 1 1ω 25 . 4  5 . 1  0 . 5  機ナデ 償ナデ にぷ僧 燈 砂位. 角 閃 宥 . 長石 良好 J -8一括

84 1 161 22 . 8  1 . 8  1 . 0  償ナデ 横ナデ 浅黄櫨 浅賀橿 砂粧司 角 閃石. 長石 良好 ロ 縁部赤色顔料 1 -10 68 

84 1 162 25 . 6  4 . 2  0 . 5  機ナデ 償
目

ナデ. 縦ハケ 橿 櫨 砂粒. 角 関 石 . 長石 良好 全面赤色顔料 J -10 161 

84 1 163 1 5 . 6  4 . 1  0 . 7  繍ナデ ミ ガ キ にぷ貨燈 赤褐 砂粒. 長石. lIi!母 良好 外面赤色額料 K -9 71  

84  1 164 1 5 . 6  2 . 2  0 . 7  績ナデ 機ナデ にぷ賃値 赤褐 砂粒. 長石、 霊母 良好 外面赤色顔料 J -8 18号土坑

- 1 12 -



第 皿 章 平成 5 (1993) 年度第 I 調査 区

磨製石蝕 ( 1 、 2 )

1 は 頁岩製で あ る 。 I ー 10 区 出 土 で 、 ほ ぼ完形 で あ る 。 全長3 . 3cm 、 幅 1 . 8cm 、 厚 さ O . 3cm 、 重 さ 2 . 4 g で あ

る 。 平基で、 最大幅 が 基 部 に あ る 砲弾形 に な っ て い る 。 ま た 、 全体 に ス ス が 付着 し て い る 。 2 も 頁岩製 で あ

る 。 J - 9 区 出 土で あ る 。 全長4 . 6cm 、 幅3 . 3cm 、 厚 さ O . 3cm 、 重 さ 4 . 9 g を 計 る 。 平基 で 、 最大幅 は 基部 に あ

り 、 側 辺 が緩い 曲線 に な っ て い る 二等辺 三角 形状の形態 で あ る 。 ま た 、 基部 は 折れ面 を 磨 い て 再加工 さ れて

い る 。 こ の こ と か ら 、 石剣の先端部 を石錬に再生 し た も の と 考 え ら れ る 。

磨製石剣 ( 3 )

J - 6 区 出 土 、 頁岩製 で あ る 。 残存長7 . 9cm 、 幅3 . 5cm 、 厚 さ O . 7cm 、 重 さ 23 . 0 g で あ る 。 両 刃 で 、 基部は茎

( な か ご) を 作 り だ し 、 目 釘穴 と 思われ る 穿孔が あ る 。 こ の こ と か ら 、 柄 に 装着 し て 使用 さ れ た も の と 考 え

ら れ る 。 な お 、 上半部 と 茎 の先端 を欠損 し て い る 。

石包T ( 4 "-' 1 1 )  

4 は K - lO 区 出 土 、 左端部 の破片 で 、 頁岩製 で あ る 。 長 さ 3 . 5cm 、 残存幅3 . 8cm、 厚 さ O . 4cm 、 重 さ 6 . 4 g を

計 る 。 刃 部 、 背部 と も に外湾 し 、 穿孔は上半部に あ る 。 5 は一括資料 で あ る 。 砂岩製 で 、 両 端 を 欠 損 し て い

る 。 長 さ 5 . 3cm 、 残存幅4 . 1 cm 、 厚 さ O . 7cm 、 重 さ 28 . 2 g を 計 る 。 刃 部 と 背部 は 直 線 で 、 ほ ぼ 平行 し 、 穿孔 は 中

央部 に 左 下 が り で 、 両側 か ら 開 け ら れ て い る 。 6 は J - 9 区 出 土 、 石包丁 の 一部 の 破 片 で 、 砂岩製 で あ る 。

外寄 し た 刃 部 を持つ。 穿 孔 は 両側 か ら 開 け ら れて い る 。 長 さ 3 . 6cm 、 残存幅5 . 9cm、 厚 さ O . 5cm 、 重 さ 16 . 6 g を

計 る 。 7 は J - 9 区 出 土 で あ る 。 砂岩製 で 、 左半部 を欠損 し て い る 。 背 部 は 直線 で あ り 、 刃 部 は 直線で背部

に 平行 し た あ と 、 端部 で琴 曲 し て 背 部 に 至 る 刀 状 の 形態 を し て い る 。 穿孔 は 中 央部やや上寄 り に 両側 か ら 開

け ら れ て い る 。 長 さ 3 . 7cm 、 残存幅6 . 5cm、 厚 さ O . 6cm 、 重 さ 28 . 0 g を 計 る 。 8 は頁岩製で あ る 。 1 - 10 区 出 土

で 、 ほ ぼ完 形 で あ る 。 背 部 は 弱 く 外萄 し 、 刃 部 は 強 く 外軍事す る 半月 形 に 近 い 形 を し て い る 。 穿 孔 は上半部に

両側 か ら 開 け ら れ て い る 。 ま た 正面穿孔部 に は糸 擦れ痕、 刃 部 に は使用 痕 が残 る 。 長 さ 4 . 6cm 、 幅 lO . 4cm 、 厚

さ O . 9cm、 重 さ 50 . 0 g で あ る 。 9 も I ー 10 区 出 土 で あ る 。 砂岩製 で 、 左半部 を 欠 損 し て い る 。 長 さ 4 . 2cm、 残

存幅8 . 2cm 、 厚 さ O . 7cm、 重 さ 47 . 6 g を 計 る 。 背部は直線 で あ り 、 刃 部 は 直線 で 背 部 に 平行 し た あ と 、 端部で

軍事 曲 し て 背 部 に 至 る 万 状 の 形態 を し て い る 。 穿孔 は 中 央部に左下が り で 、 両側 か ら 開 け ら れ て い る 。 1 0 は 一

括資料 で あ る 。 石包丁 の 一部 の破片で 、 砂岩製 で あ る 。 外軍事 し た 刃 部 を持つ。 長 さ 4 . 1 cm 、 幅5 . 1cm 、 厚 さ O . 6cm 、

重 さ 17 . 8 g で あ る 。 1 1 も 石包 丁 の 一部の破片 で あ る 。 K - 10 区 出 土 で 、 砂岩製 で あ る 。 刃 部 の 形 態 は 不 明 で

あ る が 、 背部 は直線で あ る 。 穿 孔 は 両側 か ら 開 け ら れ て い る 。 長 さ 5 . 2cm 、 幅5 . 8cm 、 厚 さ O . 6cm 、 重 さ 3 1 . 6 g 

で あ る 。

6 . そ の他 の 遺物 (第79図)

土器、 石器以外の遺物 と し て は 、 紡錘車が 1 点 、 ガ ラ ス 玉 が 1 点 出 土 し て い る 。 い ずれ も 包含層 か ら の 出

土 で あ る 。

紡錘車 (1 2)

1 2 は 、 土製の紡錘車 で あ る 。 1 - 9 区 か ら 出 土 し た 。 直径4 . 0cm 、 厚 さ 1 . 3cm で、 あ る 。

ガ ラ ス 玉 (1 3)

1 3 は F - 5 区 か ら 出 土 し た 。 青色で、 直径O . 25cm 、 厚 さ O . 15cm を 計 る 。

- 1 13 -
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第 W 章 平成 5 (1993) 年度第 H 調査区

第W章 平成5 (1993)年度 第E調査区

第1節 調査の概要

第 E 調査 区 ( II 区 と 略す) は 、 第 I 調査 区 の東方約50m の と こ ろ に位置す る 。 北バイ パ ス の建設 に 伴 っ て

遮断 さ れ る 熊本北高校 と 県道託麻北部線 を結ぶ登校道路 の 付 け 替 え 予 定地 に あ た る 。

調査 区 の 西 隣 を 通 る 現在 の 登校道路 の 建設の際 に行われた昭和63年度 の発掘調査で、 は 、 弥生時代の住居跡

を は じ め 、 押型文土器、 弥生土器、 土師器等 が 出 土 し て い る 。

今 回 の道路予定地 か ら も 遺物 、 遺構 の 出 土が予想 さ れ た た め 、 熊本工事事務所 と の 協議の結果、 平成 5 年

度 に 発掘調査 を 行 う こ と に な っ た 。 こ の た め 、 平成 5 年度の調査 は本道部分 を I 区 、 登校道路部分 を E 区 と

し て 区別す る こ と に し た 。

E 区 の調査 は 、 I 区 の 調査 の 終 了 後 、 平成 6 年 1 月 31 日 か ら 開 始 し た 。 重機に よ る 表土 剥 ぎ の 後 、 10 m 四

方の グ リ ッ ド を 設定 し 、 調査 区全体 の 平面 図 を 平板測量 で作成 し た 。 グ リ ッ ド の 基 準 は I 区 と 同 じ磁北 に 合

わせ、 南北軸 の ア ル フ ァ ベ ッ ト も I 区 に 対応 さ せた (第80図) 。

表土剥 ぎ の結果、 調査 区 の 北側 、 B - 4 、 5 区 は包含層 は無 く 、 VI 層 が露頭 し た た め 、 調査対象 か ら 外す

こ と に し た。

調査 区の 清掃後 、 E 層 上面 で 竪穴住居跡 3 基 が確認で き た 。 こ の た め 、 調 査 は ま ず、 住居跡 の掘 り 下 げ お

よ び実測か ら 始 め る こ と に し た 。 住居跡 の埋土か ら は 土師器が 出 土 し た た め 、 こ の住居跡 は 古墳時代 の も の

で あ る こ と が確認 さ れた 。 住居跡 の調査 と 合わせて 、 包含層 の調査 も 開 始 し た 。 包 含層 か ら は 、 縄文早期 、

後期 、 晩期 の 土器お よ び土師器が 出 土 し た 。 出 土 し た 遺物 は、 平面図 に 出 土位置 を 記 し 、 同 時 に絶対高 を 記

入 し て 取 り 上 げ た 。

包含層 の調査終 了 後 、 土層 の観察 と 、 縄文時代以前 の文化層 の有無 の確認の た め 、 グ リ ッ ド の 南北軸 に 沿

っ て ト レ ン チ を設定 し た が 、 遺物等 は 出 土 し な か っ た。 こ の ト レ ン チ の 実測 が 終 了 し た 平成 6 年 3 月 25 日 に

調査 を終了 し た 。

第2節 古墳時代の遺構と遺物

1 . 竪穴住居跡 (第81 �83図 )

E 区 か ら は 、 竪穴住居跡 が 合 計 3 基確認 さ れた 。 いずれ も 埋土 中 か ら 土師器が 出 土 し た こ と か ら 、 古墳時

代 の住居跡 と 思われ る 。 出 土 し た 土師器 につ い て は 、 主要な も の を 図化 し て 、 住居跡 ご と に掲載 し た 。

それぞれの住居跡 の 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 以 下 の と お り で あ る 。

1 号住居跡 (第81 図 )

1 号住居跡 は 、 E - 4 、 E - 5 区で確認 さ れた。 西側 の隅部 は調査区外の た め 不 明 で あ る が 、 長軸500cm 、

短軸410cm、 深 さ 約40cm の 方形 で あ る と 考 え ら れ る 。 な お 、 長軸の方位 は N - 420 - wで あ る 。 柱穴 は位置関

係か ら 、 P - 1 、 P ー 2 の 2 本柱 と 考 え ら れ る が 、 深 さ が 1O�20cm と 浅 く 、 柱 の 痕跡 も 見 ら れ な い こ と か ら

確実な も の で は な い 。 中 央部 に 炭や焼土 を 埋土 に 含んだ土坑が 2 つ ( P - 3 、 P - 4 ) が あ り 、 炉 の 跡 で は

な い か と 考 え ら れ る 。 ま た 、 南西側 の 壁 際 中 央部 に貯蔵穴 と 思わ れ る 大 き め の 土坑 ( P - 5 ) が あ る 。

出 土 し た 土師器の う ち 、 実測可能 な 7 点 を掲載 し た 。 1 は高杯 の脚部 と 思わ れ る 破片 で あ る 。 檀色 を 呈 し 、

復元 し た底径 は 1 2 . 6cm 、 現存高 は0 . 9cm 、 最大器厚 は0 . 5cm で、 あ る 。 胎 土 は長石、 角 閃石 を含 む。 檀色 を 呈 し 、
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第 2 節 古墳時代の遺構 と 遺物

焼成 は 良 好で あ る 。 2 は小型 の鉢型土器で、 あ る 。 完形で 出 土 し た 。 口 径1O . 1cm、 底径6 . 1cm、 器高7 . 1cm 、 最

大器厚 は l . Ocm を 計 る 。 直 口 す る 口 縁 と 丸み を 持 っ た レ ンズ状の底部 を 持 ち 、 内 面 の調整は上部横ナデ、 下部

へ ラ ケ ズ リ 、 外 面 はハ ケ 目 調整 で あ る 。 胎 土 は小石、 砂粒、 長石、 石英、 角 閃石 を 含む。 色調 は に ぶ い檀色

で 、 焼成 は 良 好 、 外面 に は ス ス が 付着 し て い る 。 3 、 4 、 5 は査 ま た は聾の 口 縁部 と 考 え ら れ る 破片 で あ る 。

3 は 、 復元 口 径2 1 . 2cm、 現存高 は5 . 6cm、 最大器厚O . 5cmで 、 簿 く 、 やや内有気味の器形で あ る 。 内 面 は ハ ケ

目 、 外面 は ハ ケ 目 の あ と ナ デ、調整 を 行 っ て い る 。 胎土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を含み、 色調 は に ぶ い 黄櫨色 で

あ る 。 焼成 は 良好 で 、 外面 に は ス ス が付着 し て い る 。 4 は 、 口 径 18 . 4cm 、 現存高4 . 8cm、 最大器厚 は l . Ocmで 、

外反す る 口 縁 を も っ 。 内 面 は ハ ケ 目 調整 、 外面 は横ナデ調整 で あ る 。 胎土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を含む。 色

調 は に ぶ い 黄樺色 で 、 焼成 は 良好 、 内 面 に 薄 く ス ス が付着 し て い る 。 5 は 、 復 元 口 径19 . 0cm、 現存高 は6 . 0cm、

最大器厚O . 7cmで、 あ る 。 口 縁は外傾す る が 、 口 層部でやや内書写す る 。 内外面 と も ハ ケ 目 調整で あ る 。 胎 土 は 砂

粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色 調 は 内 面 に ぶ い燈色、 外面 は に ぶ い黄櫨色 で 、 焼成 は 良好 、 外 面 に ス ス が 付着

し て い る 。 6 は費 で 、 口 縁の 一部 を 欠 く が 、 ほぼ完形で あ る 。 床面直上か ら 出 土 し た 。 口 径20 . 2cm、 最大径

22 . 9cm、 器高26 . 0cm 、 最大器厚O . 9cm を 計 る 。 丸底 で 、 やや外反気味の 口 縁 を も っ。 最大径 は胴部上半 に あ る 。

調整 は 内面へ ラ ケ ズ リ 、 外面ナデで、 一部ハ ケ 目 を残す。 胎土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色調 は 内 面灰

黄褐色 、 外面 に ぶ い 黄撞色 を 呈す。 焼成 は 良 好 で 、 内外両面 と も ス ス が付着 し て い る 。 7 は査 で あ る 。 口 径

20 . 2cm 、 復元最大径22 . 9cm、 現存高26 . 0cm、 最大器厚はl . Ocm を 計 る 。 直線的 に 立 ち 上 が る 口 縁部 を も ち 、 最

大径 は胴部 中 位 に あ る 。 外面 は ハ ケ 目 調整 の あ と 、 口 縁部 を横ナ デ、 内 面 は胴部へ ラ ケ ズ リ 、 口 縁部横ナデ

で仕上 げ て い る 。 な お 、 内 面 の胴部上半 に は 、 成形時の粘土の巻 き 上 げ痕 が 残 っ て い る 。 胎 土 は砂粒、 長石、

角 閃石 を 含む。 色調 は 内 面 に ぶ い 黄褐色 、 外面 は に ぶい黄檀色 で 、 焼成 は 良 好 、 外 面 に ス ス が付着 し て い る 。

2 号住居跡 (第82図)

2 号住居跡 は 、 C - 4 、 D - 4 区で確認 さ れた。 東側 の 隅部が調査 区外 に な り 全容 は 不 明 で あ る が 、 長辺

2 10cm、 短辺170cm、 深 さ 40cmの方形 の住居跡 で あ る 。 長軸の方位 は N - 550 - w で あ る 。 柱穴 は位置 関 係 か

ら P - l . P - 2 の 2 本柱 と 考 え ら れ る が 、 深 さ はlOcm程度 し か な く 、 確実な も の で は な い 。 た だ 、 中 央部

に あ る 小土坑 P ー 3 は 深 さ が60cm と 深 く 、 大 き さ や構造等 か ら も 柱穴 の条件 を備 え て お り 、 こ の 土坑 を住穴

と す る 1 本柱の住居跡で、 あ っ た 可能性 も あ る 。 P - 3 と 北西側壁 と の 中 間 に あ る 小土坑 P - 4 は埋土が焼土

で あ っ た 。 こ の た め炉跡で あ る 可能性 も あ る が 、 規模が小 さ く 、 確実 な も の と は い え な い 。 ま た 、 南 西側 の

壁際 に貯蔵穴 と 思わ れ る 大 き め の 土坑 ( P - 5 ) が あ る 。

実測 可能 で あ っ た 土師器は 2 点 で あ る 。 1 は高杯上部の破片 で あ る 。 復 元 口 径18 . 6cm、 現存高 は5 . 6cm、 最

大器厚O . 7cmで あ る 。 上 半部 と 下半部 の接合部で段 を な し 、 上半部は大 き く 開 い て 、 全体 は浅 く な っ て い る 。

調整 は 内 面 が ナ デ、 外 面 は 下 半部 が ハ ケ 目 、 上半部がナデで あ る 。 胎土 は砂粒、 長石 を 含み 、 色調 は 内 面 が

憧色、 外面 は に ぶ い 黄樺色 で 、 焼成は良好 で あ る 。 内外両面 と も ス ス が付着 し て い る 。 2 は小型丸底査で、

床面直上か ら 出 土 し た 。 口 径13 . 8cm、 最大径 15 . 8cm、 器高16 . 8cm 、 最大器厚O . 7cm を 計 る 。 直線的 に外傾す る

やや長 め の 口 縁部 を も ち 、 最大径 は胴部上半 に あ る 。 内 面へ ラ ケ ズ リ 、 外 面 は ハ ケ 目 調整 で あ る 。 胎 土 は 砂

粒、 長石、 角 閃石 を含む。 色調 は 内面 に ぶ い黄褐色 、 外面にぶい黄様色 を 呈 し 、 焼成 は 良好 で あ る 。 内外両

面 と も ス ス が付着 し て い る 。

3 号住居跡 (第82、 83図)

3 号住居跡 は 、 E - 4 、 5 区 と F - 4 、 5 区 の境で確認 さ れた。 埋土 と 地 山 の境 が 不 明 確 で‘ あ っ た た め 、

ト レ ン チ を入れて壁面 を確認 し つつ掘 り 下 げ た が 、 西側 の 隅 は確認す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 掘 り 下

げ の 際 に 、 南側 と 北側 の部分 を掘 り 過 ぎ た た め 、 床の硬化面 を確認す る こ と が で き な か っ た 。

住居跡は長軸470cm、 短軸380cm、 深 さ 35cm の方形で、 長軸の方位 は N - 300 - E で あ る 。 柱穴は深 さ や大
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き さ 、 位置関係 な ど か ら P - l ， P - 2 の 2 本柱で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 炉跡や貯蔵穴 と 思われ る 掘 り

込み は確認で き な か っ た 。

1 は大型の査 で あ る 。 最大径36 . 8cm、 現存高40 . 4cm 、 最大器厚 は 1 . 2cm を 計 る 。 丸底 で 、 胴 部 中 位やや上 に

最大径 を も っ。 調整 は 内 面 の胴部上半が 指 に よ る ナ デ、 下半がへ ラ ケ ズ リ で 、 外 面 は 全体 に ハ ケ 目 が施 さ れ

て い る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を含む。 樺色 を 呈 し 、 焼成 は 良好 、 外面 に ス ス が 付着 し て い る 。 2 は 小

型の査で あ る 。 底 部 は 丸底 に な る と 考 え ら れ る 。 口 径 1O . 2cm 、 最大径14 . 9cm 、 残存 高 1 5 . 2cm 、 最大器厚O . 8cm

を 計 る 。 口 縁部 は 内 軍事 し て 立 ち 上 が り 、 最大径 は胴部 中 位 に あ る 。 調整 は 内 面 が胴部へ ラ ケ ズ リ 、 口 縁部横

ナデ、 外面 が ナ デ で仕上げ ら れて い る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を 含み、 色調 は 内 面 が に ぶ い樺色 、 外面

は に ぶ い黄櫨色 で 、 焼成 は 良好 、 外 面 は ス ス が 付着 し て い る 。 3 は査の 口 縁部の破片 で あ る 。 復元 口 径 17 . 5cm 、

現存高 は4 . 6cm、 最大器厚O . 5cmで あ る 。 口 縁 は外膏 し て 立 ち 上 が る 。 内外面 と も ナ デ調整で あ る 。 内 面 に は

赤色顔料の 塗布痕 が あ り 、 外 面 に も 塗 ら れ て い た 可能性が あ る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を含む。 浅黄櫨

色 を 呈 し 、 内外両面 と も ス ス が付着 し て い る 。 4 、 5 は費 、 ま た は査の底部 の破片 で あ る 。 いずれ も 丸底 で

あ る 。 4 は現存高8 . 2cm、 最大器厚 1 . 5cm で 、 内 面 が へ ラ ケ ズ リ 、 外 面 が ハ ケ 目 で調整 さ れて い る 。 胎 土 は 粗

い砂粒、 長石、 角 閃石 を含む。 色 調 は 内 面 が褐色、 外面にぶい黄褐色 を 呈 し 、 焼成 は 良 好で あ る 。 内外両面

と も ス ス が付着 し て い る 。 5 は現存高5 . 8cm 、 最大器厚1 . 7cm で 、 4 と 同 じ く 内 面へ ラ ケ ズ リ 、 外面ハ ケ 目 調

整 で あ る 。 胎 土 は組い砂粒 と 長石 、 石英 を 含む。 色調 は に ぶい樺色 で 、 焼成 は 良好 、 内 外 両面 と も ス ス が付

着 し て い る 。 6 、 7 は手担ね の ミ ニ チ ュ ア 土器で あ る 。 いずれ も ほぼ完形の状態 で 出 土 し た 。 6 は 、 口 径4 . 4cm 、

器高3 . 6cm、 最大器厚焼成 は 良好O . 7cm を 計 る 。 胎土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色調 は 内 面 が に ぶ い 黄褐

色 、 外面 に ぶ い 黄檀色 を 呈す。 焼成 は 良好で 、 内外両面 と も ス ス が 付着 し て い る 。 7 は 、 口 径4 . 6cm、 器高4 . 4cm 、

最大器厚O . 9cm で あ る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色調 は 内 面 が に ぶい褐色、 外 面 が に ぶ い 黄樫色 を

呈す る 。 焼成 は 良好 で あ る 。 8 "'1 1 、 1 3 、 1 4は碗 で あ る 。 8 は 、 口 径 12 . 4cm 、 器高6 . 2cm、 最大器厚 1 . 0cm を

計 る 。 半球状 の体部 で 、 丸底 で あ る 。 内 面 は ハ ケ 目 の 上 を ナデで仕上 げ、 外 面 はハ ケ 目 調整 で あ る 。 胎 土 は

砂粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色調は浅黄樺色 で 、 焼成 は 良 好 、 外面 に ス ス が付着 し て い る 。 9 は 口 縁部 と 思

われ る 破片 で あ る 。 復 元 口 径 は20 . 6cm、 現存高は5 . 6cm、 最大器厚 はO . 6cm で あ る 。 外反気 味 の 口 唇 を も ち 、

内外面 と も ナ デ調整で あ る 。 胎 土 は長石、 石英、 角 閃石 を 含む。 に ぶ い樺色 を 呈 し 、 焼成 は 良好 、 外面 に ス

ス が付着 し て い る 。 1 0 は 口 縁部 の破片 で 、 復元 口 径 は 13 . 6cm 、 現存高 は4 . 0cm、 最大器厚O . 6cmで あ る 。 口 縁

部 は い っ た ん く びれて 、 口 唇 が外反す る 。 内外面 と も ナデ調整 で 、 に ぶ い 黄櫨色 を 呈す る 。 胎 土 は砂粒、 長

石 、 角 閃石 を含む。 焼成 は 良好 で 、 外 面 に は ス ス が付着 し て い る 。 1 1 は 、 復 元 口 径 15 . 0cm、 現存高7 . 3cm 、 最

大器厚 1 . lcm を 計 る 。 半球状 の体部で、 口 唇 が少 し外反す る 。 調整は 内 面 が ナ デ 、 外 面 が ハ ケ 目 で 、 口 縁部 を

ナデで仕上 げて い る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 を 含む。 色調 は に ぶ い樺色 で 、 焼成 は 良好 、 外面 に ス ス が

付着 し て い る 。 1 3 は 口 縁部の破片で、 復元 口 径 は 17 . 0cm、 現存高 は5 . 4cm、 最大器厚O . 3cm で あ る 。 口 縁部 は

い っ た ん く びれて 、 口 唇 が わずか に外反す る 。 内 面 は ナ デ調整、 外面はへ ラ ケ ズ リ で 、 口 縁部 を ナ デ で仕上

げ て い る 。 胎 土 は長石、 石英、 角 閃石 を 含む。 色調 は檀色 で 、 焼成 は 良 好 で あ る 。 1 4は 、 復 元 口 径 16 . 8cm、

現存高4 . 5cm、 最大器厚 1 . 0cm を 計 る 。 浅 い体部で、 口 縁部は直立 し 、 口 唇 が 少 し外反す る 。 内 面ナ デ調整 、

外 面 はハ ケ 目 調整 で 、 口 縁部 を ナデで仕上げて い る 。 胎土は小石 、 砂粒、 長石、 石英、 角 閃石 を 含む。 内 外

両面 と も 赤褐色 を 呈 し 、 ス ス が付着 し て い る 。 焼成 は 良好で あ る 。 1 2 は脚付鉢 で あ る 。 底径 は 12 . 0cm 、 鯛部

最大径 は 13 . 9cm 、 現存高 は 1 5 . 2cm、 最大器厚O . 6cm を 計 る 。 口 縁 は外傾 し 、 最大径は胴部上 半 に あ る 。 脚 部 は

低 く 、 大 き く 聞 い て い る 。 内 面 の 調整 は胴部へ ラ ケ ズ リ 、 口 縁部 が ハ ケ 目 、 外面 は 口 縁部 と 胴部上半 が ハ ケ

目 、 胴部下半 が へ ラ ケ ズ リ で あ る 。 ま た 、 脚部 は 内外面 と も ハ ケ 目 調整 で あ る 。 胎 土 は砂粒、 長石、 角 閃石 、

雲母 を含む。 焼成 は 良好 で 、 色調 は に ぶい黄櫨色 を 呈す る 。
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第 2 節 古墳時代の遺構 と 遺物

2 . 土師器 (第84 図)

E 区 か ら 出 土 し た 土師器の う ち 、 実測可能な も の は 4 点 で あ っ た。

1 は 、 小型の壷の 口 縁部 の破片で あ る 。 F - 5 区 か ら 出 土 し た 。 復元 し た 口 径 は7 . 8cm、 現存高 は3 . 4cm、

最大器厚 はO . 8cmで あ る 。 口 縁は ほ ぼ直立 し て い る 。 胎土は細砂粒 を 含 む 。 内外面 と も ナデ調整 で 、 焼成 は 良

好 、 浅 黄櫨色 を 呈す る 。 2 、 3 、 4 は いずれ も 碗で 、 半 円 形の体部 を も ち 、 丸底 で あ る 。 2 は 、 C - 4 、 D -

5 区 か ら 出 土 し た 。 復 元 口 径 は 14 . 3cm 、 器高は4 . 9cm 、 最大器厚 は l . Ocmで あ る 。 内 面 はナデ調整、 外 面 は ハ

ケ 目 が施 さ れて い る 。 胎 土 に砂粒、 長石 を含む。 内外両面 と も 撞色 で 、 焼成 は 良好、 外面 に ス ス が付着 し て

い る 。 3 も C - 4 、 D ー 5 区 か ら 出 土 し た 。 口 径 は 14 . 6cm、 器高 は6 . 2cm 、 最大器厚 はO . 5cmで あ る 。 内外面

と も ナデ調整で 、 胎 土 に砂粒、 長石 、 角 閃 石 を 含む。 色調 は撞色、 焼成 は 良好 で 、 外面 に ス ス が付着 し て い

る 。 4 は 、 D - 5 区 か ら 出 土 し た 。 復元 口 径 は 15 . 6cm、 現存高 は6 . 2cm、 最大器厚 はO . 5cmで あ る 。 調整 は 内

面ナデ、 外面ハ ケ 目 で あ る 。 胎 土 は長石、 角 閃石 を含む。 内外両面 と も 檀色 を 呈 し 、 焼成 は 良好 で 、 外面 に

ス ス が 付着 し て い る 。

。 lQcm 

第84図 E 区 出 土土師器
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第 W 章 平成 5 ( 1993) 年度第 E 調査 区

第3節 その他の時代の遺物

1 . 土器 (第85図)

E 区 か ら 出 土 し た 古墳時代以外 の土器は、 ほ と ん ど が縄文時代 の も の で 、 弥生時代 の も の が わず か に あ る 。

縄文土器 は時期 的 に は早 、 前 、 後 、 晩期 に あ た り 、 I 区 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 以 下 、 こ れ ら の 土器 に つ い て 時

期別 に 見 て い き た い 。 な お 、 個別 の 土器の計測値お よ び観察結果 に つ い て は r n 区 出 土縄文土器観察表J (第

表) に ま と め て い る 。

( 1 )  縄文早期 土器

押型文土器、 条痕土器が 出 土 し た 。

押型文土器 ( 1 -... 7 )

1 が格子 目 文 で 、 そ の他 は 山 形 文 で あ る 。 1 区の項で述べた押形文土器の形態分類 を 当 て は め る と 、 1 -...

5 が I A 類 、 6 、 7 が 1 B 類 に な る 。 な お 、 5 は 口 唇 に も 押形文が施文 さ れて い る 。

ま た 、 2 と 5 は斜位施 文 、 そ の他は横位施文 で あ る 。

条寵土器 ( 9 -... 1 3) 

I 区 の項で述べた条痕土器 の 形態分類 を 当 て は め る と 9 、 1 1 、 1 2 が A 類 、 1 0 、 1 3が B 類 に な る 。 施文方向

は 1 0 、 1 2 、 1 3が 横位 、 9 、 1 1 は縦横併用 で あ る 。

無文土器 (1 4、 1 5)

1 4 は 直 口 口 縁、 1 5は わずかに外反気味の 口 縁で あ る 。

(2) 縄文前期 土器

轟 B 武土器の 口 縁部破片が 2 点 出 土 し て い る 。 < 16 、 1 7)

1 6 は条痕調整 し た 器面 の 上 に 小突帯が傾方 向 に 2 条貼 り 付 け ら れて い る 。 ま た 、 1 7 は 同 じ く 条痕調整 し た

器面の上に 小突帯が 口 縁 と 平行 に 1 条貼 り 付 け ら れ、 口 唇 に は刻 目 が あ る 。

(3) 縄文後晩期 土器

I 区 と 同 じ深鉢形土器 と 浅鉢形土器に 分 け た。

深鉢形土器 (1 8-...26)

1 8 は が外反す る 頚部 に 断面 く の字型の 口 縁を 持つ。 口 縁外面に は 2 条 の 平行す る 沈線 を持 ち 、 屈 曲 部 は 大

き く 外側 に 張 り 出す。 内 外面 と も 研磨 さ れ、 外面に は赤色顔料の塗布痘が あ る 。 1 9 は外反す る 頚部 か ら 直立

気 味 に 立 ち 上 が る 口 縁帯 を持 ち 、 口 縁体の外面は条痕が あ る 。 外 面 に は赤色顔料の塗布痕 が あ る 。 20-...22 は

頚部で屈 曲 し 、 外傾す る 口 縁部 を持つ。 20 は 内外面 と も 条痕 の 上 を ナ デ調整、 21 は 内 面 ナ デ、 外面研磨 、 22

は 内 面研磨 で 、 外面 は条痕調整で あ る 。 23、 24は と も に外反 口 縁で 、 内 面 は条 痕 の 上 ナ デ調整、 外面 は条痕

調整で、 口 唇 に刻 目 を持つ。 25は 口 縁部 が外反す る 如 意形 口 縁で 、 口 唇 に は刻 目 が あ り 、 内 外面 と も 研磨 を

受 け て い る 。 26 は 口 縁部に刻 目 突帯 を持つ土器で、 肩部の外面 に は線刻 文 を 持つ。

浅鉢形土器 (27)

浅鉢形土器 は 1 点 の み で あ る 。 わず か に 内 湾す る 口 縁 を持 ち 、 内外面 と も 研磨 さ れて い る 。

底部 (28-...33)

I 区 の後晩期底部の分類 を 当 て は め る と 、 34が Q 類、 30、 31 が S a 類、 28、 29、 32 が S b 類 に あ た る 。
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第 N 章 平成 5 (1993) 年度第 E 調査 区

性) 弥生土器

底部 1 点 (34) を掲載 し た 。 平底 で 、 中 期 の童形土器の も の と 恩 われ る 。

2 . 石器 (第86、 87図 )

E 区 か ら 出 土 し た石器は 、 合計11点 で あ る 。

台形石器 (第86図 1 )

B - 4 区 出 土で あ る 。 E 層 か ら の 出 土 で あ る が 、 一括遺物 で あ る た め 、 出 土状況等 は 明確 で は な い 。 黒曜

石製 で 、 長 さ 1 . 9cm、 幅 1 . 8cm 、 厚 さ O . 4cm 、 重 さ 1 . 2 g を 計 る 。

石鯨 ( 2 ) 

1 号住居跡 の 埋 土 中 よ り 出 土 し た 。 期 部 に V 字状の挟 り の 入 っ た 凹基の石蟻で、 左脚部 を欠損 し て い る 。

黒曜石製で 、 長 さ 2 . 7cm、 幅 1 . 2cm、 厚 さ 0 . 5cm 、 重 さ 1 . 2 g を 計 る 。

石匙 ( 3 )

G - 4 区 出 土 で あ る 。 安 山 岩製で 、 長 さ 2 . 4cm 、 幅5 . 3cm 、 厚 さ 0 . 9cm 、 重 さ 1 1 . 0 g を 計 る 。

棋形石器 ( 4 )

1 号住居跡 の 埋 土 中 よ り 出 土 し た 。 黒曜石製 で 、 長 さ 2 . 5cm 、 幅2 . 3cm 、 厚 さ O . 4cm 、 重 さ 4 . 6 g を 計 る 。

二次加工の あ る 不定形石器 ( 5 )

1 号住居跡 内 の小土坑 P - 4 の埋土 中 よ り 出 土 し た 。 黒曜石製 で 、 左側辺 に 二次加 工 を施 し て い る 。 長 さ

2 . 6cm 、 幅2 . 0cm、 厚 さ 0 . 2cm 、 重 さ 1 . 6 g を 計 る 。

使用寵の あ る 剥片 ( 6 - 8 )

使用 痕 の あ る 剥片 は 、 3 点 出 土 し た 。 いずれ も 黒曜石製で あ る 。

6 は 3 号住居跡 の 埋土 中 よ り 出 土 し た 。 縦長剥片で 、 両側辺 に使用 痕 が あ る 。 長 さ 2 . 8cm 、 幅 1 . 6cm 、 厚 さ

0 . 3cm 、 重 さ 0 . 6 g を 計 る 。

7 は G - 3 区 出 土 で あ る 。 底辺 と 左側辺 に 両側辺 に使用 痕 が あ る 。 長 さ 3 . 0cm 、 幅3 . 4cm 、 厚 さ 1 . lcm 、 重 さ

8 . 3 g を言十 る 。

8 は 1 号住居跡 の 埋 土 中 よ り 出 土 し た 。 縦長剥 片 で 、 両側辺 に使用 痕 が あ る 。 長 さ 2 . 3cm 、 幅2 . 2cm 、 厚 さ

0 . 4cm、 重 さ 2 . 0 g を 計 る 。

磨石 ・ 鼓石 (第87図 9 -1 1 )

磨石 ・ 敵石 は 、 3 点 出 土 し た 。 いずれ も 砂岩製 で あ る 。

9 は 1 号住居跡 の 埋 土 中 よ り 出 土 し た 。 長 さ 1 1 . 7cm、 幅8 . 4cm 、 厚 さ 6 . 1cm 、 重 さ 1 ， 080 . 0 g を 計 る 。

1 0 は D - 5 区 よ り 出 土 し た 。 長 さ 5 . 8cm 、 幅3 . 7cm 、 厚 さ 2 . 7cm 、 重 さ 70 . 0 g を 計 る 。

1 1 も D - 5 区 よ り 出 土 し た 。 長 さ 1 1 . 4cm、 幅3 . 1cm 、 厚 さ 2 . 7cm 、 重 さ 187 . 0 g を 計 る 。
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第 3 節 そ の他の時代の遺物
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第 W 章 平成 5 (1993) 年度第 E 調査 区

⑤

川いV 1 0 

O 

1 1 

。 lOcrn 

第87図 E 区 出 土石器(2)

第1 6表 E 区 出 土縄文土器観察表

害専 遺番物号 底
(cm

径
) 現(c存m高) 器(cm厚} 調整 ( 内 面} 調整 (外商) 色

(内商
調
) 

色
(外面

調
) r 日 土 焼成 備 考 II� 上 帯 号

85 I 6 . 6  1 . 2 ナ デ 格子 目 文 憾 灰褐 砂粒. 石英. 角 閃石 . 長石 良好 両面 ス ス C -4一指

85 2 3 . 6  1 . 4  ナデ 山 形 文 にぷ怪 に ぷ燈 砂粒. 角 関石 . 長石 良好 C -4一括

85 3 4 . 0  1 . 2 ナデ 山形文 にぶ憶 灰褐 砂粒、 石英 角 閃 石 良好 両面 ス ス G -4一指

85 4 4 . 5  1 . 0 ナデ 山形文 にぷ貨燈 にぷ佳 砂粒ー 石英、 角 閃 石 . 長石 良釘 外商 ス ス D -5← 括

85 5 8 . 0  1 . 2  ナデ 山 形 文 浅黄 にぶ黄燈 石英、 角 閃石 良府 口 唇都山形文、 外面薄 く ス ス G -3-'j胃

85 6 6 . 4 1 . 5  ナデ 山 形 文 億 慢 砂粒、 角 閃 石 . 長石 良釘 内 部 ス ス C -5 5 

85 7 7 . 5  1 . 8  ナデ 山形文 僚 慢 粗砂粒、 石英、 角 閃 石 、 長右 良好 外市薄 〈 ス ス E -'I 一括

85 8 5 . 0  1 . 0  山形文 山形文 にぶ黄燈 にぶ黄償 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 岡市 ス ス J< -9 154 

85 日 5 . 2  1 . 0  ナ デ 条痕 慌 明赤褐 砂粒、 角 閃 石 、 長石 良好 一括

85 10 4 . 7  1 . 2  条痕の上ナデ 条痕 浅黄燈 浅黄俊 砂粒. 角 閃石 . 長石 良好 F -5一括

85 1 1  4 . 5  1 . 1  貝殻条痕 条痕 にぷ燈 にぶ穏 粗砂粒. 石英. 角 閃右 . 長石 良好 唇部調l 目 、 内 面薄 く ス ス C -4一括

85 12 3 . 0  0 . 5  ナ デ 条 痕 にぷ黄慢 にぷ黄怪 角閃石 長石 良好 内函 ス ス 一括

部 13 5 . 2  1 . 0  ナデ 条痕 にぷ黄侵 にぶ黄慢 石英. 角 閃石 ‘ 長石 良好 外商樽 く ス ス G -5 10 

85 14 4 . 7  0 . 9  ナ デ ナ デ 明貨褐 明黄褐 砂粒、 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 C -5一括

85 15 6 . 5  0 . 8  ナデ. 指頭痕 ナデ 褐灰 褐灰 砂粒. 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 両面 ス ス E -，I一括

85 16 2 . 6  0 . 7  条 痕 貝 綾条痕の上小突帯 2 条 明赤褐 明赤褐 石英 良好 C -5一括

85 17  2 .5  0 .7  条痕 貝殻条痕の上小突帯 1 条 俄 燈 石英、 角 閃 石 良�t 口 層部刻 目 D -4 一指

85 18  6 . 0  0 . 6  ミ ガキ ミ ガキ . 凹線 2 条 黄燈 黄櫨 砂粒、 角 閃 石 . 長石 良好 外面赤色顔料、 外商ス ス 2号{主上層

85 19 3 . 4  0 . 9  ミ ガキ 条痕のよナデ にぷ黄燈 燈 石英. 長石 良好 外面赤色顔料. 外商ス ス F -4 ，  E -5一括

85 20 5 . 9  1 . 3  条痕の上ナデ 条痕の上ナデ 淡黄 淡黄 砂粒、 長石 良好 B -4一括

85 21 5 . 6  0 . 6  ミ ガキ ミ ガ キ 灰黄褐 灰黄褐 砂並立、 石英 、 角 関 石 、 長石 良好 両面 ス ス E -4一括

85 22 4 目 5 0 . 8  ナ デ 条 痕 暗灰黄 暗灰黄 石英、 角 閃 石 良好 D -4 2層

85 23 4 . 8  0 . 8  条痕の上ナデ 貝殻条痕 燈 に ぶ黄燈 石英. 角 閃石 . 長石 良釘 口 唇部自l 目 . 外面 ス ス 一括

85 24 6 . 0  0 . 8  条痕の上ナデ 貝殻条痕 憧 にぶ黄燈 角 閃石 . 長石. 小石 良好 口 唇 部刻 目 ‘ 外 面 ス ス G -5 3 

85 25 4 . 9  0 . 4  ミ ガキ ミ ガ キ に ぷ黄燈 にぷ黄櫨 石英. 角 閃 石 . 長石 良好 内面 に ス ス 付着 G -4一括

85 26 5 . 8  0 . 8  ミ ガキ ナデ. へ ラ描文. 刻 目 突郁 1 晶 明黄褐 にぷ黄燈 砂粒. 石英. 角 |用石. 長石 良姉 両面 ス ス I 号住一括

85 27 3 . 8  。 . 5 ミ ガキ ミ ガキ 浅黄櫨 浅黄燈 砂粒. 角 閃石. 長石 良好 両面 ス ス C -4一括

85 28 1 7 . 6  1 . 8  1 . 0  ナ デ ナ デ 浅黄檀 浅黄燈 砂粒. 石英. 角 閃石 . 長石 良好 F -5一括

85 29 1 7 . 8  2 . 4  ナデ ナデ にぷ燈 にぶ侵 砂粒. 角閃石. 長石 良好 F -4 一括

85 30 8 . 8  3 . 3  1 . 4  ナ デ ナデ 浅黄怪 に ぶ黄担 砂粒、 角 閃 石 ， 長石. 小石 良好 外面 . 底面 ス ス 一括

85 31 8 . 2  3 目 4 1 . 0 ナデ、 指頭痕 ナデ 黄禍 にぷ黄褐 小石. 砂粒. 角 関石 、 長石 良好 内 面薄 く ス ス 一括

85 32 10 .2  5 . 0  1 . 0  員殻条痕 貝殻条痕 にぶ褐 にぶ褐 粗砂粒. 角 閃 右 、 長石、 小石 良好 内 面薄 く ス ス D -4一括

85 33 6 . 5  2 . 3  ナ デ ナデ、 指頭槙 に ぷ黄燈 燈 砂粒ー 角 閃石 ‘ 長石 良好 一指

85 34 3 . 0  2 . 2  1 . 0  ナ デ ナ デ に ぷ黄燈 灰黄褐 砂校、 角 閃 布 . 長石 良好 外面、 底面 ス ス F -5一括
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第 1 節 調査の概要

第V章 平成 7 (1995)年度調査

第 1 節 調査の概要 (第88図)

平成 7年度調査 区は、 平成 4年度調査 区の南隣、 平成 5 年度第 I調査 区の西隣に あ る 。 本 来、 こ の部分 は

平成 5 年度第I調査 区と 一 連の も の と して調査 さ れる 予定であ っ た が、 用地 買収の都合に よ り 、 平成7年度

に調査す る こ と に な っ た。

平成7年 5 月 1 1 日 よ り 調査 区の表 土剥 ぎに入っ た。 表土は、 開田の際の盛 り 土が、 深い と こ ろ で 2 m近 く

あ り 、 包含層 で あ る 皿 層 の レベ ルは南側の平成 4年度調査 区と ほぼ対応す る こ と がわか っ た。 調査は 5 月 16

日 から開 始した。 ま ず、 調査 区全体 を清掃 し、 グ リ ッド設定 と 調査 区の平面図 作成 を行 っ た。 グ リ ッドの 基

準は、 平成 5 年度第 I調査 区を基準と して磁北に合わせ、 南北 軸の アルファベッ ト も 第 I調査 区に対応 さ せ

た。

調査 区清掃の時点で、 E層上面に溝状の遺 構と 道路状の硬化面が 確認 さ れ、 掘 り 下げ と 実測 を行 っ た。 こ

の結果、 溝状遺 構の 埋土は表 土と 同 じ で 、 比較的 新しい も の で あ る こ と がわ か っ た。 ま た 、 道路状遺 構も 、

遺 物等は 出土しな か っ た も の の 、 溝状遺 構と ほぼ同 じ時期の も の と 考 えられた。 ま た 、 一部に礁の集 中 した

部分が あ り 、 集石の 可能性が あ っ た た め 、 実測 を行 っ た が、 調査の結果、 磯層 が露頭 した も の と わか っ た。

包含層 の調査で は 、 縄 文早期 、 晩期 、 弥生 中期の 土器や、 石 鎖、 打製石斧 等の石器が 出土した が 、 遺 物の

出土量は、 それほ ど 多 く は な か っ た。

6 月 30 日 に 、 実測 作業、 写 真撮影がおわ り 、 調査 を終了した。

第 2 節 調査の成果

1. 土器 (第89図)

平成7年度調査 区から出土した 土器は、 ほ と ん ど が縄文土器で あ る が、 弥生 土器 も 数点 出土した。 こ の う

ち 、 口縁部 と 底部の破片 6 点 を掲載 した。 詳 しい 内容は以下の と お り で あ る 。

縄文土器 ( 1"' 5)

1"' 3は縄 文早期 の 山 形 押型 文土器で あ る 。 1は 口縁部の破片で あ る 。 現存高 は9 . 2cmで 、 最大器厚は1 . 0cm

で あ る 。 直口口縁で、 外面のみに 施文が行われ、 内面は ナデ調整で あ る 。 胎土に は砂粒、 長石、 石英、 角 閃

石 を含む。 色調は内面 にぶい 撞色、 外面 樫色で、 焼成は良好で、 あ る 。 2も 口縁部の破片で あ る 。 C - 1 区か

ら出土した。 現存高 は2 .8cm、 最大器厚は1 . 0cmで、 あ る 。 外反 口縁で、 内面は 原体条痕 と 山形 文、 外面に 山形

文が 施文さ れて い る 。 胎土は砂粒、 長石、 石 英、 角 閃石 を含む。 にぶい黄樺色を呈 し、 焼成は 良 好 で あ る 。

3は底部の破片で あ る 。 C - o 区出土で あ る 。 復元底径は4 . 4cm、 現存高4 . 7cm 、 最大器厚は1 . 0cm を計 る 。 平

底で、 外面 に 山 形文が 施文 さ れて い る 。 胎土は 砂粒、 長石、 石英 を含 む。 4 は 縄文 早期の条痕土器の 口 縁部

の破片で あ る 。 現存高9 . 2cm、 最大器厚1 . 0cmで、 直口口縁で あ る 。 外面に は条痕 文が あ り 、 内面調整は磨耗

で不明 で あ る が 、 お そ ら く ナデで あ る と 思われ る 。 胎土に は砂粒、 長石、 石英 を含み、 色調は にぶい 褐色を

呈す る 。 焼成はやや不 良 で 、 両面に ススが付着 して い る 。 5は縄文晩期 の鉢型 土器の 口縁部の破片で、 現存

高3 . 7cm、 最大器厚0 .8cmで、 あ る 。 外反す る 頚部から、 ほぼ 直立す る 口縁部 をも っ。 内 外両面 と も ナデ調整で、

口縁部 外面 に 条痕 文が 施さ れて い る 。 胎土に砂粒と 角 閃石 を含む。 にぶい黄 樫色で、 焼成は 良好、 外面に 薄

く ススが付着 して い る 。
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第 2 節 調査 の成果

弥生土器 ( 6 )

6 は弥生 中 期 の聾 の 口 縁部 の破片で あ る 。 B - 1 区 出 土 で 、 復元 口 径23 . 0cm 、 現存高2 . 6cm を 計 る 。 口 縁の

突 帯 は 、 上 面 が し ゃ く れ て U 字状 に の び 、 内 面 に 張 り 出 し を も っ。 内外面 と も ナデ調整で、 浅黄櫨 色 を 呈す

る 。 ま た 、 胎 土 は砂粒、 長 石 、 石英、 角 閃石 を含む。 焼成は 良好 で 、 外 面 に 薄 く ス ス が付着 し て い る 。

2 . 石器 (第90図)

平成 7 年度調査区か ら は 5 点 の石器が 出 土 し た。 内 訳 は石銑 3 点 、 二次加工 の あ る 不定形石器 1 点 、 打製

石斧 1 点で あ る 。 いずれ も 調査 区西側 の B - O 、 c - O 区か ら 出 土 し て い る 。 いずれ も 包含層 か ら の 出 土 で

あ る が 、 出 土層 位 は 明 確 にす る こ と は で き な か っ た 。 以 下 、 こ れ ら に つい て 、 器種別 に 見 て い き た い。

石鯨 ( 1 � 3 )  

1 は 、 c - O 区出 土 で 、 安 山 岩製 で あ る 。 先端部 を欠損 し て い る 。 二等辺三角 形 を呈 し 、 快 り の 浅 い 凹 基

の石嫉で あ る 。 長 さ 2 . 0cm、 Ili高 1 . 9cm 、 厚 さ 0 . 3cm、 重 さ 1 . 2 g を 計 る 。 2 は 、 B - O 区出 土 で 、 黒曜石 製 で あ

る 。 右脚部 の 先 端 を 欠 損 し て い る 。 正 三 角 形 で 、 挟 り が V 字状 の 凹基の石鯨で あ る 。 全長2 . 4cm 、 111�2 . 2cm 、

厚 さ 0 . 4cm 、 重 さ 1 . 4 g を 計 る 。 3 は 、 c - O 区 出 土 、 黒曜石製 で あ る 。 二等辺三角 形 を 呈 し 、 扶 り が V 字状

の 凹 基 の石織で あ る 。 全長2 . 4cm、 幅2 . 2cm 、 厚 さ 0 . 4cm、 重 さ 1 . 4 g を計 る 。

二次加工の あ る 不定形石器 ( 4 ) 

B - O 区 出 土 で 、 黒曜石製 で あ る 。 長 さ 2 . 1cm 、 Ip�3 . 2cm 、 厚 さ 0 . 5cm 、 重 さ 3 . 1 g を 計 る 。 横長剥 片 の側辺

に 細 か な 調整加工 を 入れ て い る 。

5 

き:ミ 舘M
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3 

人\ --l一 一 τく7
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第89図 平成 7 年度調査区出 土土器
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第 V 章 平成 7 (1995) 年度調査

打製石斧 ( 5 ) 

B - O 区 出 土で あ る 。 砂岩製 で 、 下半部 を欠損 し て い る 。 全体形 は長方形 (短冊形) に な る と 推定 さ れ る 。

両側辺 に調整加 工が行われて い る 。 ま た 、 基部の 両面 に磨耗痕 が あ る こ と か ら 、 刃 部 と し て使 わ れ た 可能性

も あ る 。

〈ご〉 〈こ二〉 2 

くこ>
3 \一一一〉

4 

。 5 cm 

ぐー~で〉 5 

。 5 cm 

第90図 平成 7 年度調査 区 出 土石器
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第 1 節 調査の概要

第羽章 岩倉 山 中腹遺跡出土蜜棺墓

第1節 調査の概要

岩倉 山 中 腹遺跡 は 、 熊本市清水 町兎谷 に所在 し 、 岩倉山 (標高 1 15 . 7 m ) の北斜面 に 広 が る 遺跡 で あ る 。 麓

に は 県道託麻北部線が 走 る 谷 が あ り 、 そ れ に 並行 し て熊本北バイ パ ス の 予定路線 が あ る (第91 図 ) 。

平成 7 年 6 月 12 日 、 熊本北バイ パ ス 工事現場 に お い て 、 費棺墓が発見 さ れた と の連絡 が あ り 、 庵 ノ 前遺跡

の調査 中 で あ っ た演 目 、 山 田 が 現地 に赴 き 、 状況 を確認 し た 。 費棺墓 は道路が岩倉 山 の尾根 を切 り 通す部分

の掘 削 中 に発 見 さ れ、 1 基 が切 り 通 し 面 に露出 し た状態 で、 あ っ た 。 現地は岩倉 山 中 腹遺跡 に 隣接 し て い た が 、

分布調査 に お い て は 、 遺物等は確認 さ れ て い な か っ た。

こ れ を 受 け て 、 県文化課 と 熊本工事事務所 と の協議 が現地 で行われ、 そ の結果、 緊急 に 出 土費棺墓 の調査

を行 う こ と に な り 、 翌 日 日 よ り 調査 に 入 っ た 。

調査 は 、 出 土地点 の測量、 費棺墓の 平面及び断面 図 を作成、 写真撮影 な ど を 行 っ た 。 最後 に 周 辺 の調査 を

行 い 、 出 土聾棺墓は 1 基 の み で 、 予定地内 に は 、 他に遺物 ・ 遺構は無 い こ と を確認 し て 、 6 月 19 日 に調査 を

終了 し た 。

第2節 調査の成果

岩倉 山 中 腹遺跡 出 土聾棺墓 (第93 、 94図)

出 土 し た饗棺墓 は 、 大型の合 口 聾棺 で 、 掘 削 に よ り 墓壌 を 削 ら れ、 上棺 の大部分が破壊 さ れて い た が 、 下

棺部分 は ほ ぼ原 形 を と ど め て い た 。 主軸 は ほぼ東西に一致 し て お り 、 上棺 が東方向 を 向 い て い る 。 ま た 、 棺

の埋納 角 度 は約380 で あ る 。 内 部 に は 土 が かな り 流入 し て お り 、 人骨、 遺物等 は 出 土 し な か っ た 。 ま た 、 合

口 部 に は 目 張 り 用 と 思わ れ る 粘土の一部が残 っ て い た 。

上棺 は須玖式の鉢形土器で あ る 。 底部か ら 口 縁部 に 向 け て 外反 し て 開 く が 、 胴部 中 央 か ら やや 内 傾す る 。

口 縁部 は外傾 し た T 字状 、 底部 はやや上 げ底状の平底 で 、 外面の底部近 く に ハ ケ 目 調整が行われて い る 。

下棺 は須玖式の費型土器で 、 胴部 中 央 に最大径 を 持 ち 、 そ こ か ら 口 縁 に 向 か っ て ほ ぼ直立す る 。 突帯は 2

条 で胴 部 中 央 よ り やや 下 に あ る 。 口 縁 は ほ ぼ平坦な T 字状 口 縁で あ る 。 胴部上半か ら 下 の外面 はハ ケ 目 調整

が行われて い・る 。

な お 、 こ の聾棺 の計測値お よ び観察結果 に つ い て は 、 「出 土費棺観察表J (第12表) に ま と め て い る 。
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第92図 岩倉 山 中腹遺跡出土聾棺墓実測 図
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第四章 ま と め

1 . 旧 石器時代

庵 ノ 前遺跡か ら 出 土 し た 旧 石器時代 の遺物 は 、 平成 5 年度第 I 調査 区か ら 出 土 し た 三稜尖頭器 と 平成 5 年

度第 E 調査 区 か ら 出 土 し た 台形石器の 2 点 で あ る 。 いずれ も 包含層 か ら の 出 土 で あ る が 、 削平、 撹乱等 に よ

り 出 土層 位 を 明確 に す る こ と は で き な か っ た。

た だ 、 熊本市付近 に お い て は ニ ガ 、ン ロ 層 中 に A T 起源の火 山 ガ ラ ス が含 ま れて お り 、 庵 ノ 前遺跡の包含層

は ニ ガ シ ロ よ り 上位 に あ る こ と や 、 形態 の特徴な ど か ら 、 こ れ ら の石器 は A T 上位 の も の で あ る と 考 え ら れ

る 。

2 . 縄文時代

庵 ノ 前遺跡か ら 出 土 し た縄文時代の遺物 は 、 早期 、 前期 、 後期、 晩期 に わ た っ て い る 。 遺構は検 出 さ れ な

か っ た が 、 特 に 、 早期 の 土器 は 、 各調査 区か ら 、 押型文土器 を 中 心 に 多量 の 土器が 出 土 し た 。 中 期 、 後 期 、

晩期 の 土器 に つ い て は 、 出 土点数 が 少 な く 、 細 かい年代の特定 ま で に は 至 ら な か っ た が 、 中 期 は轟 B 式、 後

期 、 晩期 は三万 田 式~ 山 ノ 寺 ・ 夜 臼 式 に あ た る 土器が出土 し て い る 。

早期土器の編年的位置に つ いて

熊本 を 中 心 と す る 中 九州 西部地方 の早期土器につ い て は 、 近年、 木崎康弘氏 の論考 に よ っ て 、 そ の編年的

位置づ け が 明 ら か に さ れつ つ あ る 。

木崎氏 は 、 中 九州 西部 の 早期前半の押型文土器を rJ I I 原 田 式ー稲荷 山 式ー早水台式ー下菅生 B 式ー沈 目 式

一石清水式」 と い う 変選で示 し て い る 。 それぞれの形式的特徴 と 庵 ノ 前 出 土押型文土器の特徴 と を 比較す る

と 、 N B 類 が 下菅生 B 式、 II B 、 III B 類が沈 目 式 に 当 て は ま る 。 ま た 、 N B 類の 中 に は 直 口 口 縁 に 近 く 、 早

水 台 式 と 思われ る も の も 数点 あ る 。

一方、 木崎氏 は 、 同 時期 の 円 筒 形条痕文土器 に つ い て 「 中 原 I 式"' V 式」 と い う 変遷 を 示 し 、 さ ら に 、 円

筒 形条槙文土器 と 押型文土器に は 、 撚糸文土器 を 介 し て 、 文様置換や併用 に よ る 同 時性や類縁性 が 認 め ら れ

る こ と を 明 ら か に し た 。 こ の こ と か ら 、 庵 ノ 前遺跡の条痕文土器 を み る と 、 横位条痕 の み の 土器群 (1 31 "'1 36、

1 39、 1 41 、 1 42 、 1 46"'149、 1 55) が 中 原 N式、 そ の他の条痕土器が 中 原 V 式 に あ た る こ と が わ か る 。 ま た 、

文様置換や併用 に よ る 同時性、 類縁性 と い う こ と か ら 見 る と 、 押型文 と 撚糸 文 の 聞 に は 、 文様の置換 が 認 め

ら れ 、 押型文 I A類 、 1 B 類 と 円 筒形条癌文土器は形態 が近似 し て い る こ と か ら 、 密接 な 関係 が 認 め ら れ る 。

木崎氏の編年案 に よ れば、 中 原 W式 は早水台式、 中 原 V 式は下菅生 B 式~石清水式 と 併行す る と す る と さ

れて お り 、 庵 ノ 前遺跡 の 出 土状況 も ほ ぼ こ れ に 一致 し て い る 。 な お 、 早期 土器 で 出 土点数が最 も 多 い の は 、

下菅生 B 一 中 原 V 期 に あ た る も の で 、 主体 と な る 時期 も ほ ぼ こ の 時期 に な る の で は な い か と 考 え ら れ る 。

組織痘 を も っ縄文土器に つ い て (第94図)

庵 ノ 前遺跡 か ら 出 土 し た 土器、 特 に 早期 土器の 中 で 、 底面に組織痕 の あ る も の が 数点 出 土 し た 。 土器の成

形時に作業面 に 敷い て い た敷物 あ る い は龍 の よ う な も の が 、 土器の底 面 に 押圧転写 さ れた も の と 思わ れ る 。

底面 に組織痕 を持つ早期土器 は 、 大津町瀬 田 裏遺跡 、 庵 ノ 前遺跡の 昭和57年度調査 な ど 、 こ れ ま で数例 出 土

例 が あ る 。

今 回 出 土 し た早期土器 の組織痕 は 、 幅広の竹ひご の よ う な の も の を編ん だ網代状 の も の (1 08、 1 1 0 、 1 1 5 、
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1 1 6 、 1 69) と 、 蔓 の よ う な も の で編 ま れ た 娃 あ る いは貨 の子状 の も の (1 67) の 2 種類 が あ る 。 特 に 後者 は 、

平行す る 緯糸 に経糸 を か ら ま せ て編んだ と 推定 さ れ る 珍 し い も の で あ る 。

ま た 、 後 期 の 土器 と 考 え ら れ る 胴部片 (224) の外面 に は 、 編布 と 思われ る も の が押圧 さ れ て い る 。 部位が

胴部で あ り 、 痕跡 も か な り は っ き り し た も の で あ る こ と か ら 、 文 様 の 一種 と し て 意 図 的 に つ け ら れ た も の で

は な い か と 考 え ら れ る 。

3 . 弥生時代

弥生時代の 遺構 は 、 平成 5 年度第 I 調査区か ら 竪穴住居跡 1 基、 聾棺墓12基、 土域 (木棺) 墓 9 基が確認

さ れ て い る 。 出 土 し た謹桔 と 弥生土器は、 器形の特徴な ど か ら 、 そ の ほ と ん ど が 北 九州 の 中 期 に あ た る 須玖

式 、 中 九州 の 中 期 に あ た る 黒髪式 と 考 え ら れ 、 中 心的 な 時期 も 中 期 と 見て 良 さ そ う で あ る 。 ま た 、 竪穴住居

跡 と 土城 (木棺) 墓 に つ い て は 、 共伴す る 造物 が な い が 、 埋土の特徴 な ど か ら 型棺墓 と ほ ぼ 同時期 と 考 え る

こ と が で き る 。

一方、 出 土状況 を 見 る と 、 整中富墓、 土城 (木棺) 墓な ど の埋葬遺構は調査 区 の北 側 で 多 く 確認 さ れ、 住居

跡や 日 常用 と 思わ れ る 土器、 石器な ど は調査 区 の 南側lか ら 多 く が 出 土す る 傾向 が あ っ た 。 こ の こ と を 考 え る

と 、 遺跡 の 南側 が 生活 空 間 、 北側が墓域に 区別 さ れ て い た 可能性が あ る 。

聾棺に つ い て

中 九州地方の弥生 中 期費棺 の編年に つ い て は 、 西健一郎氏 の論 考 に よ っ て 、 大 ま か な 見通 し が 示 さ れ て い

る 。 ま た 、 北 九州地方の費棺編年 に つ い て は 、 橋 口 達也 氏 が 詳細 な 分 類 を 行 っ て い る 。 こ こ で は 、 こ の 2 つ

モ デ リ ン ク 1;詰 (象
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の 見解 を 踏 ま え つ つ 、 出 土聾棺 の 時期設定 を試みた。

ま ず須玖式の大型費棺 で あ る が 、 1 号、 9 号、 10号、 お よ び岩倉 山 中 腹 出 土 の聾棺 は 、 西 氏 の 論考 に お け

る 中 期 中 葉 の聾棺の特徴 に あ て は ま る 。 上棺 は 、 ほ と ん ど が上半部が 内軍事す る 鉢形土器で あ る が 、 10号 の 上

棺 の み が外反す る 陣笠状の形態 を し て お り 、 よ り 後 出 的 な 要素 を持つ。 こ れ ら の聾棺 は 、 橋 口 氏編年 の K III

a 式 に 該 当 す る と 思 われ る が 、 1 号費棺以外 の 下棺 に は 、 口 縁下の突帯が な い 。 一方、 7 号下棺 は 、 熊本市

竹 ノ 後遺跡 出 土 の 蜜棺 と よ く 似 た 器形 を し て い る 。 西氏 は こ の費棺 を 中 期 後葉 に あ て て お り 、 7 号費棺 も 同

時期 に位置づ け ら れ る も の と 思われ る 。

中 型 の胴部 に 丸み を持つ聾棺 で は 、 6 号 、 12号聾棺 が 、 上面が平坦な T 字型 口 縁 を も ち 、 西氏 が 中 期 中 葉

に位置づ け た費棺 と 近似 し て い る 。 ま た 、 5 号費棺 も 、 L 字形の 口 縁部 と 、 薄い平底 の特徴か ら 、 中 期 中 葉

に あ た る も の と 考 え ら れ る 。 一方、 8 号下棺 は 、 し ゃ く れた T 字状 口 縁 と 、 コ の字形の胴部突 帯 を持 ち 、 上

棺 も 同様 の 口 縁 と 、 脚台状の底部 を持つ費形土器で、 中 期後葉の特徴 を 示 し て い る 。 4 号費棺 も 内側 に 張 り

出 し を持つ T 字状 口 縁で 、 薄い レ ン ズ状の底部 を も ち 、 中期後葉 に位置づ け る こ と が で き る 。

小型の聾棺 を 見 る と 、 査形土器 で あ る 3 号費棺 は 、 胴上半部 が 内 脅 し て お り 、 中 期 中 葉の特徴を持つ。 一

方、 同 じ査形 で あ る 1 1 号 下棺 は 、 胴上半部が直線 的 に 内傾 し て お り 、 中 期 後 葉 の特徴 を持つ。 ま た 、 空形土

器で あ る 2 号費棺 と 8 号上棺 は 、 し ゃ く れた T 字状 口 縁 と 、 脚台状の底部 を 持つ聾形土器 で 、 黒髪式の指標

と な る 黒髪町遺跡 出 土 の 費 に 近似 し て お り 、 中 期 後葉に位置づ け ら れ る 。

以 上 の こ と か ら 、 庵 ノ 前遺跡 の費棺墓 は 、 中 期 中葉か ら 後葉 に か け て 形成 さ れ た と 考 え ら れ 、 1 号、 3 号、

5 号、 6 号、 9 号、 10号、 12号 が 中 期 中 葉 、 2 号、 4 号、 7 号、 8 号、 1 1 号 が 中 期 後 葉 に位置づ け ら れ る 。

ま た 、 岩倉 山 中 腹遺跡 出 土 の費棺 は 、 中 期 中 葉 に位置づ け る こ と が で き る 。

そ の他の弥生土器 に つ い て

今 回 の 調 査 で は 、 特 に 平成 5 年度第 I 調査区か ら 多量の 弥生土器 が 出 土 し た が 、 遺構 に 共伴す る 資料 は な

く 、 口 縁部 お よ び底部の形態 を も と に し た 分類のみに と ど ま っ た 。

中 九州地方 の 中 期 土 器 は 、 費棺 を 除 い て 、 完形資料が 少な く 、 ま た 、 住居跡 な ど か ら ま と ま っ て 出 土 す る

例 が 少 な い た め 、 細 分 が で き て い な い の が現状 で あ る が 、 基本的 に 小型聾棺 の 形態変化 を ほ ぼ踏襲 し て い る

も の と 考 え ら れて い る 。 ま た 、 谷頭遺跡 ( 阿蘇郡西原村) と 矢謹川 日 向遺跡 (菊池郡大津町) か ら は 、 弥生

中 期 土器 が 多 量 に 出 土 し 、 日 常用 土器の組成や編年的位置づ け を 考 え る 上 で の 重 要な 資料 と な っ て い る

費形土器 A 類 、 I 類、 J a 類 は 、 中期前葉 の蜜棺に類似 し た特徴 を も ち 、 ほ ぼ 同 時期 に あ た る と 考 え ら れ

る が 、 第68図 9 の費形土器は底部 が脚台 に 近い形状 に な っ て お り 、 中 期 中 葉 の特徴 を 持 っ て い る 。

費形土器 B ....... E 類、 J b 類、 K 類 、 査形土器A類、 B 類 は 、 中 期 中 葉 の聾棺の特徴 を も っ。 口 縁外側 の 突

帯 と 内側 の 張 り 出 し が発 達 し 、 口 縁上 面 に く ぼみの あ る 費形 E 類 が最 も 後 出 的 で あ り 、 中 期 中 葉 の 末 に位置

づ け ら れ る も の と 思われ る 。 ま た 、 費形H類は、 北九州 的 な 要素 を持つ土器 で 、 橋 口 氏 編年 の K II c ....... K III

a 式 に あ た り 、 中 期 中 葉 に位置づ け る こ と が で き る 。

費形土器 F 類 、 L 類、 壷形土器 C 類 は 、 黒髪式土器の指標 と な る 土器の特徴 に類似 し 、 中 期 後 葉 の特徴 を

持つ。 斐形の 口 縁外側 の 突 帯 は 次 第 に 薄 く な り 、 「 く 」 の字形 に近い形態 に な っ て い く 。

聾形土器 G 類 は 、 口 縁内 側 の 張 り 出 し が な く な っ て 、 完全な 「 く 」 の字型 に な っ て お り 、 弥生後期 の特徴

を も っ て い る 。

以上 の こ と か ら 、 庵 ノ 前遺跡 出 土 の 弥生土器 は 、 中期前葉か ら 後期初頭 に あ た る も の で あ る が 、 出 土土器

の大部分が 中 期 中 葉 か ら 後葉 に あ た る も の で あ り 、 費棺墓の形成時期 か ら 見 て も 、 こ の 時期 が遺跡 の 主体 を

な す も の と 考 え る こ と が で き る 。
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めとま第四章

古墳時代4 .  

古墳時代 の遺構 は 、 平成 5 年度第 E 調査 区 で竪穴住居跡 が 3 基確認 さ れ て い る 。 住居跡 は いずれ も 方形 で

2 本柱 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 いずれの住居跡 か ら も 土師器が 出 土 し て お り 、 須恵器は共伴 し て い な い 。 ま た 、

こ の 時期 の遺跡 の 中 心 は E 区周 辺 に あ っ た遺構以外か ら 出 土 し た 土師器 は 、 ほ と ん ど が H 区 か ら の も の で 、

と 考 え る こ と が で き る 。

中 九州地方の 古式土師器 に つ い て は 、 野 田 拓治 氏 が 、 白 川 ・ 緑川 流域に 分布す る 遺跡 よ り 一括 出 土 し た 土

(古閑期) - II (沈 目 I 期 )

o lOcm 
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- III (沈 目 E 期 ・ 塚原 I 期 ) -N (塚原 E 期) の序列 を示 し て い る 。

今 回 出 土 し た聾 ・ 査 は 、 丸底 で 、 最大径 が 中 位かやや上位に あ り 、 球形 に近い器形 を も っ。 ま た 、 小型丸

底査の 口 径 は 、 体部径 と 同 じ かやや小 さ い 。 こ れ ら の特徴な ど か ら 、 出 土 し た 土師器 は E期 に 該 当 し 、 実年

代 は 4 世紀末か ら 5 世紀初頭に位置す る と 考 え ら れ る 。 一方、 第81 図 6 の聾 は 、 短 い 口 縁部 、 頚部径 が 大 き

い 、 尖 り 気味の丸底な ど 、 他 の 土 師器 と は違 う 特徴 を も っ て い る 。 こ の蜜 に 似 た 特徴 を も っ土師器が 、 球磨

郡相 良村の深水谷川 遺跡の 5 世紀末か ら 6 世紀前半 に位置づ け ら れて い る 竪穴住居跡か ら 出 土 し て お り (第

95図) 、 南九州| か ら 移入 さ れた も の と 推定 さ れ る 。 深水谷川遺跡の奮 が胴部最大径 がやや低い位置 に あ り 、 新

し い 要素 を も つ こ と 、 ま た庵 ノ 前遺跡か ら 出 土 した他の土師器 が ほ ぼ一時期 に 収 ま る こ と か ら 、 こ の聾 も 他

の 土師器 と 同ー の 時期 の も の と 考 え て 良 い の で は な い か と 思われ る 。

こ こ で 、 再び考 え な ければな ら な い の が 、 昭和63年度調査で確認 さ れた 竪穴住居跡 (第96図 ) で あ る 。 こ

の住居跡 は3 . 5 m X 3 m の 不整方形 で 、 2 本柱 と 思われ、 弥生 中 期 に あ た る と さ れて き た 。 し か し 、 昭 和63年

度調査 区 と 平成 5 年度第 E 調 査 区 は 隣接 し て お り 、 こ の住居跡 と E 区 の住居跡 は十数 m し か離れて い な い 。

ま た 、 出 土土器 を 見 る と 、 今 回 出 土 し た 土師器 と 近似 し た特徴 を 持 っ た 小型丸底壷や高部の脚部 が 出 土 し て

い る 。 こ の こ と か ら 、 昭和63年度住居跡 も E 区の住居跡 と 同 一時期 の 可能性が非常 に 強 い と 思われ る 。
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熊本市庵 ノ 前遺跡出土の弥生時代人骨

第四章 分 析

熊本市庵 ノ 前遺跡 出 土 の 弥生時代人骨

* 
松 下 孝 幸

[ キー ワ ー ド】 : 熊本県、 弥生時代人骨、 費棺墓、 女性骨 、 短頭型、 高 身長

は じ め に

熊本県熊本市清水 町 に 所在す る 庵 ノ 前遺跡 は道路工事に伴 っ て調査 さ れ た遺跡 で あ る 。 1993 (平成 5 年)

に 行 な われた発掘調査で費棺か ら 人骨 が検 出 さ れ、 合計 5 体の弥生時代人骨 が発掘 さ れた 。

熊本県 で は福 岡 県や佐賀 県 の 平野部 と 同 じ よ う に 弥生時代 中 期 に な る と 、 成人用 の 大型の費棺 が 製作 さ れ

る よ う に な る が 、 福 岡 県や佐賀 県 ほ ど費棺が集 中 的 に し か も 多数出土す る こ と が な い 。 従 っ て 、 弥生人骨の

出 土量 も 福 岡 県や佐賀 県 よ り も 少 な い の で 、 本県で の弥生人 の特徴 は佐賀 県 、 福 岡 県 、 長崎県 ほ ど 明 確 に な

っ て い な い 。 報告例 も 熊本市の葉 山 弥生人 (松下、 1991 ) の例 が あ る に す ぎ な い 。

こ の よ う な意味 か ら も 、 ま た 弥生人 の 形質研究 か ら も 本例 は き わ め て 貴重 な 資料 と な る も の で あ る 。 顔面

の特徴 を知 る こ と が で き た の は 女性 の み で あ っ た が 、 男性で は頭型や推定身長値 を 算 出す る こ と が で き た 。

九州 ・ 山 口 地域 の 弥生人骨 と の 比較な ど を 行 っ た の で 、 そ の結果 を報告 し て お き た い 。

資 料
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表一

1 2 2 5 

今 回 の発掘調査で 出 土 し た 弥生人骨は合計 5 体で あ っ た 。 表 1 に示す よ う に 、 5 体 と も 成人骨で 、 男 性 が

1 体、 女性が 2 体 で 、 残 り の 2 体 は保存状態 が悪 く 、 性別 を判別す る こ と が で き な か っ た 。 各人骨の性別 、

年齢な ど は表 2 に示す と お り で あ る 。

各人骨の残存状態 は 図 2 に 示す と お り で 、 全般的 に そ の保存状態 は 良好 で あ る 。

こ の 5 体 の 人骨 は 、 考 古学的所見 よ り 、 弥生時代 中 期 中 葉 と 後葉 と に 属 す る 人骨群で あ る 。

計測方法 は 、 Martin-Saller ( 1957) に よ っ た が 、 一部 は Howells ( 1973) の方法で計測 し た 。 ま た 、 腔骨

の横径 は オ リ ピエ の方法で計測 し 、 鼻根 部 に つ い て は鈴木 ( 1963) と 松 下 ら ( 1983) の方 法 で 、 歯 は藤 田 (1949)

の方法で 小 山 悶 常一 (長崎大学歯学部 口 腔第一解剖) が計測 し 、 醐歯 の観察 も 小 山 田 が行 な っ た 。

* Takayuki MATSUSHIT A 

The Doigahama Site Anthropological Museum (土井 ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジ ア ム 〕
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図 1 . 遺跡 の位置 (Fig-. 1 .  Location of the Annomae site， Kumamoto City， Kumamoto Prefecture) 
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熊本市庵 ノ 前遺跡出 土の 弥生時代人骨

表 2 出 土人骨一覧

人骨番号 性別 年齢 備考 時期

1 号墓人骨 不 明 不 明 保存不 良 、 人骨片少量 中 期 中 葉
7 号墓人骨 不 明 不 明 中 期 後 葉
8 号墓人骨 女性 熟年 中 期 後 葉

9 号墓人骨 女性 壮年 左側上腕骨骨折、 右側横骨遠位端骨折 中 期 中 葉
10号墓人骨 男 性 熟年 椎骨圧迫骨折 (模状椎) 中 期 中 葉

所 見

各人骨の残存部 は 図 2 に 示す と お り で あ る 。 ま た 、 各骨の計測値は文末 に 一括 し て掲 げ た 。

1 号聾棺墓人骨 (性別 ・ 年齢不 明 )

四 肢骨の破片 が残存 し て い た に す ぎ な い 。 骨片 はやや大 き い が 、 鍛密 質 が 剥落 し て お り 、 形態 が よ く わ か

ら な い 。 上腕骨か腔骨 の 一部 と 思 われ る 。

性別 と 年齢 は と も に 不 明 で あ る 。

7 号聾棺墓人骨 (性別 ・ 年齢不 明 )

脳頭蓋 と 遊離歯 が残存 し て い た に す ぎ な い 。 脳頭蓋は取 り 上 げ る と 小片状態 に な り 、 頭型な ど を知 る こ と

は で き な か っ た 。

遊離歯 を歯式で示す と 、 次 の と お り で あ る 。

M3M2Ml/ / C 1 2 
M3M2/ / P 1 C  / / 

I 1 I 2 C P 1 P 2M1M2/ 

/ / / P 1 P 2M1M2M3 

(/ : 不 明 (破損) )

岐耗度 は Broca の 1 "-' 2 度 で あ る 。 な お 、 歯の岐合形式は不 明 で あ る 。

8 号聾棺墓人骨 (女性 ・ 熟年)

1 . 頭蓋

(1 ) 脳頭蓋

左側側頭骨 を 除 け ば ほ ぼ完全で あ る 。 外後頭隆起の発達 は 見 ら れ な い 。 乳様突起 も 小 さ い 。 外耳道は右側

が観察 で き た が 、 骨腫 は 認 め ら れ な い 。 縫合 は 、 三主縫合 の う ち 矢状縫合 の 内板 だ け が完全に癒合 し て い る 。

内 板 で は冠状縫合 の 両側 に も 癒合 が 認 め ら れ る 。 外板 は三主縫合 と も 開離 し て い る 。

脳頭蓋の計測値 は 、 頭蓋最大長 が 169mm、 頭蓋最大 幅 は 141剛、 パ ジ オ ン ・ ブ レ グ、マ 高 は131mmで あ る 。 頭蓋

長幅示数は83 . 43、 頭蓋長高示数 は77 . 51 、 頭蓋幅高示数 は92 . 91 と な り 、 頭型 は brachy一 ，hypsi - ，metriokran 

(短、 高 、 中頭) に 属 し て い る 。 ま た 、 頭蓋水平周 は496剛、 正 中 矢状孤長 は358mmで あ る 。

(2) 顔面頭蓋

顔面頭蓋は 両側の頬骨 弓 を欠損 し て い る 以外 は ほ ぼ完全 で あ る 。 眉 上 弓 の 隆 起 は弱 く 、 前頭結節 も よ く 発

達 し て い る 。 鼻骨 は鼻根部がやや盛 り 上 が っ て い る 。 ま た鼻根部 も 狭い 。

顔面頭蓋の計測値 は 、 顔長 が93皿、 中 顔幅は88畑、 顔高 は107阻、 上顔高 は61mm で 、 頬骨弓 幅 の推定値 は 、

62醐 x 2 = 124皿で、 あ る 。 こ れ ら の 計測値か ら の示数値 は、 顔示数 は (86 . 29) ( K ) 、 121 . 59 ( V ) 、 上顔示数

は (49 . 19) ( K ) 、 69 . 32 ( V ) と な り 、 顔面 に は狭顔傾 向 が 認め ら れ る 。

コ ルマ ン の顔示数 と 上顔示数 は 、 中 顔 、 広上顔、 ウ ィ ル ヒ ョ ー の顔示数 と 上顔示数 は 、 中 顔 、 低上顔 に 分
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類 さ れ る 。

第四章 分 析

眼寵幅は41凹 (右) 、 40皿 (左) 、 眼嵩高 は30凹 (右) 、 30mm (左) で 、 眼寵示数は73 . 17 (右) 、 75 . 00 (左)

と な り 、 両側 と も chamaekonch (低眼寵) に属 し て い る 。

鼻幅は25町、 鼻高は49凹で、 鼻示数は51 . 02 と な り 、 chamaerrhin (低鼻) に属 し て い る 。

鼻綾部の計測値は、 前眼宮間幅が 15剛、 鼻根横弧長は19町、 鼻根響曲示数は78 . 95 と な り 、 鼻根部は肩平で

は な い。 両眼寵幅は93凹で、 眼寵開示数は16 . 13 と な り 、 顔の幅に対 し て 、 眼寵間幅が か な り 狭い。 鼻骨最小

幅はlOmmであ る 。 前頭突起水平傾斜角 は計測で き ないが、 観察 し た と こ ろ で は、 前頭突起の 向 き は矢状方向

で あ る 。

側面角 は、 全側面角 が79度、 鼻側面角 が81度、 歯槽側面角 は68度で、 歯槽性突顎の傾向 が う かが え る 。

下顎骨は左側下顎角 部 を 大 き く 欠損 し て い る 。 径は小 さ く 、 下顎枝は幅広 く 、 下顎切痕は浅い。

2 . 歯

上下両顎に は歯が釘植 し て い た。 残存歯 と 歯槽の状態 を歯式で示す と 、 次の と お り で あ る 。

/ / M， P 2 P 1/ ・ 1 ， I 1 ，・ C P ， P 2M，M2 
- ・ ・ ・ ・ C 1 2 1 ， I 1 ， 1 2 C P ，O . . .  
[/ : 不 明 (破損) 0 : 歯槽開存 ・ : 歯槽閉鎖〕

岐耗度はBrocaの 3 度で あ る 。 上顎左側 と 下顎両側の第三大 臼歯は萌出後脱落 し た も のか、 未萌出だ っ た か

(先天性欠損) 判別で き な か っ た。 上顎右側の中切歯 と 同 じ く 上顎の左側側切歯の歯槽 は と も に 閉鎖 し て い

る 。 風習的抜歯の疑い も あ る が 、 ①周辺 の歯根部がかな り 露出 し て 、 歯周疾患の症状で あ る 。 ②閉鎖 し て い

る 歯槽部分 が き れい で な く 、 ノ ミ の先端状 を し て お らず、 ③隣接歯の捻転 も み ら れ な い こ と か ら 、 こ れは風

習的抜歯の跡 で は な い と 推断 し た。 ま た 、 歯の岐合形式は鮒子状吹合 で あ る 。

3 . 四肢骨

(1 ) 上肢骨

鎖骨、 上腕骨、 梼骨、 尺骨が残存 し て い た 。

①上腕骨

骨体は細 い が 、 三角 筋組面の発達は 良好であ る 。

計測値は、 中 央最大径が22皿 (右) 、 中央最小径は15醐 (右) で、 骨体断面示数は68 . 18 (右) と な り 、 骨

体に は強い肩平性が認め ら れ る 。 骨体最小周 は56mm (右) 、 中 央周 は63凹 (右) で 、 骨体は細い。

②揖骨

骨体はやや細 い が 、 骨間縁は鋭 く 発達 して い る 。

③尺骨

尺骨体 も あ ま り 大 き い も の で は な い が 、 骨間縁の発達は良好で あ る 。

(2) 下肢骨

寛骨、 大腿骨、 腔骨お よ び排骨が残存 し て い た。

①寛骨

左右 と も 腸骨 を欠損 し て い る 。 大坐骨切痕の角 度は大 き いが 、 90度ではな く 、 こ れ よ り も 小 さ い。 両側 に

耳状面前溝が認め ら れ る 。 ま た 、 恥骨下角 は大 き い。

②大腿骨

左右 と も ほ ぼ完全 で あ る 。 長 さ はやや長 く 、 骨体は矢状径 よ り も 横径の方が大 き い。 骨体上部は扇平であ

る 。
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計測値は、 最大長が404凹 (右) 、 骨体中央周は81mm (右) 、 83醐 (左) で 、 長厚示数は20 . 35 (右) と な り 、

骨体は あ ま り 頑丈な も の で は な い。 骨体 中央矢状径は26mm (右) 、 25mm (左) 、 横径 は26皿 (右) 、 27mm (左)

で、 骨体中 央断面示数は100 . 00 (右) 、 92 . 59 (左) と な り 、 組線や骨体両側面の後方への発達は よ く な い。

ま た 、 上骨体断面示数は73 . 33 (右) 、 69 . 70 (左) と な り 、 骨体上部は肩平であ る 。

③腫骨

右側は ほ ぼ完全で あ る 。 長 さ はやや長い。 前縁は鋭 く S 字状のカ ーブを描いてお り 、 ヒ ラ メ 筋線の発達は

悪い。 骨体の断面形は両側 と も ヘ リ チカ の V型を呈 し て い る 。

計測値は、 腔骨最大長が326阻 (右) 、 327mm (左) 、 骨体周 は73mm (右) 、 74mm (左) 、 最小周 は69mm (右) 、

69mm (左) で 、 骨体は太 く 、 長厚示数は21 . 56 (右) 、 21 . 56 (左) で、 女性 と して は頑丈な方で あ る 。 中央最

大径は27皿 (右) 、 26mm (左) 、 中 央横径 は20mm (右) 、 20mm (左) で、 中 央断面示数は74 . 07 (右) 、 76 . 92 (左)

と な り 、 骨体に は肩平性は認め られな い。

④排骨

骨体はやや細 く 、 稜の発達は悪い。

4 . 推定身長値

右側大腿骨最大長か ら 、 Pearsonの公式を用 いて推定身長値を算出す る と 、 151 . 42cm と な り 、 高身長で あ る 。

ま た 、 腔骨全長か ら の推定値 も 150 . 04cm (左右) と な り 、 大腿骨か ら の値 と 同 じ よ う に高身長値であ る 。

5 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 眉上弓の隆起 も 弱 く 、 大坐骨切槙の角度や恥骨下角 が大 き い こ と か ら 、 女性 と 推定 した 。 年齢は、

矢状縫合の 内板すべて と 冠状縫合の 内板の一部が癒合 し、 外板はすべて 開離 し て い る こ と か ら 、 熟年 と 考 え

ら れ る 。

9 号聾棺人骨 (女性 ・ 壮年)

1 . 頭蓋

(1 ) 脳頭蓋

後頭骨後頭鱗の右側部 を欠損 し て い る 。 外後頭隆起の発達は悪 く 、 乳様突起は小 さ い。 外耳道は両側 と も

観察で き た が 、 骨腫は左右 と も 認め ら れない。 縄合は、 三主縫合の う ち冠状縫合の内板は癒合 して い る が 、

矢状縫合 と ラ ム ダ縫合の 内板 は と も に 開 離 し て い る 。 外板は三主槌合 と も 開離 して い る 。

脳頭蓋の計測値は、 頭蓋最大長が 175mm、 頭蓋最大幅は139皿、 パ ジ オ ン ・ ブ レ グ、マ 高 は 126凹で あ る 。 頭蓋

長幅示数は79 . 43 、 頭蓋長高示数は72 . 00、 頭蓋幅高示数は90 . 65 と な り 、 頭型はmeso一 ，ortho - ，tapeinokran 

( 中 、 中 、 平頭) に属 して い る 。 ま た 、 頭蓋水平周 は506阻、 横弧長は293阻であ る 。

(2) 顔面頭蓋

左側の頬骨の一部 と 上顎骨の左側 の一部 を欠損 し て い る 。 眉上弓 の隆起は弱 く 、 前頭結節 は よ く 発達 して

い る 。 鼻骨は広 く て低 く 、 鼻根部 は広 く 、 肩平で あ る 。

顔面頭蓋の計測値は、 顔長が91皿、 上顔高は62醐であ る が、 顔高は計測で き ない。 ま た、 頬骨弓幅 の推定

値は68凹 x 2 = 136mm、 中顔幅の推定値は55皿 x 2 = 1 10醐で、 こ れ ら の推定値 を 用 い た 上顔示数は (45 . 59)

( K ) 、 (56 . 36) ( V ) と な り 、 前者は広上顔に、 後者は過低上顔に属 し、 顔面に は著 しい低 ・ 広顔傾向 が認

め られ る 。

眼寵幅は38凹 (右) 、 38mm (左) 、 眼宮高は35mm (右) で、 眼寵示数は92 . 1 1 (右) と な り 、 右側はhypsikonch

(高眼寵) に属 し て い る 。

鼻幅は27mm、 鼻高 は49mmで、 鼻示数は55 . 10 と な り 、 chamaerrhin (低鼻) に属 し て い る 。
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鼻根部の計測値は、 前眼寵問幅が 18剛、 鼻根横弧長は20剛、 鼻根轡曲示数は90 . 00 と な り 、 鼻根部は肩平で

あ る 。 両眼寵幅は90皿で、 眼寵開示数は20 . 00 と な り 、 顔の幅に対 し て 、 眼簡間幅がやや広い。 鼻骨最小幅は

12阻で、 あ る 。 前頭突起水平傾斜角 は計測で き な い が 、 観察 した と こ ろ では、 前頭突起の 向 き は前額方 向 で あ

る 。

側面角 は、 全側面角 が82度、 鼻側面角 が84度、 歯槽側面角 は73度で、 歯槽性突顎の傾向 は弱い。

下顎骨は下顎底 を欠損 し て い る 。 下顎体の高径はやや高い よ う で あ る 。 下顎枝はやや細 く 、 下顎切痕はや

や深い。 角前切痕は浅い。

2 . 歯

上下両顎に は歯が釘植 し て い た。 残存歯 と 歯槽の状態 を歯式で示す と 、 次 の と お り で あ る 。

e M2MI・ P 1 C 1 Z I  1 
. 恥12恥11 P 2 P 1 C 1 2 1 1 

1 1 1 2 C / / M1e e (/ : 不 明 (破損) ・ : 歯槽 閉鎖〕

I d 2 C P I P 2・ M2e
岐耗度は Broca の 1 """ 2 度で あ る 。 なお、 風習的抜歯の痕跡は認め ら れな い 。 ま た 、 歯の吹合形式は針子

状岐合で あ る 。

3 . 四肢骨

(1 ) 上肢骨

肩 甲骨、 鎖骨、 上腕骨、 梼骨が残存 し て い た が 、 尺骨は残 っ て いな か っ た。

①鎖骨

右側のみが残存 し て い た 。 かな り 細い。

②上腕骨

両側 と も 近位端を欠損 し て い る 。 ま た 、 左側骨体に は変形治癒骨折の跡が認め ら れ る 。 健全な右側骨体は

細 く 、 三角 筋組面の発達 も よ く ない。

計測値は、 中 央最大径が 19mm (右) 、 中 央最小径は14mm (右) で、 骨体断面示数は73 . 68 (右) と な り 、 骨

体はかな り 肩平であ る 。 骨体最小周 は54mm (右) 、 中央周は57醐 (右) で 、 骨体は細い。

③構骨

両側が残存 し て い た 。 右側 に は榛骨遠位端骨折 (Colles fracture) がみ ら れ る 。 左側骨体は細い が 、 骨間

縁は骨体近位 1 / 3 あ た り で鋭 く 突出 し て い る 。 右側骨体はかな り 細 く 、 運動 に制限の あ っ た こ と が う かが

え る 。

(2) 下肢骨

寛骨、 大腿骨お よ び腔骨が残存 し て い た。

①寛骨

両側 と も 腸骨 と 坐骨が残存 し て い た 。 大坐骨切痕の角度 と 恥骨下角 は大 き く 、 両側 と も 耳状面前溝が認め

ら れ る 。

②大腿骨

左側は最大長が計測で き る く ら い残 っ て い た が 、 右側は骨体のみで あ る 。 長 さ は短 く 、 粗線の発達 も 悪い

が、 骨体上部は扇平で あ る 。

計測値は、 最大長が377醐 (左) 、 骨体中 央周 は73皿 (右) 、 74凹 (左) で 、 長厚示数は19 . 41 (左) と な り 、

骨体はやや き ゃ し ゃ で あ る 。 骨体 中央矢状径は22醐 (右) 、 21mm (左) 、 横径は24醐 (右) 、 24mm (左) で 、 骨

体 中央断面示数は91 . 67 (右) 、 87 . 50 (左) と な り 、 粗線や骨体両側面の後方への発達は き わ めて悪い。 ま た 、

上骨体断面示数は75 . 00 (右) 、 72 . 41 (左) と な り 、 骨体上部は扇平 で あ る 。
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③鹿骨

骨体は細 く 、 前縁は鈍 円 。 ヒ ラ メ 筋線の発達 も き わめて悪い。 骨体の断面形は両側 と も ヘ リ チカ のN型 を

呈 し て い る 。

計測値は、 中 央最大径が24mm (右) 、 24mm (左) 、 中央横径は19mm (右) 、 19阻 (左) で 、 中 央断面示数は79 . 17

(右) 、 79 . 17 (左) と な り 、 骨体に は肩平性は認め られない。 骨体周 は67醐 (右) 、 68mm (左) 、 最小周 は58醐

(右) 、 60凹 (左) で 、 骨体は細い。

④排骨

腔骨の径のわ り に は骨体の径はやや大 き く 、 肩平で あ る 。

4 . 推定身長健

左側大腿骨最大長か ら 、 Pearson の公式を用 いて推定身長値を算出す る と 、 146 . 17cm と な り 、 低身長で あ

る 。

5 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 眉上弓 の隆起が弱 く 、 大坐骨切痕の角 度や恥骨下角 が大 き い こ と か ら 、 女性 と 推定 し た。 年齢は、

冠状縫合の 内板の大部分 は癒合 し て い る が 、 そ の他は開離 し て い る こ と か ら 、 壮年 ( の 中 ご ろ ) と 考 え ら れ る 。

1 0号聾棺人 骨 ( 男性 ・ 熟年)

1 . 頭蓋

(1 ) 脳顕蓋

頭蓋冠が残存 し て い た 。 外後頭隆起の発達は悪 く 、 乳様突起は小 さ い。 前頭部 も 丸い。 外耳道は左側の観

察が で き た が 、 骨腫は認め ら れ な い。 繕合は、 三主縫合の う ち ラ ム ダ縫合の内板が 開離 し て い る 以外は矢状

縫合 も 冠状縫合 も 癒合 し て い る 。 外板は三主縫合 と も に 開離 し て い る が 、 矢状縫合に は癒合が進行 しつつ あ

る 。

計測は脳頭蓋の一部だ け が で き た。 頭蓋最大長が176mm、 頭蓋最大幅は146凹で、 パ ジ オ ン ・ ブ レ グマ 高 は

計測で き ない。 頭蓋長幅示数は82 . 95 と な り 、 頭型は brachykran (短頭型) で あ る 。

(泊 顔面頭蓋

顔面頭蓋は下顎骨のみで あ る 。

下顎骨は高 さ が低 く 、 前歯部の歯槽はすべて 閉鎖 し て いた よ う で あ る 。 遊離歯が残存 し て い た 。 歯式で示

す と 、 次の と お り で あ る 。

/ / / / / / / / I / / / P 1 P 2/ / / 
/ M2Ml/ /・ ・ ・ | ・ ・ ・ / / / / /

[/ : 不明 (破損) ・ : 歯槽閉鎖〕

唆耗度は Broca の 1 度で あ る 。 歯の岐合形式は不 明 で あ る 。

3 . 四肢骨

(1 ) 上肢骨

鎖骨、 上腕骨、 梼骨、 尺骨が残存 し て い た。

①鎖骨

長 さ は短い が 、 かな り 太い。 と く に胸骨端は大 き い。

②上腕骨

骨体の径はやや大 き いが 、 三角 筋粗面の発達は よ く ない。

計測値は、 中 央最大径が23mm (右) 、 中 央最小径は18凹 (右) で、 骨体断面示数は78 . 26 (右) と な り 、 骨
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体の肩平性は弱い。 骨体最小周 は65mm (右) 、 中央周は70mm (右) で、 骨体は太い。

③樟骨

第四章 分 析

骨体の径は大 き く 、 骨問縁の発達は良好で、 骨体近位 1 / 3 あ た り で鋭 く 突 出 し て い る 。

④尺骨

尺骨 も 径が大 き く 、 骨間縁の発達 も 良好で あ る 。

(2) 下肢骨

寛骨、 大腿骨、 腔骨お よ び左側緋骨の骨体遠位部がわずか残存 し て い た 。

①寛骨

保存状態は 良 く な い。 恥骨結合部が残存 していた。 恥骨下角 は小 さ い。

②大腿骨

骨体はやや太い。 ま た 、 粗線の発達は あ ま り よ く な い。

計測値は、 骨体中 央矢状径が30mm (右) 、 28mm (左) 、 横径は26醐 (右) 、 29mm (左) で、 骨体 中 央断面示数

は115 . 38 (右) 、 96 . 55mm (左) と な り 、 右側の粗線や骨体両側面の後方への発達 は 良好 で あ る が、 左側は悪

い。 骨体中央周は88mm (右) 、 91醐 (左) で、 骨体は太い。 ま た 、 上骨体断面示数は90 . 00 (右) 、 87 . 50 (左)

と な り 、 骨体上部に は肩平性は認め られない。

③腔骨

骨体の径は大 き く 、 ヒ ラ メ 筋線はやや明瞭で あ る 。 骨体の断面形は両側 と も ヘ リ チ カ の W 型 を 呈 し て い る 。

計測値は、 中 央最大径が31mm (右) 、 31mm (左) 、 中央横径は25皿 (右) 、 25mm (左) で 、 中 央断面示数は80 . 65

(右) 、 80 . 65 (左) と な り 、 骨体に は肩平性は ま っ た く 認め られない。 骨体周 は88mm (右) 、 89凹 (左) 、 最

小周 は79醐 (右) 、 81mm (左) で 、 骨体は太い。

④肱骨

骨体の径は大 き く 、 扇平で あ る 。

4 . 推定身長値

右側梼骨最大長か ら 、 Pearson の公式を用 いて推定身長値を算出す る と 、 161 . 49cm と な り 、 高身長 で あ る 。

5 . 性別 ・ 年齢

性別 は、 恥骨下角 が小 さ く 、 四肢骨の径が大 き い こ と か ら 、 男性 と 推定 し た。 年齢は、 ラ ム ダ縫合以外の

内板が癒合 し 、 外板はすべて 開離 し て い た こ と か ら 、 熟年 と 考 え ら れ る 。

考 察

本遺跡か ら は出土 し た 人骨の う ち 、 頭蓋の保存状態が よ か っ た の は女a生のみで あ っ た の で、 頭蓋について

は女性 を 中 心 に考察 し て い き たい。 比較の対象 と し て は 、 本県で は同 じ熊本市 内 の 葉 山 弥生人 を用 い た 。

1 . 頭蓋

まず、 男性の頭型 を み て み る こ と にす る 。 表 3 は周辺地域での脳頭蓋の比較表で あ る 。 本例 は短頭型で あ

る が、 同 じ熊本市の葉 山 弥生人 も 短頭型で、 頭蓋長幅示数 も 両者はかな り 近い値で あ る 。 そ の他に短頭に傾

い て い る の が 、 西北九州 弥生人 と 根獅子弥生人で、 根獅子 も 西北九州地域の弥生人で あ る 。 福 岡平野や佐賀

平野の聾棺か ら 出土す る 弥生人の頭型 は 中 頭型で あ る が 、 西北九州地域は短頭に傾 く こ と を筆者は指摘 し て

き た (松下、 1996) 。 わずか 2 例 の 資料では あ る が、 頭蓋長幅示数が 両者 と も 80 を越え る こ と か ら 、 ど う や ら 、

熊本市の費棺か ら 出土す る 弥生人は短頭型の可能性が強 く な っ て き た。 こ の短頭性はおそ ら く 南九州や琉球

列 島 に つ な が っ て い く 特徴だ と 筆者は考 え て い る 。
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熊本市庵 ノ 前遺跡出土の弥生時代人骨

表 3 脳頭蓋計測値 ( 男 性、 mm) (Table 3. Comparison of male calvarial measurements and indices) 
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弥生人 弥生人 弥生人
(怯下 中橋 ・ 他) (金関 ・ 他)

E M M M 
2 1  I 8U I  24 1 8 3 . 7 1  4 ( 1 8 5 . 50 ) 

20 1 4 4 . 9 5  24 1 4 3 . 2 9  3 1 4 7 . 3 3  

1 5  1 3 4 . 6 0 2 0  1 3 5 . 5 5  2 1 46 . 50 

20 7 9 . 1 7  2 1  1 7 . 9 3  3 ( 7 9 . 6 5 )  

1 5  7 4 . 1 5  1 6  7 4 . 5 2  2 1 7 . 9 4  

1 4 9 3 . 1 1  1 8  9 4 . 3 8  1 9 1 . 5 6 

15 1 5 4 . 3 1  1 1 6 1 . 6 7 

1 9  5 3 0 . 42  18 5 3 1 . 4 4 2 5 3 7 . 00 

1 5  3 24 . 6 7 22 3 1 7 . 2 7 3 3 1 1 . 6 7  

1 7  3 7 6 . 4 7  1 3  3 8 2 . 6 2  2 3 8 1 . 5 0 

B M 目 M M M 
1 8  1 8 2 . 6 1  1 3  1 8 3 . 00 24 1 8 2 . 3 52 1 8 2 . 8 
1 6  1 4 2 . 25 1 4  1 4 3 . 50 23 1 4 2 . 0  54 1 4 2 . 6 

1 1 1 3 3 . 7 3  1 2 1 3 8 . 6 1  z4 1 3 6 . 0  4 3 1 3 4 . 7 

1 4  7 7 . 90  1 2  7 8 . 0 5  23 1 7 . 3  48 7 8 . 1 

9 7 5 . 5 1  1 1 1 6 . 0 2  2 1 1 5 . 0  4 z  1 3 . 7 

1 0  9 1 . 60 1 1  9 1 . 4 2  2 1  9 6 . 6  43 9 4 . 3 

9 1 5 5 . 5 5 10 1 5 5 . 2 3  2 1  1 5 3 . 1 42 1 5 3 . 5 

9 5 2 1 . 4 4 13 5 2 6 . 00 23 52 6 . 6  44 5 2 6 . 8 

8 3 1 4 . 50 1 5  3 1 4 . 0 1 25 3 1 5 . 1  50 3 1 5 . 2 

3 3 1 8 . 38 1 1  3 6 8 . 4 5  1 6  3 1 3 . 1  41 3 7 5 . 3 

次に 、 女性の脳頭蓋 をみてみ よ う 。 表 4 は周辺地域での比較表で あ る 。 葉 山 遺跡か ら は女性人骨が 出土 し

て い な い の で 、 熊本市内 で の 比較資料は存在 しない。 頭蓋長幅示数は女性で も 80を越え 、 大友弥生人の80 . 30

に近 く 、 頭型は短頭型 で あ る 。 男性ばか り でな く 女性 も 短頭型で あ る こ と は注 目 し て お き たい。 ま た 、 パ ジ

オ ン ・ プ レ グマ高 は西北九州弥生人、 大友弥生人、 土井 ヶ 浜弥生人の平均値に ほぼ一致 し 、 北部九州、| の聾棺

出土の弥生人や根獅子弥生人 よ り も 小 さ い。 ま た 、 頭蓋水平周、 横弧長、 正 中 矢状弧長は他の資料 よ り も 小

さ く 、 頭蓋の径が小 さ い こ と が う かが え る 。

表 4 脳頭蓋計測値 (女性、 mm) (Table 4. Comp町ison of female calvarial measurements and indices) 

庵ノ 前 西北九州 大 友 根獅子 横限狐塚 一塚 山 金 隈 土井ケ浜
弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人
( 松 下 ) ( 内藤 ) ( 低 下 ) { 栓 下 ) ( 経 下 ) ( 訟 下 ) ( 中 循 ・ 他) (金関 ・ 他)
M M M M M M M M 

頭 釜 最 大 長 2 1 1 Z . 0 0 1 5  1 1 8 . 0 7  1 8  1 7 8 . 1 1  1 7 7 . 5 0 1 0  1 7 6 . 5 0 1 1 6 . 4 3  2 6  1 1 6 . 8  3 2  \ 1 6 . 0 

頭 釜 最 大 幅 2 1 4 0 . 0 0 1 5  1 3 9 . 2 7  1 1  1 4 \ . 1 8  1 3 8 . 6 7  1 4 \ .  0 0  1 3 9 . 6 1 2 6  1 3 8 . 3  3 2  1 3 3 . 1 

1 7 .  パ ジオ ン ・ プ レ グマ 高 2 1 2 8 . 5 0  1 1 2 8 . 2 9  1 3  1 2 8 . 3 1  5 1 3 0 . 8 0  1 3 2 . 2 5  1 1 3 \ . 8 6 2 4  1 3 1 . 0  2 9  1 2 3 . 1 

8 / 1  頭 蓋 長 幅 示 教 8 1 .  4 3  1 5  7 3 . 2 3  1 6  3 0 . 3 0 5 7 1 . 3 9  7 9 . 6 7  7 8 . 5 7  2 5  7 8 . 0  3 0  1 3 . 5 

1 7 / 1  醸 造 長 粛 示 数 7 4 . 1 6  1 1 .  2 2  1 3  1 2 . 9 2  7 3 . 6 6 7 4 . 5 6  7 4 . 9 1  2 3  7 4 . 2 2 8  7 2 . 8 

1 7 / 8  頭 蓋 幅 高 示 数 9 1 . 7 3 9 2 . 4 8  1 3  9 1 .  3 9  9 5 . 0 6 9 2 . 3 8  9 3 . 6 2 2 3  9 5 . 3 2 9  9 2 . 8 

1 + 肘 1 1 / 3 頭 蓋 モ ズ ル ス 1 4 6 . 8 4  1 4 9 . 0 9 1 5 0 . 9 4  2 3  1 4 3 . 8 2 3  1 4 7 . 4 

2 3 .  頭 釜 水 平 周 2 5 0 1 . 0 0 1 4  5 0 2 . 1 4  1 8  5 1 5 . 4 4  5 1 0 . 1 1  4 5 1 6 . 5 0 6 5 0 3 . 8 3  2 3  5 1 4 . 4 21 5 0 6 . 0  

2 4 .  積 極 長 1 2 9 3  I J  3 0 9 . 0 9 1 3  3 0 6 . 00 6 2 9 8 . 1 1  5 3 0 8 . 6 0  2 9 4 . 2 9 2 7  3 0 5 . 8 3 1  3 0 5 . 1 

2 5 .  正 中 矢 状 弧 長 1 m 1 3  3 6 3 . 0 8 1 0  3 6 2 . 9 0  6 3 6 6 . 3 3 4 3 6 9 . 7 5  2 5 6 . 0 0 1 6  3 6 4 . 9  2 9  3 6  \ . z  

顔面頭蓋は、 出土 し た 2 体でやや異な る 特徴が認め られる ので、 表 5 で は一応別 々 に掲げて お い た 。 個体

別 にみ て み る と 、 8 号人骨の方が 9 号人骨 よ り も 顔の幅が狭い。 狭顔な ので あ る 。 8 号人骨は顔高や上顔高

の絶対値は低い が、 それ以上に幅径が狭いので、 顔示数や上顔示数は大 き な値 と な り 、 両示数 と も 西北九州

地域の弥生人 よ り は大 き く 、 北部九州 ・ 土井 ヶ 浜弥生人の値に近い。 と こ ろ が一方、 9 号人骨は 8 号人骨 よ

り も 顔の幅が広 く 、 広顔傾向が強い。 上顔示数はかな り 小 さ く 、 西北九州 の弥生人 よ り も さ ら に小 さ い。 眼

禽は両者 と も 高径が低 く 、 眼禽示数は西北九州弥生人に一致 し 、 鼻高は北部九州| ・ 土井 ヶ 浜弥生人なみにや

や高い。 歯槽側面角 は、 8 号人骨は小 さ く 、 9 号人骨は大 き く 、 歯槽性の突顎傾向 が 8 号人骨にみ ら れ る 。

そ こ で、 鼻根部 も みて お き たい。 鼻根部に も 両者の聞 に は著 し い差が認め ら れ る 。 そ の差 は鼻根轡曲 示数

に よ く 表れて い る 。 こ の示数値は 8 号人骨が小 さ く 、 9 号人骨は大 き く 、 後者の肩平ぶ り が 目 立 っ てい る 。
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第四章 分 析

表 5 顔面頭蓋計測値 (女性、 mm、 度) (Table 5. Comparison of female facial measurements and indices) 
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表 6 鼻根部計測値 (女性、 mm、 度) (Table 6. Comparison of female nasal root measurements and indice自)

庵 ノ 前 庵 ノ 前 庵ノ 前
8 号 9 号 弥生人

( 低 下 )

線獅子
弥生人
( 低 下 )

塚

、

)

価値

じ

下

限

付

訟

機

事

(

tA

i八

円，

生
γ

+八
肱川町
付刊

山
入
門

塚
生
γ

一
政w
H円

金 隈 土井ケ浜
弥生人 弥生人

( 径 下 ・ 他 金 関 ・ 他 )

M M M M M M M 
5 0 .  前眼寝間m
5 0 A  鼻 根 横 弧 長

5 0 / 5 0A 鼻 根 号 曲 示 数

5 1 .  鼻 骨 最 小 幅

4 4 .  両 眼 寓 幅
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8 .  8 6  

4 1 0 \ . 2 5  

0 . 1 5  

1 5 2 . 1 5  

3 2 . 2 5  

2 1  9 8 .  1 

2 0  2 0 . 6  

3 . 5 0 

1 0 . 8 3  

2 . 四肢骨

(1 )  上腕骨

まず、 男性か ら みてみ よ う 。 骨体の太 さ を骨体最小周 と 中央周 で比較 し て み る と (表 7 ) 、 両径 と も 根獅子

よ り は小 さ い が 、 そ の他 と は大差ない。 骨体断面示数は表 7 では も っ と も 大 き な示数値を示 し 、 骨体の肩平

性は他の弥生人 よ り は弱 く 、 と く に大友、 根獅子の縄文系の弥生人 と の差は大 き い。

一方、 女性で は骨体が細い。 骨体最小周 と 中央周 は表 8 で は最小{直を示 し て お り 、 や は り 根獅子 と の差は

かな り 大 き い。 骨体断面示数はやや小 さ く 、 根獅子弥生人や大友弥生人に近 く 、 北部九州 ・ 土井 ヶ 浜弥生人

よ り は小 さ い。 骨体に は肩平性が認め られ、 そ の程度は強い。

nd
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表 7

2 .  

5 .  

6 .  

上腕骨計測値( 男 性、 右， mm) (Table 7. Comp町ison of me制uremen臼 and indio制 of male right humeri) 

上 腕 骨 最 大 長

上 腕 骨 会 長

中 央 最 大 径

中 央 最 小 径

骨 体 最 小 周

庵 ノ 前 大 友 根 獅 子 横 隈 狐 塚 金 隈 土井ケ浜
弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人

( 松 下 松 下 松 下 松 下 中 織 ・ 他 財 涼 )

E M M M n M n M n M 

2 3  

1 8  

6 5  

9 2 9 4 . 3 3  2 2 8 0 . 5 0  5 3 0 3 . 0 0  5 3 0 6 . 4  1 8  2 9 9 . 4  

8 2 9 1 . 1 5  2 2 1 4 . 5 0  5 2 9 4 . 8 0  5 3 0 3 . 2  1 1  2 9 5 . 2 

3 1  2 4 . 4 6  2 6 . 3 3  2 3  2 3 . 8 1  1 2  2 4 . 0  5 5  2 2 . 9 

3 1  1 1 . 9 1  1 9 . 0 0 2 3  1 8 . 1 1  1 2  1 1 . 8  5 5  1 6 . 4  

3 1  6 4 . 5 1  1 0 . 0 0 2 2  6 3 . 3 2  1 5  6 5 . 3  5 6  6 4 . 1 

1 ( a ) . 
6 / 5  

1 1 1  

中 央 周

骨 体 断 面 示 数

長 厚 示 数

1 0  

1 8 . 2 6  

3 5  1 1 . 0 0 1 6 . 6 1 2 3  6 9 . 8 1  1 2  6 9 . 8  

3 1  1 3 . 6 (1  1 3 . 9 9  2 3  1 6 . 2 5  1 2  1 4 . 3  5 4  1 6 . 1 

2 2 . 3 2  2 4 . 8 0  2 0 . 1 8  2 1 . 1 1 8  2 1 . 2  

表 8 上腕骨計測値(女性、 右、 mm) (Table 8. Comp町ison of measurements 阻d indices of female right humeri) 

庵 ノ 前 大 友 根 獅 子 ー 塚 山 金 隈 土井ケ浜
弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人

( 松 下 ) ( 徐 下 ) ( 栓 下 ) { 松 下 ) ( 中 橋 ・ 他 ) { 財 棒 )

E M E M M 且 M M E M 
中 央 最 大 径 2 2 0 . 5 0  2 5  2 1 .  6 8  6 2 3 . 0 0 2 2 . 0 0  5 2 1 . 4  2 8  2 0 . 6 

6 .  中 央 最 小 径 2 1 4 . 5 0 2 5  1 5 . 4 8 1 6 . 0 0 1 6 . 1 1  5 1 6 . 4  2 9  1 5 . 5 

骨 体 最 小 周 5 5 . 0 0 2 0  5 1 . 6 5 6 0 . 8 3  6 0 . 2 0  1 8  5 8 . 0  3 0  5 9 . 1 

1 ( a ) . 中 央 周 2 6 0 . 0 0 2 3  6 1 .  9 6  6 6 6 . 3 3  6 4 . 0 0  5 6 2 . 2 

6 / 5  骨 体 断 面 示 数 2 1 0 . 9 3 2 5  1 1 .  5 3  6 6 9 . 5 6 6 1 3 . 5 1  5 1 6 . 1  2 9  1 5 . 9 

(2) 大腿骨

男性の骨体の太 さ (骨体 中 央周) は聾棺弥生人 よ り は小 さ く 、 大友、 根獅子の縄文系弥生人の平均値に近

い。 骨体 中央断面示数は弥生人 と し て はかな り 大 き な値で、 表 9 では最大値 と な り 、 比較表 に あ げた資料の

なかでは根獅子、 大友に比較的近い。 上骨体断面示数はかな り 大 き く 、 こ の値は表 9 中 最大で、 骨体上部に

は肩平性は認め られない。

女性では最大長が計測で き た が 、 こ の最大長はやや長 く 、 金隈に も っ と も 近い長 さ で あ る 。 骨体中 央周 は

かな り 細 く 、 表10で は最小値を示 し て い る 。 骨体断面示数は100 . 00以下 と な り 、 表10で は も っ と も 小 さ く 、

骨体に は柱状性は ま っ た く 認め られない。 一方、 上骨体断面示数は表10で は最小値 と な り 、 骨体上部はかな

り 肩平であ る 。

表 9 大腿骨計測値( 男 性、 右、 mm) (Table 9. Comparison ofmeasurements and indices of male right femora) 

庵 ノ 前 大 友 根 獅 子 二 塚 山 金 隈 土井ケ浜
弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人

{ 松 下 ・ 他 松 下 松 下 松 下 中 橋 ・ 他 財 棒 )

E M M n M n M n M n M 
1 . 最 大 長 一 1 5 4 1 3 . 6 0 2 3 9 9 . 0 0  1 4 4 1 . 2 9  1 4 2 8 . 0 1 2  4 3 1 . 5  

2 . 自 然 位 全 長 一 1 5  4 0 9 . 5 3 2 3 9 5 . 5 0 3 4 4 1 . 0 0 6 4 2 5 . 0 1 2  4 2 4 . 5 

6 .  骨 体 中 央 矢 状 径 3 0  4 1 2 8 . 8 5  2 9 . 1 1  2 5 3 0 . 4 0  3 1 3 0 . 1 5 6 2 8 . 6 

1 .  骨 体 中 央 横 径 2 6  4 1  2 6 . 0 1  2 5 . 8 3  2 6  2 8 . 1 2  3 1  2 1 . 1 5 6  2 6 . 1 

8 .  骨 体 中 央 周 8 8  4 1  8 1 . 2 2  8 8 . 0 0  2 5  9 1 . 8 4 3 1  9 0 . 3 5 6  8 6 . 6  

9 .  骨 体 上横 径 3 0  4 2  3 0 . 6 2 3 1 . 0 0 2 2  3 2 . 2 3  2 6  3 2 . 5 5 3  3 1 . 8 

1 0 .  骨 体 上 矢 状 径 2 1  4 2  2 4 . 8 3  2 4 . 6 1 2 1  2 6 . 6 2 2 6  2 6 . 2 5 3  2 5 . 6 

8 / 2 長 庫 示 数 一 1 5  2 1 . 1 3  2 1 . 6 3 2 1 . 3 3 2 1 . 5 2 0 . 1 

6 1 1  骨 体 中 央 断 面 示 数 1 1 1 5 . 3 8  4 1  1 1 1 . 1 2 6 1 1 2 . 9 9  2 5  1 0 8 . 1 1  3 3  1 1 0 . 3 5 5  1 0 9 . 8 

1 0 / 9  上 骨 体 断 面 示 数 9 0 . 0 0 4 2  8 1 . 3 4 1 9 . 6 5  2 1  8 2 . 5 0  2 8  8 0 . 6 5 1  8 1 . 0  

- 154 -



第四章 分 析

表1 0 大眼骨計測値 (女性、 右、 mm) (Table 10. Comparison of measurements and indices of female right femora) 

1 . 最 大 長

2 .  自 然 位 全 長

6 .  骨 体 中 央 矢 状 径

7 .  骨 体 中 央 横 径

8 .  骨 体 中 央周

9 .  骨 体 上 横 径

1 0 .  骨 体 上 矢 状 径

8 / 2  長 厚 示 数

6 / 7 骨 体 中 央 断 面 示 数

1 0 / 9 上 骨 体 断 面 示 数
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人
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γ
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弥

付

M 
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'E&

-
-
-
-
-
-


Fhd
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白河d
'aa
AHHV
F町“w
an-

。，U
布t
q白色
。&
の4
03
得a

のよ“
白衣“
。，u
oy“

友

人

り

生

γ

大

弥

付

根 獅 子

弥 生 人

(松 下)

山

人

つ

園都

生

γ

一

弥

付

土井ケ浜
弥 生 人

( 財 棒 )

金 隈

弥 生 人

( 中 橋 ・他 )
n M n M 
9 4 0 4 . 8 1 4  3 9 9 . 5  

3 3 8 7 . 0  1 4  3 9 3 . 5  

2 9  2 6 . 5 3 3  2 5 . 9  

2 9  2 5 . 4 3 3  2 5 . 0 

2 9  8 0 . 7 3 3  7 9 . 6 

2 3 2 9 . 7 2 6 3 0 . 4  

2 3  2 3 . 5 3 1  2 2 . 8 

2 0 . 5 1 0  2 0 . 1 

2 9  1 0 4 .  8 3 3  1 0 2 . 8 

2 3  7 9 . 8 3 1 7 5 . 7 

(3) 胆骨

男性腔骨の骨体はかな り 太 く 、 骨体周 も 最小周 も 表1 1 では最大値で あ る 。 ま た 、 中 央断面示数 と 栄養孔位

断面示数は と も に 大 き な値で、 表1 1で は も っ と も 大 き な値 と な り 、 骨体に は肩平性は認め ら れ な い 。

女性の腔骨は、 長 さ が金隈に一致 し 、 大友よ り は長い が 、 根獅子、 二塚 山 、 土井 ヶ 浜 よ り も 短い。 男性 と

は反対 に 、 骨体周 も 最小周 も 表12では最小値 と な り 、 骨体はかな り 細い。 中 央断面示数 と 栄養孔位断面示数

は男性 と 同様かな り 大 き く 、 表12に掲げた資料の大部分 よ り も かな り 大 き な値で、 骨体 に は肩平性は認め ら

れない。

表1 1 腔骨計測値( 男性、 右、 mm) (Table 1 1 . Comparison of measurements and indices o f  male right tibiae) 

M 
2 3 9 1 .  0 0  

1 3 8 2 . 0 0 

1 4  2 6 . 5 7 

1 4  2 5 . 8 6 

1 4  8 2 . 7 1  

1 0  3 0 . 1 0 

1 0  2 3 . 3 0 

M M 
5 3 8 6 . 8 0*  2 3 9 3 . 0 0 

4 3 7 8 . 2 5* 2 3 9 0 . 0 0  

3 0 2 6 . 0 0  2 6 . 8 3 

3 0  2 5 . 0 3  2 5 . 1 7  

2 8  8 0 . 3 2  8 2 . 0 0 

3 2  2 9 . 0 6 3 0 . 1 7  

3 2  2 2 . 7 5  2 3 . 4 0 

2 0 .  3 0本 2 0 . 1 7

3 0  1 0 4 . 0 5  6 1 0 6 . 7 4 

3 2  7 8 . 4 2  7 8 . 0 5 

1 8 .  8 5  

1 4  1 0 2 . 7 9 

1 0  7 7 .  6 6  

8 .  中 央 最 大 径

8 a .  栄 養 孔 位 最 大 径

9 .  中 央 横 径

9 a .  栄 養 孔 位 績 径

1 0 .  骨 体 周

1 0  a .  栄 養 孔 位 周

1 0 b .  最 小 周

9 / 8  中 央 断 面 示 数

9 a / 8 a 栄 養 孔 位 断 面 示 数

庵 / 前

弥 生 人

( 松下 )
n M 

3 1  

3 5  

2 5  

2 7  

8 8  

9 7  

7 9  

8 0 . 6 5  

7 7 . 1 4  

友

人

り

生

γ

大

弥

付

根 獅子

弥 生 人

( 松下 )

山

人

勺

塚

生

γ

一

弥

ゆ

金 隈 土井ケ浜
弥 生 人 弥 生 人

( 中 橋 ・ 他 財 樟 )

E M M 
1 8 3 1 . 8 4 8 2 9 . 5  

3 1  3 5 . 9 4 1  3 3 . 8 

1 8  2 3 . 0  4 8  2 0 . 8 

3 1  2 5 . 4 4 0  2 4 . 0  

1 8 8 6 . 6  4 7 8 0 . 7  

3 1  9 6 . 9 3 8  9 2 . 3 

2 4 7 7 . 5 4 3 7 5 . 2 

1 8 7 2 . 4 4 7 7 0 . 5  

3 1  7 1 . 0  3 9  7 1 . 1 

表1 2 腔骨計測値(女性、 右、 mm) (Table 12. Comparison of measurements and indices of female right tibiae) 

E M M M 
3 5  3 1 . 2 6 3 1 . 8 3  2 0  3 0 . 9 5  

3 0  3 4 .  6 3  3 5 . 4 0  1 7  3 5 . 3 5  

3 8  2 1 . 2 9 2 1 . 5 0 2 0  2 2 . 4 5  

3 2  2 3 . 2 2  2 4 .  6 0  1 6  2 5 . 0 0 

3 4  8 2 . 8 5  8 4 . 2 0  2 0  8 4 . 2 0  

3 0  9 2 . 0 0 9 6 . 2 5  1 6  9 5 . 8 1  

3 4 7 5 . 3 5  7 7 . 6 7  1 1 7 6 . 5 5  

3 4  6 8 . 0 3  6 7 . 8 3  2 0  7 2 . 7 1  

3 0  6 7 . 1 6  6 9 . 5 6  1 6  7 0 . 8 6 

1 .  鹿 骨 全 長

1 a • 座 骨 最 大 長

8 .  中 央 最 大 径

8 a .  栄 養 孔 位 最 大 径

9 .  中 央 横 径

9 a .  栄 養 孔 位 横 径

1 0 .  骨 体 周

1 0 a .  栄 養 孔 位 周

1 0 b .  最 小 周

9 / 8  中 央 断 面 示 数

9 a / 8 a  栄 養 孔 位 断 面 示 数

1 0 b / l  長 厚 示 数

事 = 左 側

前

人

勺

ノ

生

γ

庵

弥

日日

n M 
1 3 2 0  

1 3 2 6  

2 5  

2 7  

1 9  

2 2 1  

7 0  

7 8  

6 3  

7 9 . 6 7  

友

人

つ

生

γ

大

弥

付

子

人

つ

幅削

生

γ

根

弥

作

一 塚 山

弥 生 人

( 訟下 )

7 6 . 6 2  

M 
2 3 1 1 . 5 0 

2 3 2 3 . 0 0  

2 7  2 7 . 2 6  

2 5  3 0 . 5 6 

2 9  1 9 . 4 8  

2 5  2 1 . 1 2  

2 7  7 4 . 7 4  

2 4  8 2 . 1 3 

2 3  6 8 . 1 7  

2 7  7 1 .  7 9  

2 5  6 9 . 2 4  

2 1 .  8 6  

M 
2 3 1 6 . 5 0牢

2 3 3 1 . 0 0 

2 7 .  7 8  

3 2 . 4 4  

2 0 . 7 8 

2 3 . 3 3  

7 7 . 0 0  

8 7 .  3 3  

6 9 .  3 8  

7 5 . 0 9  

7 2 .  1 6  

2 2 .  1 3寧2 1 .  5 6  

M 
2 ( 3 3 1 .  5 0 ) 

2 ( 3 3 7 . 0 0 )  

2 6 . 8 0 

3 0 . 4 0  

1 9 . 8 0 

2 1 .  8 0  

7 2 . 3 3  

8 2 . 3 3  

6 8 . 8 3  

7 4 . 0 7  

7 1 .  7 9  

2 ( 2 0 . 9 6 )  
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金 隈

弥 生 人

( 中 橋 ・ 他 )

M 
5 3 1 0 . 8 

1 1  3 2 6 . 2 

1 4  2 5 . 9 

2 3  3 0 . 7 

1 4  2 0 . 3  

2 3  2 2 . 0  

1 4  7 3 .  1 

2 3  8 3 . 3  

2 2  6 8 . 1 

1 4  7 8 . 4 

2 3  7 1 . 8  

2 1 .  7 

浜
、
)

ヶ
υ
諸

井一回
財

土
事
(
M 

1 0  3 2 7 . 5 

1 0  3 3 2 . 9 

2 8  2 6 . 0 

2 6  3 0 .  1 

2 8  1 9 . 0  

2 7  2 1 . 5 

2 7  7 \ . 8 

2 7  8 2 . 2 

2 8  6 7 . 3 

2 4  7 1 .  5 

2 7  7 3 . 0  

1 9 . 6  
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3 . 推定身長値

Pearson の式で算出 し た推定身長値を表13 と 表14に掲げた。 男性で は榛骨の最大長か ら し か算出 で き な か

っ た が、 そ の値は161 . 49cm と な り 、 高身長値で あ る 。 榛骨か ら の推定値で比較 し て み る と (表13) 、 二塚 山 よ

り も 大 き く 、 大友、 根獅子に も っ と も 近い値で あ る 。 根獅子の場合は構骨 と 大腿骨か ら 算 出 し た値に大 き な

差が認め ら れ る の で 、 大腿骨か ら の値は あ ま り 参考にな ら な い か も しれな い が 、 大友の場合は参考 にで き そ

う な値で あ る 。 も し 、 四肢骨の比が大友 と 大差ない と 仮定 した ら 、 庵 ノ 前の男性の大腿骨か ら の推定値は160cm

を わずかに 下回 る 程度で、 大友や葉 山 に近い値に な る のではないだろ う か。

一方、 女性で は 2 例 の値に大 き な差 が あ り 、 1 体は150cm を越 え る 高身長、 残 る 1 体は146cmの低身長で、 あ

る 。 平均す る と 148 . 80cmで 、 こ れは大友、 二塚山 、 横隈狐塚に近い値 と な る 。 個体別 にみ る と 、 庵 ノ 前 8 号

は金隈 に ほ ぼ一致 し 、 庵 ノ 前 9 号は、 表14の ど の資料 よ り も 小 さ な値で あ る 。 ま た 、 前者は顔の幅径がかな

り 狭い女性で あ っ た。

表1 3 推定 身長値 ( 男性、 右、 cm) (Table 13. Comparison of estimated male statures) 

庵ノ 前 西北九州 大 友 根 獅 子 葉 山 一 原 山 横隈鉱塚 土 井 ケ 浜

弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人

(松 下) ( 内藤) (松 下) (松 下) (松 下) (松下 ) (松下 ) (財津)
M M M M M M M M 

Pe a r S o n の式 上腕骨 15 1 5 4 . 4 1 2 1 5 1 . 8 2 3 1 5 9 . 2 9 8 1 51 . 1 9 1 6 1 5 1 . 5 0 
榛 骨 I 1 6 1 . 4 9 1 3 1 6 1 . 1 8 2 1 6 1 . 3 3 1 6 2 . 4 1 2 1 6 0 . 3 4 5 1 6 3 . 3 8 2 3 1 6 2 . 1 3 
大腿骨 1 6 1 5 8 . 1 9 2 2 1 5 9 . 1 5 2 1 5 6 . 3 2 1 6 0 . 6 4 1 6 4 . 2 1 1 4 1 6 2 . 00 1 8 1 6 2 . 8 1 
座 骨 1 8 1 6 2 . 1 8 2 1 5 8 . 2 6 I 1 6 I . I I  1 6 2 . 1 3 1 6 1 6 1 . 4 2 1 0 1 6 2 . 0 5 

表1 4 推定 身長値 (女性、 右、 cm) (Table 14. Comparison of estimated female stat世相)

庵 / 前 庵 ノ 前 庵 ノ 前 大 友 根 調 子 二 塚 山 横 隈1塚 金 隈 土井 ケ 浜

8 号 9 号 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人 弥 生 人

( 訟下 松下 訟 下 訟下 訟下)
弥 生 人 弥 生 人

( 中 橋 ・ 他 財津)
M 

Pe a r s o n の式 上腕骨
榛 骨
大 腿 骨 1 5 1 . 4 2 1 4 6 . 11 1 4 8 . 8 0 
座 骨 1 5 0 . 0 4 1 5 0 . 0 4 

4 . 特殊所見一骨折

骨折が庵 ノ 前 9 号 と 10号 と にみ られた。

①上腕骨骨折

M 
1 4 5 . 4 8 
1 5 0 . 4 3 
1 4 8 . 9 6 
1 5 1 . 5 9 

日 M 日 M 
4 1 4 8 . 6 6 2 1 5 5 . 20 
2 1 5 6 . 1 1 2 1 5 5 . 1 1  
4 ( 1 5 0 . 6 0 ) G 1 4 8 . 9 0 
2 1 5 2 . 1 4 2 1 5 2 . 6 3 

M M M 
2 1 5 3 . 2 1 1 8 1 4 9 . 9 2 

20 1 5 2 . 6 7 
1 4 8 . 8 1 1 1 1 5 1 . 3 1 6 1 4 9 . 9 1 
1 5 \ . 8 9 1 2 1 5 1 . 9 2 

庵 ノ 前 9 号 (女性 ・ 壮年) の左側上腕骨体中 央部に変形性治癒骨折の跡が認め ら れ る 。 三角 筋粗面部が大

き く 外側へ折れ、 そ の ま ま 治癒 して い る 。

②榛骨遠位端骨折

庵 ノ 前 9 号 (女性 ・ 壮年) の右側構骨に は梼骨遠位端骨折 (Colles fracture) が み ら れ る 。 右側骨体は左

側 よ り も やや細 く 、 骨体 も 丸い。

こ の梼骨遠位端骨折はおそ ら く 左側上腕骨が骨折 した際に一緒に起 き た も の と 考 え ら れ る 。

③模状椎 (圧迫骨折)

庵 ノ 前10号人骨 (男性 ・ 熟年)

第1 1胸椎 と 12胸椎は椎体が模状化 し て お り 、 第1 1胸椎はかな り 前傾 して い る 。 ま た 、 こ の部分 (1 1胸椎か
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ら 12胸椎の椎体全面) で は前縦靭帯が化骨 し、 いわ ゆ る 変形性脊椎症の症状 を 呈 し て い る 。 し か し、 そ の他

の胸椎や腰椎に は噛状の突起な ど は ほ と ん ど認め られない。

要 約

熊本市清水町に あ る 庵 ノ 前遺跡の発掘調査が 1993年 (平成 5 年) に行なわれ、 聾棺か ら 弥生人骨 5 体が発

掘 さ れた。 熊本県での聾棺か ら の弥生人骨の 出土数は福岡県や佐賀県に比較すればかな り 少な い。 従 っ て 、

本県での彼 ら の特徴が い ま ひ と つ定かでない。 出土人骨の保存状態は比較的良好で あ っ た の で 、 人類学的観

察 と 計測 を行な い 、 周辺地域での検討を行な っ てみた。 そ の結果は次の と お り で あ る 。

1 . 今回出 土 し た弥生人骨は合計 5 体で、 5 体 と も 成人骨で あ る 。 男性は 1 体、 女性が 2 体で、 残 り の 2 体

は性 を判別す る こ と が で き な か っ た。

2 . こ れ ら 5 体の人骨は、 考古学的所見 よ り 、 弥生時代 中 期 中 葉 と 後葉 と に属す る 人骨で あ る 。

3 . 男性の頭型は 1 例 の み を知 る こ と が で き た。 頭蓋長幅示数陪:82 . 95 と な り 、 頭型は短頭型で あ る 。 女性 2

例 の頭蓋長幅示数の平均値は81 . 43 と な り 、 女性 も 短頭型で あ る 。

4 . 男性について は顔面頭蓋の特徴を知 る こ と はで き な か っ た。 女性は 2 体で特徴が異な り 、 1 体 は狭顔で

あ り 、 他の 1 体は広顔傾 向 が 強い。

5 . し か し 、 女性は 2 体 と も 眼膏 は低 く 、 鼻高 はやや高い。

6 . 歯槽性の突顎傾 向 が 1 体 ( 8 号人骨) の女性にみ ら れ る 。

7 . 女性の 1 例 ( 9 号人骨) は鼻根部が著 し く 肩平で あ る 。

8 . 男性の 四肢骨は、 上腕骨体の肩平性が弱 く 、 大腿骨体の径は あ ま り 大 き く な く 、 骨体上部の肩平性 は弱

い。 ま た 、 腔骨体は太 く 、 肩平性は認め られない。

9 . 女性の 四肢骨は、 上腕骨体は細 く 、 肩平で、 大腿骨体は細長 く 、 柱状性は認め ら れ な い が 、 骨体上部は

肩平で あ る 。 ま た 、 腔骨体はかな り 細 く 、 肩平性は認 ら れない。

10. 推定身長値は、 榛骨か ら 算出 し た男性の値 (10号人骨) が161 . 49cm、 女性は 1 体 が151 . 42cmの高身長、

も う 1 体 は146 . 17cmの低身長で、 平均値は148 . 80cmで あ る 。

1 1 . 男性 (10号人骨) に椎骨の圧迫骨折、 女性 ( 9 号人骨) に上腕骨骨折 と 榛骨遠位端骨折 と がみ ら れた。

12. 本遺跡か ら 出土 し た弥生人骨はわずか 5 体で あ っ た が 、 あ る 程度そ の特徴 を 明 ら かに す る こ と が で き た。

男性は短頭型で、 下肢骨、 特に腔骨の径が大 き な弥生人で あ っ た。 一方、 女性 も 頭型は短頭型 で あ る が 、

顔面は対照的な 2 体で、 1 例 は顔の幅が狭 く 、 も う 1 例 は顔の幅が広い も ので あ っ た。 女性の 四肢骨は細

く 、 身長は高身長 を示す も の と 低身長 を示す も のの両方がみ られた。 特徴を ま と め る と 次の よ う に な る 。

表33 人骨 の特徴一覧
人骨番号 性別 頭型 顔 歯槽部 鼻根部

10号人骨 男性 短頭型
8 号人骨 女性 短頭型 狭顔 歯槽性突顎
9 号人骨 女性 短頭に 近い 中 頭型 広顔 鼻根部扇平

推定身長値
161 . 49cm (榛骨か ら )
151 . 42cm (大腿骨か ら )
146 . 17cm (大腿骨か ら )

長崎な ど の 西北九州弥生人の男性は短頭に近い 中頭型を示 し て い る が、 ど う や ら熊本県の弥生人の男性 も

短頭に傾 き そ う であ る 。 こ の よ う な傾向はおそ ら く 南九州 ・ 琉球列島へ と 連続 して い く の で あ る う 。 ま た 、

葉 山弥生人の身長値を考慮に入れれば、 熊本県の弥生人男性の身長は西北九州弥生人ほ ど低身長で は な い と

考 え て も よ さ そ う で あ る 。 ま だかな り あ い ま い で あ る が、 熊本県の弥生人の特徴が少 し 見 え て き た よ う で あ

る 。

- 157 -



熊本市庵 ノ 前遺跡出土の弥生時代人骨

謝 辞

欄筆す る に あ た り 、 本研究 と 発表の機会 を 与 え て いただいた熊本県教育庁文化課の諸先生方に感謝致 し ま

す。

参考文献

1 . 金関丈夫、 他、 1954 ・ 長崎県平戸島獅子村根獅子免出土の人骨に就い て 、 人類学研究、 第 1 巻第 3 � 4 号 : 178-226 . 

2 . 金関丈夫、 他、 1960 : 山 口 県豊浦郡豊北町土井 ヶ 浜遺跡出土の弥生式時代人頭骨 に つ い て 。 人類学研究 、 7 (附録)
1 -36. 

3 . 金関丈夫、 1966 : 弥生時代人。 日 本の考古学、 河出書房、 東京 、 : 460-471 . 

4 .  MARTIN SALLER， 1957 : Lεhrbuch der Anthropologie. Bd. 1. Gustav Fischer Verlag， Stuttugart ・ 429-597 .

5 . 総 下孝幸、 1979 ・ ニ塚 山遺跡出土の弥生時代人骨。 二塚山 (佐賀県文化財調査報告書46) : 242-255 . 

6 . 松 下孝幸、 1979 : 字宿貝塚出 土の人骨。 字宿員塚、 鹿児島考古、 13 : 210-220 . 

7 . 松 下孝幸、 1980 : 佐賀市六本松遺跡出土の弥生時代人骨。 大門 西遺跡 (九州横断 自 動車道関係埋蔵文化財調査報告書

( 1 )  : 265-269 . 

8 . 松 下孝幸、 1981 ・ 宮の本遺跡出土の人骨。 宮の本遺跡 (佐世保市埋蔵文化財調査報告書) : 93-109 ， 1 14-1 18 ， 145-

146 . 

9 . 松 下孝幸、 1981 ・ 大友遺跡出土の弥生時代人骨。 大友遺跡 (佐賀県呼子町文化財調査報告書 1 ) ・ 223-253 .

10 . 松下孝幸、 他、 1982 佐賀 県鳥楢市梅坂炭化米遺跡出土の弥生時代人骨。 梅坂炭化米遺跡 (鳥栖市文化財調査報告書10) : 

65-69 . 

1 1 . 松 下孝幸、 他、 1983 ・ 山 口 県豊浦郡豊北町土井 ヶ 浜遺跡出土の人骨。 土井 ヶ 浜遺跡第 7 次発掘調査概報 (豊北町埋蔵

文化財調査報告 2 ) : 19-30 . 

12. 松 下孝幸、 他、 1983 : 長崎県宇久松原遺跡出土の弥生時代人骨。 長崎県埋蔵文化財調査集報VI (長崎県文化財調査報

告書第66集) ・ 97-134 .

13. 松 下孝幸、 他、 1983 : 鹿児島県伊仙 町面縄第 1 貝塚出土の弥生時代人骨。 面縄第 1 ・ 第 2 員塚 (伊仙町埋蔵文化財調

査報告書 1 ) : 51-64 . 

14. 松下孝幸、 1983 : 佐賀県鳥栖市安永 田 遺跡出土の弥生時代人骨。 安永 田 遺跡 (鳥栖市文化財調査報告書16) : 92-1 1 1 . 

15. 松 下孝幸、 他、 1984 : 長崎県小値賀町神 ノ 崎遺跡出土の弥生 ・ 古墳時代人骨。 小値賀町文化財調査報告書、 第 4 集 ・

95-100 ， 178 . 

16. 松 下孝幸、 1984 広 島市佐久良遺跡出土の弥生時代人骨。 広 島市安佐北 区 白 木町所在佐久 良遺跡発掘調査報告 (広島

市の文化財第27集) : 25-46 . 

17. 松 下孝幸、 1984 ・ 広 島市末光遺跡群 B 地点出土の弥生時代人骨。 広 島市安佐北 区高陽町所在末光遺跡群発掘調査報告

(広島市の文化財第28集) : 90-95 . 

18. 松 下孝幸、 1984 ・ 鳥栖市 フ ケ遺跡出土の弥生時代人骨。 鳥栖市文化財調査報告書、 20 : 54-56 . 

19. 松 下孝幸 1984 鳥栖市安永 田 遺跡 出 土の弥生時代人骨 ( 11 ) 。 鳥栖市文化財調査報告書、 20 : 57-60 . 

20. 松下孝幸、 1984 : 久留米市西屋敷遺跡 E 出 土の弥生時代人骨。 西屋敷遺跡 11 (久留米市文化財調査報告書第40集)

46-48 . 

2 1 . 松 下孝幸、 1984 : 佐賀市金立開拓遺跡出土の人骨。 佐賀県文化財調査報告書、 第77集 : 535-544 . 

22. 松下孝幸、 1985 鹿児島県笠利町長浜金久遺跡出土の人骨。 長浜金久遺跡 (鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書32)

2 13-222 . 

23. 松 下孝幸、 他、 1985 佐賀県鳥栖市城の弥生時代人骨。 安永 田遺跡一佐賀県鳥栖市 に所在す る 安 永 田 遺跡銅鐸鋳型出

土地点の調査 (鳥栖市文化財調査報告書第25集) : 550-570 . 

24. 松下孝幸、 1985 : 福 岡県小郡市横隈狐塚遺跡出土の弥生時代人骨。 横隈狐塚遺跡 E 下巻、 (小郡市文化財調査報告書第

27集) : 1 -46. 

158 -



第四章 分 析

25. 松 下孝幸、 他、 1986 ・ 大村市富の原遺跡出土の弥生時代人骨。 富の原遺跡群確認調査概報 v (大村市文化財調査報告

第 1 1集) : 30-45 . 

26. 松 下孝幸、 他、 1986 : 歳 ノ 神遺跡群出 土の弥生 ・ 古墳時代人骨。 歳 ノ 神遺跡群 ・ 中 出勝負峠墳墓群 (広島県埋蔵文化

財調査セ ン タ ー調査報告書第49集) ・ 201-212 .

27. 松下孝幸、 他、 1986 : 中 出勝負峠墳墓群出土の弥生 ・ 古墳時代人骨。 歳 ノ 神遺跡群 ・ 中 出勝負峠境墓群 (広島県埋蔵

文化財調査セ ン タ ー調査報告書第49集) : 213-244 . 

28. 松下孝幸、 1986 : 島根県古浦遺跡出 土の人骨。 島根考古学会誌、 第 3 集 : 1- 15 . 

29. 松下孝幸、 1987 : 小郡市干潟下屋敷遺跡出土の弥生時代人骨。 干潟下屋敷遺跡 (小郡市文化財調査報告書第37集)

77-84 . 

30. 松下孝幸、 1987 : 弥生人の地域性。 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) 西南 日 本人一文化 と 人 の 渡来 を め ぐ っ てa 季刊人類学 1 8 - 4 :

219-232 . 

31 . 松下孝幸、 他、 1988 : 長崎県壱岐 ・ 石 田 町大久保遺跡出土の弥生時代人骨。 長崎県埋蔵文化財調査集報 X 1 (長崎県

文化財調査報告書第91集) : 77-99 . 

32. 松 下孝幸、 他、 1989 : 広 島 県千代 田 町壬生西谷遺跡出土の弥生時代人骨。 壬生西谷遺跡 (広島 県埋蔵文化財調査セ ン

タ ー調査報告書第75集) : 63-80 .  

33. 松下孝幸、 他、 1989 ・ (弥生人の) 地域差、 弥生文化の研究、 1 . 弥生人 と そ の環境 : 65-75 . 雄 山 閣

34. 松 下孝幸、 1991 : 熊本市葉 山 遺跡出土の弥生時代人骨。 交流の考古学 (肥後考古学第 8 号 三島格会長古稀記念)

287-312 . 

35. 松 下孝幸、 他、 1991 ・ 広 島 県竹原市鷺の森遺跡出土の弥生~古境時代人骨。 鷺の森遺跡発掘調査報告 (付編) : 1-40 . 

36. 松 下孝幸、 他、 1991 : 佐賀県神埼町志波屋六本松 乙遺跡出土の弥生時代人骨。 志波屋六本松 乙誼跡 (佐賀県文化財報

告書第103集、 九州横断 自 動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書13) 第 4 章 : 1-62 . 

37. 松 下孝幸、 他、 1991 : 広 島県豊栄町手島山噴墓群出土の弥生~古墳時代人骨。 手 島 山 墳墓群 (広島 県埋蔵文化財セ ン

タ 一文化財発掘調査報告第93集) : 61-80 .  

38. 松下孝幸、 他、 1992 : 佐賀県神埼町朝 日 北遺跡出 土の人骨。 朝 日 北遺跡 (九州横断 自 動車道関係埋蔵文化財発掘調査

報告書 (15) ) : 418-504 . 

39. 松 下孝幸、 他、 1993 : 具志川 島遺跡群出土の古人骨。 具志川 島遺跡群 (伊是名 村文化財調査報告書第 9 集) : 2 15-244 . 

40. 松下孝幸、 1995 : 山 口 県豊北町土井 ヶ 浜遺跡第13次発掘調査出 土の人骨。 土井 ヶ 浜遺跡 第 13次発掘調査報告書 ( 山 口

県豊北町埋蔵文化財調査報告書第11集) : 19-33 . 

4 1 . 松 下孝幸、 1996 : 根獅子遺跡出土の弥生時代人骨。 平戸市史 自 然 ・ 考古編 : 405-441 . 

42. 松 下孝幸、 1996 : 土井 ヶ 浜遺跡第 14次発掘調査出土の 中世 ・ 弥生時代人骨。 土井 ヶ 浜遺跡第14次発掘調査報告書 ( 山

口 県豊北町埋蔵文化財調査報告書第 12集) : 24-20 . 

43. 内藤芳篤、 1971 : 西北九州 出 土 の 弥生時代人骨。 人類学雑誌、 79 : 236-248 . 

44. 内藤芳篤、 他、 1975 : 対馬 ・ 住吉平員塚出土の弥生時代人骨例。 対馬 の遺跡 (長崎県文化財調査報告書20) : 139- 147 . 

45. 内藤芳篤、 1981 : 弥生時代人骨。 人類学講座 5 、 日 本人 I 、 雄 山 閥 、 東京、 57-99 .

46. 内藤芳篤、 他、 1981 : 弥生時代人骨。 季刊人類学、 12(1) : 27-37 . 

47. 中 橋孝博、 他、 1985 : 金 隈遺跡出土の弥生時代人骨。 史跡金隈遺跡 (福岡市埋蔵文化財調査報告書第 123集) : 43-145 . 

48. 牛島陽一、 1954 : 佐賀 県東脊振村三津遺跡出 土弥生式時代人骨の人類学的研究。 人類学研究、 1 : 273-303 . 

49. 財津博之 、 1956 : 山 口 県土 井 ヶ 浜遺跡発掘弥生前期人骨の 四肢長骨 に 就 い て 。 人類学研究 、 3 : 320-349 . 

- 159 -



熊本市庵 ノ 前遺跡出 土 の 弥生時代人骨

表1 5
1 0 号

( 男 性 〉

1 7 6  

1 4 6  

8 2 . 9 5  

一一一一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

9 号
( 女 性 〉

1 7 5  

1 3 9  

1 2 6  

7 9 .  4 3  

7 2 . 0 0  

9 0 . 6 5  

1 4 6 . 6 7  

9 3  

9 0  

1 1 1  

1 2 2  

9 9  

1 0 2  

1 1 0 

8 7 . 9 3  
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頭 蓋 最 大 幅

パ ジ オ ン ・ プ レ グ マ 高

頭 議 長 幅 示 数

頭 蓋 長 高 示 数

頭 蓋 幅 高 示 数

頭 蓋 モ ズ ノレ ス

頭 叢 底 長

最 小 前 頭 幅

最 大 前 頭 幅

両 耳 幅
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大 後 頭 孔 長

大 後 頭 孔 幅

大 後 頭 孔 示 数
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横 弧 長

正 中 矢 状 弧 長

正 中 矢 状 前 頭 弧 長

正 中 矢 状 頭 頂 弧 長
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庵 ノ 前弥生人鼻根部計測値 (女性、 棚、 度)
8 号
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骨 体 断 面 示 数 〈 右 〉

4 a • 

4 ( I )  • 
4 ( 2 )  . 

5 .  

頚 矢 状 径 〈 右 〉

( 左 )

周 〈 右 )

( 左 〉

骨 体 中 央 周 { 右 )

( 左 〉

骨 下 端 幅 ( 右 〉

( 左 }

長 厚 示 数 〈 右 〉

〈 左 〉

骨 体 断 面 示 数 〈 右 〉

( 左 }

中 央 断 面 示 数 〈 右 〉

〈 左 〉

5 a • 

5 ( 2 ) . 

頚5 ( 4 ) • 

5 a / 4 a  

5 ( 5 )  • 

5 ( 6 )  . 

3 / 2 

5 / 4  



第四章 分 析

表22 庵 ノ 前弥生人尺骨計測値 (mm)
8 号 1 0 亮子

( 女 性 〉 ( 男 性 )

3 .  最 ノj、 周 ( 右 〉 3 7  4 0  

(左 ) 3 8  

6 .  尺 骨 頭 幅 ( 左 〉 1 9  

6 ( 1 ) 上 中高 ( 左 〉 2 9  

7 .  尺 骨 頭 深 ( 左 ) 2 6  

7 ( 1 ) . 尺骨制限起問時 (左 ) 2 2  

8 .  尺 骨 頭 高 (左 ) 2 0  

1 1 .  尺 骨 矢 状 径 ( 右 〉 1 2  1 3  

( 左 〉 1 2  1 4  

1 2 .  尺 骨 横 径 ( 右 ) 1 7  1 9  

( 左 〉 1 5  1 8  

S 中 央 最 小 径 ( 右 〉 1 2  1 3  

〈左 〉 1 2  1 4  

L 中 央 最 大 径 ( 右 〉 1 7  1 9  

( 左 〉 1 1 1 8  

C 中 央 周 〈 右 〉 4 8  5 3  

〈 左 } 4 7  5 3  

1 1 / 1 2  骨 体 断 面 示 数 〈 右 ) 1 0 . 5 9 6 8 . 4 2  

( 左 〉 8 0 . 0 0  1 1 . 7 8 

S / L  中 央 断 面 示 教 ( 右 } 1 0 . 5 9  6 8 . 4 2  

( 左 } 1 0 . 5 9 1 1 . 1 8  

表23 庵 ノ 前弥生人大腿骨主要計測値 (mm)
8 号 9 号 平 均 1 0 号

( 女 性 ) ( 女 性 ) n 恥4 ( 男 4全 〉

1 .  最 大 長 ( 右 〉 4 0 4  1 4 0 4  

(左 ) 3 1 1  3 7 7  

2 .  自 然 位 長 ( 右 } 3 9 8  3 9 8  

〈左 ) 3 1 1  3 7 1  

3 .  最 大 転 子 長 ( 右 } 3 9 5  3 9 5  

〈左 ) 3 6 7  I 3 6 1  

4 .  自 然 位 転 子 長 ( 右 ) 3 1 5  3 7 5  

{ 左 〉 3 5 4 3 5 4 

6 .  骨 体 中 央 矢 状 径 ( 右 〉 2 6  2 2  2 2 4 . 0 0  3 0  

〈 左 〉 2 5  2 1  2 2 3 . 0 0  2 8  

1 .  骨 体 中 央 横 径 ( 右 } 2 6  2 4  2 2 5 . 0 0  2 6  

(左 ) 2 7  2 4  2 2 5 . 5 0  2 9  

8 .  骨 体 中 央 周 ( 右 ) 8 1  7 3  2 1 7 . 0 0 8 8  

( 左 〉 8 3  1 4  2 7 8 . 5 0  9 1  

9 .  骨 体 上 横 径 〈 右 ) 3 0 2 8  2 2 9 . 0 0  3 0  

(左 ) 3 3  2 9  2 3 1 . 0 0 3 2  
1 0 .  骨 体 上 矢 状 径 ( 右 〉 2 2  2 1  2 2 1 . 5 0 2 7  

(左 〉 2 3  2 1  2 2 2 . 0 0  2 8  
1 5 .  頚垂 直径 〈 右 ) 3 2  3 2  

(左 〉 3 1  2 7  2 2 9 . 0 0  

1 6 .  頚 矢 状 径 〈右 ) 2 2  1 2 2  

〈左 ) 2 2  2 1  2 2 1 . 5 0 

1 7 .  頚 周 ( 右 〉 9 0  9 0  

〈左 ) 8 9  1 9  2 8 4 . 0 0  

1 8 .  頭垂直径 ( 右 〉 4 1 1 4 1  

( 左 〉 3 9  3 9  

1 9 .  頭 横 径 ( 左 〉 4 0  4 0  

2 0 . 頭 周 ( 左 } 1 2 7 1 2 7 
8 / 2  長 厚 示 数 〈 右 } 2 0 . 3 5  2 0 . 3 5 

( 左 〉 1 9 .  4 1  1 1 9 .  4 1  

6 / 7  骨体中央断面示t ( 右 } 1 0 0 . 0 0  9 1 .  6 1  2 9 5 . 8 4  1 1 5 . 3 8  

( 左 〉 9 2 . 5 9  8 1 . 5 0  2 9 0 . 0 5 9 6 . 5 5  

1 0 / 9  上骨体断面示量 ( 右 ) 1 3 . 3 3  1 5 . 0 0  2 7 4 . 1 1  9 0 . 0 0  

( 左 〉 6 9 . 7 0  7 2 .  4 1  2 7 1 . 0 6 8 1 . 5 0  
1 6 / 1 5 頚 断 面 示 教 ( 右 〉 6 8 . 7 5  1 6 8 .  7 5  

(左 ) 7 0 . 9 7  7 7 .  7 8  2 7 4 .  3 8  

1 9 / 1 8 頭 断 面 示 数 ( 左 〉 1 0 2 . 5 6  1 0 2 . 5 6  
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熊本市庵 ノ 前遺跡出土の弥生時代人骨

表24 庵 ノ 前弥生人腔骨計測値 (mm)
1 0 亮子

〈 男 性 }

8 号
〈 女 性 〉

1 .  腔 骨 全 長 〈 右 3 2 0

( 左 3 2 0

1 a . 座 骨 最 大 長 ( 右 3 2 6

〈 左 3 2 7

1 b .  座 骨 長 〈 右 3 1 5

( 左 3 1 5

2 .  頼 距 間 距 離 〈 右 3 0 1

〈 左 3 0 3

6 .  最 大 下 端 幅 〈 右 5 1

7 .  下 端 矢 状 径 〈 右 3 4

( 左 3 4

8 .  中 央 最 大 径 { 右 2 7

〈 左 ) 2 6  

8 a . 栄 養 孔 位 最 大 径 〈 右 ) 2 8  

〈 左 ) 2 8  

9 .  中 央 横 径 〈 右 2 0

〈 左 2 0

9 a .  栄 養 孔 位 横 径 〈 右 2 2

〈 左 2 1

1 0 .  骨 体 周 〈 右 7 3

( 左 7 4

1 0 a .  栄 養 孔 位 周 〈 右 ) 8 2  

〈 左 8 1

1 0 b .  最 小 周 〈 右 6 9

( 左 6 9

9 / 8  中 央 断 面 示 数 〈 右 7 4 . 0 7

〈 左 7 6 . 9 2

9 a / 8 a 栄 養 孔 位 断 面 示 数 〈 右 7 8 . 5 7

〈 宕三 ) 7 5 . 0 0 

1 0 b / l  長 厚 示 数 ( 右 2 1 . 5 6  

( 左 2 1 . 5 6
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表25 庵 ノ 前弥生人跡骨計測値 (mm)

2 .  

8 号
〈 女 性 〉

1 5  中 央 最 大 径 ( 右 }

〈 左 〉

中 央 最 小 径 ( 右 〉

( 左 〉

中 央 周 ( 右 )

〈 左 〉

最 小 周 〈 左 }

頚 横 径 ( 左 〉

頚 矢 状 径 〈 左 }

中 央 断 面 示 数 〈 右 〉

( 左 〉

表26 庵 ノ 前弥生人推定身長値 (側、 Pe町田on)

3 . 9 

4 .  3 9  

4 a . 

4 b . 

4 c .  
3 / 2 6 0 . 0 0  

9 号
〈 女 性 〉

1 4  

1 3  

9 

平 均
n M 

9 

1 0 宅3ト

〈 男 性 〉

1 6  

1 8  

1 1  

1 2  

4 7  

5 1  

4 0  

1 2  

1 2  

6 8 . 7 5  

6 6 . 6 7 

8 号
〈 女 性 )

9 号
〈 女 性 〉

1 0 号

〈 男 4生 〉
大 腿 骨 ( 右 1 5 1 . 4 2

〈 左 1 4 6 . 1 7

腔 骨 〈 右 1 5 0 . 0 4

〈 差� ) 1 5 0 . 0 4  

横 骨 〈 右 〉

表27 庵 ノ 前弥生人推定身長値 (側、 藤井)

。&
咽且
。，“

1 4 .  5 0  

1 3  

9 . 0 0  

1 6 1 .  4 9  

大 腿 骨 〈 右 〉

〈 左 〉

鹿 骨 〈 右 〉

〈 左 〉

槙 骨 〈 右 〉

8 号
〈 女 性 〉

1 5 1 .  5 4  

9 号
( 女 性 〉

1 0 莞告

〈 男 性 〉

1 4 5 . 6 8  

1 4 8 . 2 7  

1 4 8 . 6 3  

9 

4 0  

3 7  

3 9 . 5 0  

1 5 8 . 9 1  

z 
3 7  

6 4 . 2 9  

6 9 . 2 3  

2 6 2 .  1 5  

6 9 . 2 3  

平 均
n M 

1 5 1 . 4 2  

1 4 6 . 1 7  

1 5 0 . 0 4  

1 5 0 . 0 4  

平 均
n M 

1 5 1 .  5 4  

。。

，a

向。

eo

。tu

eo

-
-


ED

。。

。。

aa--

aa'

aa噌

唱E.‘••..

 

E--

...

 

唱EE-
--E・
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析分第四章

1 0 聖子
( 男 性)
8 8 . 6 8 
8 4 .  9 1  
6 7 .  1 4  
6 5 .  7 1  
7 9 .  5 5 
7 9 . 5 5 
1 0 0 . 0 0 
9 7 . 8 0 
5 3 . 4 1 
5 7 . 3 0 

中央周の比
8 号
(女性 〉
8 3 . 3 3 
9 3 . 6 2 

庵 ノ 前弥生人四肢骨比表28

9 号
〈女性 〉

9 3 . 6 2 

4 7 . 3 7 
7 7 . 9 3 
8 5 . 6 9 
9 0 . 9 5 
9 0 . 5 3 
5 6 . 5 6 
5 4 . 4 1 

-ZA
n&
空M
内du
qu
otM
・E・

4 7 . 3 7 
7 8 . 0 8 
8 5 . 0 7 
9 1 .  7 8 
9 1 . 8 9 
5 9 . 7 0 
5 4 . 4 1  

7 7 .  7 8 
8 6 . 3 0 
9 0 . 1 2  
8 9 . 1 6  
5 3 . 4 2 

骨 〈右 〉
(左 )

構 骨/上腕骨 (右 )
鎖 骨/上腕骨 (右 〉
上腕骨/大腿骨 (右 〉
上腕骨 /腔 骨 (右 〉
腔 骨 /大腿骨 〈右 〉

(左 〉
骨 (右 〉
( 左 〉

骨 /尺横

骨 /腔JJ1I; 

最大長の比
8 号
( 女性 〉
8 0 . 6 9 

庵 ノ 前弥生人四肢骨比表29

骨/大腿骨 〈右 〉
〈 左 〉

腔

。

骨

一
左一
/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

1
人
性一
一

i
号
男一
一

R

叩

一
右一
/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/ 

/ 

/

/

/

/

/

/

/

 

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

 

形態小変異 (Non-metric crania variants) 

u n o b s e r v a l e  / )  

庵 ノ 前

9 号人骨
女性

右 左

+

/

/

/

 

+ 

+ 

/ 

/ 

+ 

+ 

/ 

+

/

/
 

/

/

/

/

/

/

/

 

庵 ノ 前

8 号人骨
女性

右 左

/ 

/

/

/

/

/

/

 

/ 

/

/

/

/

 

/ 

+ 

+ 

/ 

+ 
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表30

l .  M e d i a l  P a l a t i n e c a n a l 

2 .  P t e r y g o s p i n o u s  f o r a m e n  

3 .  H y p o g l o s s a l  c a n a l b r i d g i n g 

4 .  C l i n o i d  b r i d g i n g  

5 .  C o n d y l a r  c a n a l a b s e n t  

6 .  F o r a m e n o f  H u s c h k e ( ) l mm )  

7 .  J u g u l a r  f o r a m e n  b r i d g i n g 

8 .  P r e c o n d y l a r  t u b e r c l e  

9 .  S u p r a - o r b i l a l  f o r a m e n  

1 0 .  A c c e s o r y  i n f r a o r b i l a l  f o r a m e n 

1 1 .  Z y g o - f a c i a l  f o r a m e n  a b s e n l  

1 2 .  A u r a l  e x o s t o s i s  

1 3 .  M e t o p i s m 

1 4 .  O s  i n c a e  

1 5 .  O s s i c l e  a l  t h e l a m b d a  

1 6 .  P a r i e l a l  n o t c h b o n e  

1 7 .  T r a n s v e r s e z y g 0 m a t i c s u t u r e ( )  5 mm)  

1 8 .  A s t e r i o n i c  o s s i c l e 

1 9 .  O c c i p i l o m a s l o i d  o s s i c l e  

2 0 . E p i p l e r i c  o s s i c l e  

2 1 .  F r o n l o t e m p o r a l  a r t  i c u l a l  i o n 

2 2 .  B i a s 1 e r i 0 n i c. s u 1 u r e ( )  1 0m m )  

2 3 . M y l o h y o i d  b r i d g i 目 g

2 4 . A c c e s s o r y  m e n t a l  f o r a m e n  

2 5 .  M a n d i b u l a r  l o r u s  

2 6 . 滑 車 上 孔 ( 上 腕 骨 )

( p r e s e n t  + ，  a b s e n l 一 ，



熊本市庵 ノ 前遺跡出 土の弥生時代人骨

表31 歯の計測値一近遠心径 Cmm) CTeeth) 
局葺 ノ 宵肯 尾E ノ 甫てI 尾E ノ 甫吋 薦書 ノ 盲宵
7 号人骨 8 号人骨 9 号人骨 1 0 �ト メ、 1t

男 性 重("1生 女 性 男 性

上 顎 右 側 1 1 
1 2 8 3 9 

C 8 8 2  7 6 4  

P 1 6 7 5  7 1 3  

P 2  6 2 2  

M 1  1 0 8 0  

恥1 2 9 4 8  9 3 5  

M 3 9 2 4  

tc {且U 1 1 
1 2 
C 8 1 3 7 4 2  

P 1 7 6 2  6 3 1 7 6 3  

P 2  7 1 5  7 5 9  

M 1 1 0 4 9  9 6 2  

M 2 9 7 9  

恥1 3
r讐頁君主 f周U 1 1 4 7 3  

1 2 5 7 9  5 7 0  

C 7 6 5  6 4 1  6 3 4  

P 1 7 2 5  6 6 0  

P 2  7 6 4  

M 1  1 0 8 1  

M 2  1 1 5 2  1 0 9 5  1 1 0 5  

M 3 1 1 0 0  

宕三倶tl 1 1 4 8 5  

1 2 5 7 9  

C 6 3 0  

P 1 7 6 2  6 7 6  

P 2  7 5 6  7 3 7  

M 1  1 1 9 6  

M 2 1 1 7 1  

M 3 1 1 2 6  

表32 歯の計測値一頬 (唇) 舌径 Cmm)
庵 ノ 前 感量 ノ 甫肯 属喜 ノ 甫肯 局霊 ノ 宵可
7 号人骨 8 号人骨 9 号人骨 1 0 聖子 メ、 菅干

弓=旬月 女 性 女 性 男 性

上 顎 右 側 1 1 
1 2 
C 9 0 6  8 5 8  

P 1 8 7 5  9 5 0  

P 2  8 6 6  

M 1  1 2 4 3  

恥(1 2 1 2 3 1  1 1 4 9  

恥1 3 1 1 0 2  

左三 f則 1 1 7 3 8  

1 2 
C 8 8 9  7 7 2  

P 1  9 7 0  8 9 1  1 0 4 5  

P 2  8 9 2  1 0 5 3  

M 1 1 2 2 5  

恥(1 2 1 2 2 0  

恥1 3
下 顎 右 側 1 1 5 4 0  5 7 4  

1 2 6 0 0  6 1 2  

C 8 4 9  6 8 6 7 5 5  

P 1 8 2 2  8 0 3  

P 2  8 4 9  

恥(1 1 1 0 9 4  

M 2 1 1 2 1 1 0 4 7  1 1 0 3  

M 3 1 0 2 6 

右三 個tl 1 1 5 5 1  5 8 3  

1 2 5 9 2  6 3 1  

C 7 0 8  

P 1  8 1 2  8 2 8  

P 2  8 4 1  8 7 1  

M 1 1 1 2 3 

M 2 1 0 7 7  

M 3 1 0 5 5  
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図 版 1

第四草 分 析

頭蓋前面 (Frontal view of the skuIl) 頭蓋上面 (Superior view of the skuIl) 

頭蓋側面 (Lateral view of the skuIl) 

庵 ノ 前 8 号人 骨 ( 女性、 熟年)

AnnomaeNo.8 (mature female) 
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熊本市 庵 ノ 前遺跡、出 土の弥生時代人骨

図版 2

頭蓋前面 (Frontal view of the skull) 頭蓋上面 (Superior view of the skull) 

頭蓋側面 (LateraI view of the skull) 

庵 ノ 前 9 号人 骨 ( 女性、 壮年)

AnnomaeNo. 9 (young adult female) 
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図版 3

頭蓋上面 (Superior view of the skull) 

c 

模状維、 変形性脊椎症

(Compression 仕acture & Osteoarthritis of the spine) 

庵 ノ 前1 0号人骨 ( 男 性、 熟年)

AnnomaeNo.1 0 (mature male) 

- 1 69 -
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熊本1'11庵 ノ 前遺跡出土の弥生時代 人'肖

図 版 4

上肢骨 CBones of the upper limb) 

下肢骨 CBones of the lower limb) 

庵 ノ 前 8 号人 骨 (女性、 熟年)

AnnomaeNo. 8 Cmature female) 
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図版 5

上肢骨 ( Bones of the upper limb) 

骨 折 ( 左側上腕骨、 右側模 骨 ) (frac旬re)

下核骨 ( Bones of the lower limb) 

庵 ノ 前 9 号人 骨 (女性、 壮年)

AnnomaeNo. 9 (young adult female) 

一 17 1 -

第四草 分 析



熊本市庵 ノ 前遺跡、出 土の弥生時代人骨

図版 6

上肢骨 CBones of the upper limb) 

下肢骨 C Bones of the lower limb) 

庵 ノ 前1 0号人骨 ( 男 性、 熟年)

AnnomaeNo.1 0  Cmature male) 
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図版 1

平成 4 年度調査区

図版 2

‘戸 、 、 I!" 〆

平 成 4 年度調査区遺構確認状況

FD

 

7'
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図 版 3

平成 4 年度調査区溝状遺構

図版 4

平成 5 年度 I 区表土剥ぎ後
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図版 5
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E 区 1 号住居跡 輩 出 土状況(2)
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E 区完掘状況 ( 南 よ り )
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